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			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。
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			リステージ陣営、戦闘開始～三人称視～

			ミルナ陣営、戦闘直前の策略～ボーン視点～

			リステージ陣営、戦の終わりで～三人称視点～

			ミルナ陣営、戦の終わりに

			戻るとしよう。ローオットの屋敷に

			後日談的なもの

			書き下ろし短編～ティーネ、フィロと出会う～

			書き下ろし短編２～ボーン、ちょっとした質問をする～

			書き下ろし短編３～フィロの心境～

			書き下ろし短編４～幼馴染とそのパートナーのその後～

		

	
		
			　

			美女に見捨てられたからギャンブルしよう

			　

			「本当に使えないのね、あなた」

			　俺を蔑(さげす)む目で見ながら、赤髪を腰まで伸ばした、女らしい魅力的でメリハリある体つきの美女――リーカネルが言った。

			　周囲の木々が風に揺れて、その風が俺の頬を撫でる。

			「え……？」

			　大きな火傷のあとを残して絶命しているイノシシのような生物から、小さなナイフで牙をえぐり取っていた俺は、リーカネルのほうを振り返ると呟いた。

			　どうして急に、ではない。

			　わかっていた。

			　今、俺の前で死んでいるイノシシを倒す際の約束を思い出す。

			　冒険者ギルドの前でリーカネルが俺に言った、『今回の討(とう)伐(ばつ)でＣランクに上がるわ。でも、今のままのあなたでは足手まといだと感じたの。だから――』。

			　そこまで思い出していると、目の前の彼女が続けた。

			「――今回の討伐、あなたは本当に使えなかった。言いたいこと、わかるわね」

			　リーカネルが俺のほうに手を伸ばす。

			　それは無言の圧力で、俺に有無を言わさないものだった。

			　見捨てられた、というのだろう。

			　冒険者ギルドに登録するときは、『あなたは私が養ってあげる。だって、あなた情けないんだもの』なんて言ってくれたのに。

			　そんなことをグダグダ考えても仕方ない。

			「……わかったよ」

			　俺はズボンのポケットから茶色のカードを取り出して、リーカネルに渡した。

			　そのカードはパーティーを組んでいる証。依頼を受けるときなんかは、ギルドにそのカードを渡せば一緒に受けることになる。

			「これでいいか」

			「ええ、文句ないわ。これでパーティーは解散。今回の報奨金はあげるから、それでなんとか生き長らえたらいいわね」

			　それだけ言って、リーカネルが踵(きびす)を返した。

			「皮肉たっぷりなことで」

			　一人残された俺は、肩を揺らしながら笑う。

			　そして、もう一匹の残された死骸から牙を取る作業に戻った。

			　ギルドまで行くと、今回の討(とう)伐(ばつ)の証明部位として、牙を冒険者ギルドの受付嬢に渡した。

			　どうやら、リーカネルは、まだパーティーは解散していないようだった。今回の依頼で、ランクを上げておきたいからだろう。

			　依頼達成の金は俺のものにしてもいいが、ランクだけは上げておく。

			　そういうことだ。

			　まぁしかし、おかげさまで俺もＣランクになることができた。だが、明日にはパーティーも解散されるだろう。

			　最後の嫌がらせに、パーティーとして、Ｃランクの難関依頼でも受けてやろうかと考えたが、あいつだったら片手でクリアしてしまうから、やめておいた。

			　本当に実力だけで言えば、リーカネルは、最高ランクのＳとまではいかないものの、Ａにいてもおかしくはないのだから。

			　というか、今回の依頼だって、あいつが一人で始末した。

			　俺はそもそも、出番がなかった。

			　武力には自信がないが、やろうと思えば俺だって……。

			　いや、言い訳はやめよう。

			　俺は弱い。本来であれば、Ｃランクに到達することさえできなかった、というくらいに弱い。

			　だから、リーカネルが俺を見捨てたのもわからなくはない。ていうか、立場が逆だったら、俺だって間違いなく見捨てるだろう。

			　待てよ。立場が逆なら、俺がリーカネルを捨てることになるのか？

			　いやいや。俺なら見捨てない。リーカネルは美人だ。

			　幼いころからずっと一緒にいたが、彼女の容姿に慣れることはなかった。美人すぎるがゆえに。

			　だから、捨てるなんてもったいない。

			　なんてな。

			　捨てられた俺が、いつまでもこんなことを考えていたらダメだろ。

			　これからどうするかを、考えなければいけない。今まで頼ってきたリーカネルに見捨てられたんだから、俺は路頭に迷うことになる。

			　俺に残されたのは、今まで貯めてきたいくばくかの金くらいだ。

			　そして、考え付いた先が――ギャンブルだった。

			　一身の大事を、運に任せよう。

		

	
		
			　

			カジノで美人が困っていたから助けた

			　

			　カジノ。

			　賭ける金額は、金があればあるほど無限に上げられる。少額で勝てばパン一つ。多額で勝てば家一軒。負ければ一文無し。

			　魅惑的であり破滅的な矛盾を抱えた場所。今日も、そこでは人々の喜ぶ声と泣く声が木霊(こだま)している。

			　俺は――喜ぶ側だった。

			　

			「うおっしゃあぁぁ！」

			　全財産を賭けた。結果、勝った。

			　なぜか、昔からこういう賭け事は上手くいく。

			　たとえば、勝ちたいと思ったときのじゃんけんは、異様なくらいに負けたことがない。

			　勝ちに勝った俺は、零れそうなくらい集まった赤くて丸いチップを、受付にドバァーっと広げた。

			　この赤くて丸いチップは、カジノで最高額の取引ができるものだ。俺は今日一晩で、名だたる富豪に肩を並べるくらいの金持ちとなった。

			　あとは、この金が奪われないように、ギルドに依頼を出してＡランクの冒険者を雇おう。

			　って、冒険者が冒険者を守るって変な話だな。

			　まぁいいか。

			　どうせ働く必要もなくなったことだし、ギルドはやめよっと。

			　てか、リーカネルを雇えるかもしれないし。

			「これが今回の賞金となります、金貨百枚でございます」

			　受付の女性が、人の頭くらいの大きい麻袋を取り出した。締めきれていない袋の口からは、金貨のピカピカとした輝きが溢れている。

			　いちいち、金貨は本物か、枚数は正しいかなどを確認する必要もない。カジノは、金に関することであれば、地獄の番人並みに絶対的だからだ。

			　俺はぐへへーと笑いながら、麻袋を両手で持った。

			　うぐ！

			　軽い気持ちで持ってみたが、両手が地面に吸い込まれるかのような錯覚を覚えた。

			　……意外と重いな。

			　さっき受付嬢は、あっさりと片手で持ち上げていたが……。

			　俺は、受付嬢をチラりと見る。

			「なにか？」

			「あっ、いや、なんでもないッス！」

			　一見華奢そうだが、もしかすると化け物並みの力持ちかもしれない。

			　無駄に絡んだり見ていたりしないで、さっさとカジノから出よう。そして、今日は豪勢に行こう！

			　なんて思っていたら、

			 「――うわあああ――ん！」

			「ん？」

			　カジノ中に、女の泣き声が響き渡った。

			　また敗者が出現したのか……そう思った。

			　だが、普段の俺ならば、それくらいのことに反応したりはしない。

			　そんなことくらい、よくあることだろう。カジノに通いだしたばかりのころは驚いたが、今ではもう慣れきっている。

			　しかし、聞こえてくる声は透き通っていた。

			　全身に快感を与えるような感触、とでも言うのだろうか。そんな気持ちの良い声だった。

			　いつの間にか、カジノから雑音が消えていた。

			　他のプレイヤーやディーラーたちも、意識を半ば強制的に釘づけにされたのだろう。

			「まだ負けてないもんー！　まだお金あるもんー！」

			　声のするほうには、ジタバタと床で暴れながら、鮮やかな腰まである金髪を揺らす女がいた。揺れているのは、髪だけではなくて……おっぱいもだった。
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			　す、すげえ……あんな凶器、今まで一度も見たことがない。

			　人よりも突出しているリーカネルだったが、その女はリーカネルよりも胸囲がある。かなり驚異的だ。

			　しかも、顔は絶世の美人と言ってもいいくらいだ。

			　今は悔しさに顔を歪めているが、それもまた良い、と思えてしまう。

			「ティーネ様、負けていないと仰るのであれば、チップと換金してください」

			　そんな彼女を宥(なだ)める、女性ディーラー。ディーラーの後ろには、筋肉がゴッツゴッツの男が、灰色の硬そうな首輪を持っている。

			「う、うん！　じゃあ家からとって――」

			「カジノの外に行くのであれば、担保が必要でございます」

			「……うん、担保ね……うん」

			　ティーネと呼ばれたこのカジノの常連らしき美人さんが、冷や汗を垂らしながら何度も頷く。

			　周囲の者は、察しているだろう。ティーネには、担保になるものも、もちろん金もないと。

			　そんなティーネを庇う男たちが現れた。

			「お、俺が代わりに！」

			　どうやらみな、ティーネに代わって金を払おうと考えているようだ。

			　しかし、誰一人としてティーネと面識があるわけではないらしい。ティーネの表情には、『誰？』という戸惑いが広がっている。

			　男の魂胆はまるわかりだ。

			　容姿がずば抜けているティーネに、恩を売ろうというのだろう。

			「いやいやいや！　ここは俺が代わりに！」

			「待ってください！　僕が払いますよ！」

			「あ、ずりい！　俺が！」

			「ここは私が！」

			　我先にと手を上げる男たち。

			　ティーネの表情が段々と輝いてくる。

			「ありがとう！　みんな！」

			　まるで神に祈るように、両手を合わせるティーネ。けれども、そんなに簡単に行くものだろうか？

			　女性ディーラーが、一枚の紙を取り出して男たちに見せた。

			「どなたでも構いませんが、ティーネ様の負(ふ)債(さい)額である金貨百枚を払える方がいるのであれば、払ってください」

			　紙に書いてあった金額。

			　――金貨百枚。

			　その額に、男たちがいっせいに黙り込んだ。外から漏れる雑音くらいしか、耳に入らない。

			　キーンとした静寂に、みなピタリと動きを止めた。

			　女性ディーラーは、呆れたような顔で続ける。

			「……皆様で一緒に支払ってもらっても構いませんが」

			「「「おおー！」」」

			　男たちがいっせいに目を見合わせた。

			　おそらく考えていることは一緒だ。

			　協力できるなら協力しよう、というのだろう。

			　百人くらいいるか？

			　これくらいいればなんとかなるだろう！　みたいな考えもあるのだろう。

			　しかし、金貨百枚は甘くない。

			「銀貨を一枚、持ってるぞ！」

			「僕は銅貨三十枚持ってます！」

			「銀貨三枚だ！　俺は！」

			「私も同じく銀貨三枚ですね！」

			　…………………………

			　………………

			　…………

			　……

			　

			　しばらくは掛け声が続いた。

			　だが、それは次第に小さくなっていく。

			　……終いには、儚(はかな)く消えていった。

			　男たちが持っている金をすべて合算しても、金貨百枚には到底及ばないだろう。そんなことは、傍から見ていた俺でもわかる。

			　救いを求めていたティーネも、同じだろう。

			　ティーネは引き攣(つ)った笑みを浮かべ、

			「使えなさすぎるわよ！」

			　と叫んだ。

			　ディーラーは、そんな彼らは元から眼中になかったようで、ティーネのほうへ向き直ると冷酷に告げた。

			「それでは、規約によりティーネ様には、『奴(ど)隷(れい)』となっていただきます」

			　女性ディーラーの言葉が、合図だったようだ。

			　後ろにいた男が、首輪を持って一歩前に出た。

			　それを見て気まずくなったのか、ティーネを救おうとした男たちが足早にその場から去っていく。

			　俺も行くか。

			　ティーネとやらは美人だが、救うには金貨が百枚も必要だ。もしも一時の気の迷いで支払ってしまえば、今夜稼いだ俺の全財産がいとも簡単に吹き飛んでしまう。

			　今後のことを考えると、救うという選択肢はない。

			　変に面倒ごとに関わらないようにしよう。

			　あの美貌と身体は惜しいが……。

			　後ろ髪を引っ張られるような気分で、カジノから出ようとしていた俺の耳に――。

			「うぅー……いいわ！　かかってきなさいよ！」

			　ティーネの力強い言葉が届いた。

			　俺は驚いてティーネのほうを振り返った。

			　ついに気でも狂ったか、なんて思った。

			　相手はかなりゴツイ男だろ。あんな華奢な女に、なにができる!?

			　だが、ティーネの言葉がハッタリではないと、周囲の人たちが証明した。

			「……ティーネ様」

			　女性ディーラーは冷や汗を掻きつつも、なんとか姿勢は維持している。

			　しかし、屈強な男は一歩引きさがった。

			「ふっふっふー。あなたもご存知の通り、私はＳ・ラ・ン・クの冒険者よ？　こんなカジノくらい、簡単にぶっ壊してあげるわ！」

			　女性ディーラーと屈強な男が身を引くのを見たティーネは、調子に乗って腕を組み、グイっと胸を持ち上げた。

			　やっぱり大きい。

			　いや、しっかりしろ俺。

			　大きいのが問題じゃない。

			　いや、問題ではある。だがそうじゃない。

			　ティーネがＳランクの冒険者だということが、問題なんだ。

			　ギルドの最高ランクであるＳに位置するのであれば、戦闘力は尋常じゃない。

			　それこそティーネが言っているように、カジノを一撃で壊すことだって可能だろう。

			　力を以てすれば、ティーネはどんなものでも簡単に制圧できる。背負った借金なんて、力で黙らせることくらい。

			　いや、違うな。

			　ティーネがＳランクだとディーラーは知っているようだった。だが、それでもティーネを奴(ど)隷(れい)にしようとしている。

			　ってことは、ティーネを利用するなんらかの手段があるということ。

			　そんな俺の考えを見抜いたのか、女性ディーラーが口角を上げて言った。

			「ご存知かとは思われますが、このカジノは王国にも多大な貢献をしております」

			「！」

			　ティーネがビクリと身を震わせた。

			「もしもティーネ様が武力を行使してまでことを荒立てたいなら、当方としても相応の対処はさせていただきます。構いませんね？」

			「……あ、あはははは！　いやだなー、暴れるなんて冗談じゃないですかー！　私の……ティーネちゃんの軽いジョークですよー！」

			　まるで滝のように汗を掻きながら、ティーネが笑顔をヒクつかせる。

			　予想通り、カジノ側はちゃんとした手を打っているようだな。

			　これで、ティーネは見事に追い込まれたわけだ。

			　しかし！

			　次の瞬間、俺は、有り金を彼女たちの前にドサリと置いた。

			「あのー。すみません」

			「……お客様」

			　さっきまでティーネをいじっていたディーラーが、面白くなさそうに俺を見る。

			　俺が金貨百枚を持っているということは、カジノ側の人間ならば誰もが知っていることだろう。

			　それほどの大勝ち……カジノ側にとっては、それほどの大敗け、なのだから。

			　そしてこの金を使えば、ティーネを解放できるということも理解しているはず。だから、ディーラーは面白くなさそうな顔をしたのだろう。

			　だが俺は、お構いなしに気さくな笑みでディーラーに話しかける。

			「少し質問していいですかね？」

			「なんでしょう？」

			「いや、さっきから話を聞いていたんですけどね、ティーネさんは、Ｓランクの冒険者なんですよね？」

			「そっ！　そうよ！」

			　突如乱入してきた俺を見て、「？」という感じで首を傾げていたティーネが、嬉々として頷く。どうやら、俺が味方だと思っているようだ。

			　俺は、ティーネにニッコリと微笑んで続ける。

			「なら、その肩書は十分な『担保』なんじゃないですか？　Ｓランクなら、依頼をこなせば金貨百枚を稼ぐことなんて、簡単だと思いますが」

			「……それは」

			　ディーラーが言葉を濁す。俺はその態度に確信を得た。

			　ティーネは間違いなく、Ｓランクの冒険者である、と。

			　俺は、ギルド内の事情はあまり詳しくは知らない。

			　ちょっと前の、ギルドや国に属する者の実力ならある程度は把握しているが、ティーネは年齢的にも、名が知られるようになってそれほど経っていないのだろう。

			　だから、ティーネが言っていることが本当の話であるかどうか、そこにちょっとした猜疑心があった。

			　ディーラーの困ったような反応を見て、ティーネが続けようとする。

			「そうだー！　そう――」

			「ああ、いえ。絶対に『担保』になるわけではないですよね。金貨百枚もの大金です。たとえＳランクの冒険者でも……いえ、Ｓランクの冒険者だからこそ、万が一が起こってもおかしくない」

			「え――っ!?」

			　どうやら俺の言葉は、ティーネの予想外だったようだ。それはディーラーも同じのようで、俺を訝(いぶか)しげに見ている。

			　俺が敵か味方か、判断しかねているようだ。

			　どちらでもないという正解には、辿り着いていないようだな。

			　じゃあ、そろそろ目的を達成するか。

			「ここに、金貨百枚あります」

			　足元に置いた麻袋を指さす。

			「ティーネさんの負(ふ)債(さい)を、俺が立て替えますよ」

			　それを見て、ディーラーが「やはり」と呟いて奥歯を噛みしめた。

			　ティーネはまるで救世主でも現れたかのように俺を崇めながら、ぱぁっと顔を明るくした。

			　借金の立て替え。

			　無理ではないことだ。

			　さっきも群がる男たちを受け入れようとしていたわけだし、俺のことだけ断る、なんて都合が良すぎることは通用しない。

			　なんたって、ここは信用第一のカジノなのだから。

			　大衆が見ている中で、『条件が本当に満たせるとしても、あなただけはダメです』なんていう理屈が通るわけがない。

			「それでは、この紙はもらいますね」

			　悔しそうな顔をしているディーラーの女性から、紙を奪い取る。

			　こうなればこっちのものだ。ティーネの身元引き受け人は、俺となった。

			　ティーネは、俺に向かって頭を下げた。

			「あ、ありがとうございます！」

			　俺は笑いながら、「これ、もらいますね」と、屈強な男から首輪を受け取った。

			　首輪は左右に開くようだ。

			　俺は首輪を横に開いて、ティーネの首に回してガシャンっと閉めた。

			　これで……俺の目的は達成した。

			　思い通りにことが進んだことに、高揚する気持ちを高らかな叫びに変換した。

			「よっしゃあぁぁぁぁぁぁ！　Ｓランクの冒険者（しかも美人で巨乳）ゲットだぜえええ！」

			　俺の叫び声に、ディーラーの女性とムキムキの男が目を点にしている。

			　一方のティーネも、

			「えっ？」

			　と、Ｓランクの冒険者とは思えない情けない顔をしている。

			　どうやら彼女たちは、まだ状況が掴めていないようだった。

			　俺は最初から考えていた――。

			　筋肉ムキムキの男が持っていたのは、『奴(ど)隷(れい)の首輪』だった。

			　名前の通り、その首輪をハメられた者は奴隷になる。ハメた者、そして諸々の魔法がかかった請求書の紙があれば、主人となるのは――俺だ。

			　Ｓランクの冒険者が俺の奴隷になれば、これからは、なんの気兼ねもなく暮らしていける。金は、俺の懐に勝手に入ってくる。

			　さっきは『本当に金貨百枚が返ってくるかわからない』なんて言ったが、Ｓランク冒険者にとって危険のない依頼をこなせばいいだけの話。

			　返ってこないわけがない！

			「それじゃあ、これからよろしくな！　ティーネ！」

			　俺はティーネに手を差し出した。もちろん、救いの手ではない。

			　主従関係としての握手を求めたのだ。

			「……え？　あ、はい。よろしくお願いしま……す？」

			　どうやら、ティーネは自分が置かれた状況をまったく把握できていないようだった。

			　首を傾げながらも、俺の手を取った。

			　そんな俺たち二人の姿を見て、ディーラーが口を開いた。どうやら、ディーラーは俺の想いを理解できたようだった。

			「ど、奴隷と言っても、ティーネ様が負(ふ)債(さい)を返済すれば――」

			　ディーラーは焦っているように見えるが、ちゃんと必要なことを要領よく言ってくれた。おかげで、言いたいことはわかる。

			　なぜディーラーがティーネを庇うのか、そこはわからないが。

			「そこから先は、貴女に関係ないですよ」

			　俺は微笑みながら、ディーラーに言った。

			　ハッとした顔になった彼女は、自身の行きすぎた言動に気づいたのか、口を閉ざした。

			　俺は、彼女の質問に答えてあげることにした。

			「――俺のものは俺のもの。奴(ど)隷(れい)のものも俺のもの、でしょう？　だから、返済するかどうかは自由でしょう」

			　微笑から一転、俺の表情は黒く染まっていたと思う。

			　ディーラーと、さらに屈強そうな男までもが、俺を見て固まっていた。

			　よっし！　これから楽できるぞー！

			　金貨百枚を手に入れるだけで終わるつもりだったが、それ以上の価値を持つ、Ｓランクの冒険者をゲットした。

			　俺は、心が躍りそうなほど嬉しかった。

		

	
		
			　

			奴(ど)隷(れい)の妹と出会う

			　

			　月の光が照らす大きな噴水。見事に手入れされた庭。そして豪邸。

			　予想はしていたが、ティーネの家は、貴族の家と並んでも遜色がないほどに立派だった。

			　むしろ、上位貴族のレベルにも匹敵している。

			　だが、豪邸の持ち主である彼女は、俺の横で肩を落としていた。

			「うぅーどうして……」

			「まだ言うか。仕方ないだろう。ギャンブルで負けてしまったティーネが悪い」

			「奴隷のことじゃないですよ！　なんで私の家に住むのか、ってことですよ！」

			　ティーネは、頬を膨らませながらそう言った。

			　家か。

			　俺は元々リーカネルと一緒に住んでいた。だが、パーティーを解散して、なおかつあんな別れ方をしてしまったんだ。

			　どんな面をして帰ればいい？

			　いや、帰れないだろ。

			「それも仕方がない。もしも俺かおまえに銅貨十枚でもあれば、適当な宿で一部屋借りることができたんだから」

			　一晩だけ凌(しの)ぐことができれば、よかった。

			　次の日からは、Ｓランクのティーネの出番だ。荒稼ぎして、金貨百枚なんてすぐに元をとる予定だった。

			　しかし、俺はティーネの負(ふ)債(さい)を払うために、全財産の金貨百枚をカジノに支払った。ティーネは文無しになるまで、カジノで賭けた。

			　おかげで、今、俺たち二人は一文無し。

			　そうなると、住まいの選択肢はティーネの家しかない。

			「てか、別にいいだろ。これからは俺の奴(ど)隷(れい)なんだから、すべてが俺のものになる。家くらいでグチグチ言ってたら、キリがないぞ」

			「この家が、私だけの物ならばいいんですけど……」

			　曇った表情で、引っかかる言い方をするティーネ。俺はそんな彼女の言動を見て、違和感を覚えた。

			「おまえ、それどういう――」

			「ティーネお姉さまー！」

			　俺の言葉に、別の声が被さった。

			　幼い少女の声だ。

			　その声に、ティーネはまるでイタズラのバレた子犬のように、体をビクっと震わせた。

			　俺はそんなティーネの反応を気にしつつも、屋敷のほうから聞こえてくる声の主を確認するために、屋敷に近づいていった。

			　声の主が「ティーネお姉さま」と呼んでいたことからもわかるように、声の主とティーネは知り合いだろう。

			　ティーネも、これから起こることを大体は予測できているのだろう。「リア……」と呟きながら、声の主に怯えているようだった。

			　リア……こちらに向かってきている少女の名前だろう。

			　そして、屋敷の扉が開いた。

			　目の前に現れたのは、貴族の令嬢などが主に愛用している髪型、縦巻きのツインテールを両方にした金髪の美少女。顔はティーネと似ているが、リアという少女のほうには、幼さが残っている。

		

	
		
			[image: p028.jpg]
		

	
		
			「お姉さま！　まったく、こんな時間までどこをほっつき歩いていたのですか！」

			「ご、ごめんね、リア……」

			「いいえ許しません！　あなたという方は、自分が貴族だという自覚がないのですか！」

			　ティーネを指さして怒り出すリア。

			　なるほど。こんなうるさい妹がいるのであれば、家に帰りたくないのも頷ける。

			　ってか、えっ。

			　ティーネって貴族だったのか!?

			　Ｓランクの冒険者だから豪邸に住んでいたわけじゃなくて、実家がすごいのか。

			　いや両方だな、この場合は。

			　しばらくして、リアが俺の存在に気づいた。

			「あら、あなたは誰ですか？」

			「初めまして、俺はボーン。新たに、ティーネの主(あるじ)になった」

			「主……？　ああ、もしかして依頼者の方ですか？」

			「いいや。コッチだ」

			　俺はティーネの首輪を指さしながら言った。ティーネは恥ずかしいような情けないような表情で、顔を赤らめたまま黙って目を逸らした。

			　対照的に、リアの顔は段々と青白くなっていく。

			「奴(ど)隷(れい)の……首輪？」

			　黙っていたリアが、ようやく言葉を絞り出した。

			「そうだ。ティーネは奴隷で、俺がその主というわけだ」

			「なんで……！」

			「これだよ」

			　一枚の紙をポケットから取り出して、リアに見せる。

			「負(ふ)債(さい)額、金貨百枚。カジノでティーネがやらかして、俺がその負債を買い取った。その代わりに、ティーネが俺の奴(ど)隷(れい)になった」

			　俺は簡単に、リアに状況を説明する。

			　リアはどうやら、ティーネほどおバカじゃないらしい。あっさりと状況を飲み込んで、これから値段交渉をする商人のような目つきで俺のほうを見た。

			「――わかりました。買いましょう、彼女を」

			「買う？」

			「ええ。金貨百枚でしょう？　それなら私が払います。それで構わないですよね？」

			　ティーネの妹、リアが俺に言った。

			　賢いのかも、と思っていたが、どうやらリアは、状況を完璧に理解できていないらしい。

			　俺はつい、笑ってしまった。

			「いや違う。ティーネは俺がもう金貨百枚で買った。だからリア、もう君が払うことはできない。俺が君の提案を受け入れない限りは」

			「ッ！」

			　今度は俺の言葉をちゃんと理解できたらしいリアが、急に殺気を放ってきた。

			「ならボーン様。あなたを殺せば大丈夫ということですねッ！」

			　リアの白くて小さな手から、頭一つ分ほどの炎の玉が浮かび上がった。

			「――俺を殺せるのか？」

			　俺は言外に、『Ｓランクの冒険者と戦えるの？』と言っていた。

			　ティーネが俺の前面に出て、防御の構えをしながらリアに相対する。

			　実はここに来る前、ティーネに命令しておいた。

			『もしも俺に危害が加えられる状況になれば、守れ』と。その命令が上手く発動したようだ。

			「卑怯な……っ！」

			　リアが一歩、後退する。

			　どうやら、彼女にはＳランクの冒険者と戦えるほどの力はないようだ。

			「ふっはっはっはっは！　卑怯で結構！　俺は楽して生きることができれば、それでいいのだァ！」

			　腰に手を当てて、背を曲げて笑う。

			　魔王と勇者が戦う絵本に描いてあった、魔王の笑い方をマネてみた。なかなかいいポージングだ。これからも、これを愛用しよう。

			　そんなことを考えていると、冷たい視線が俺を捕らえているのを感じた。俺を守っているはずのティーネだ。

			「……サイテーですね」

			　主人に対して暴言を吐いている。しかし一方で、主人を守る構えに入っている。

			　言葉は乱暴だが、体は正直……というわけではない。

			　命令に体が反応しているだけで、自分の意思を完璧に操れてはいない。そもそも、奴(ど)隷(れい)にしたからといって、他人の思考まで操れるわけではないのだが。

			　ティーネの妹リアが、商人と戦士をミックスしたような目で俺を見る。

			「目的はなんですか？　ローオットの財ならば、本家に戻らなければありませんよッ！」

			　ローオット。おそらく、ティーネとリアの家名だろう。

			　なんか聞いたことある名前だが、今は放置しておこう。

			　ローオット家は相当な貴族の家らしいし、金貨百枚を簡単に捻出することができるくらいの財を持っている、と予測できる。

			　だが、それはティーネ自身も同じだ。

			「そんなものはいらん！　俺はティーネがいればいい！」

			「えぇっ!?」

			　俺の言葉に、ティーネが過剰な反応を見せた。

			　妹のほうではない、予想外なところから言葉が返ってきた。

			　しかし、ちゃんとリアも反応をする。

			「そっ、それはあれですか！　巨万の富よりも女を――ティーネお姉さまが欲しいと！」

			「ん。そうなるな」

			　俺は頷いた。

			　いや、待てよ。俺がティーネを欲しいのは、巨万の富を得て自由に生きたいからだ。それはつまり、ティーネ＝巨万の富ということだ。

			　なら巨万の富よりもティーネが欲しい、というのは違うのではないだろうか？

			　しかし、考えてみれば、ティーネという『女』も欲しいのだ。

			　なら……まぁいいか。

			　どっちにせよ、伝えたい内容は似たようなものだ。

			　リアが両手をぶるぶると振りながら、顔を真っ赤にして言ってきた。

			「ダっ、ダメですよお！　そういうのは段階を踏まないと！」

			　段階？

			　ティーネが奴(ど)隷(れい)になった、というそれだけのことなのだが。リアにも、ティーネの負(ふ)債(さい)を俺が支払ったという証明を見せたはずだ。

			「ちゃんと段階は踏んでいるぞ……？」

			　俺は確認のために言った。

			「えぇぇ！　いいい、いつの間に！　お姉さま!?」

			「しっ、知らない！　そんなもの知らないっ！」

			「知らないだと？　ちゃんと証拠もあるだろう。今さらなにを言っている」

			「証拠ぉぉ!?　どういうことですか！　お姉さまー！」

			「知らないっ！　本当に知らないもん！」

			　契約を結んだ当の本人であるはずのティーネが、首をぶんぶん横に振って否定する。

			　あまりに必死なせいか、顔が真っ赤だ。

			　リアもなんだか困惑している。

			　なんだ、この姉妹には記憶障害でもあるのだろうか？

			　一方は契約を結んだ本人だし、もう一方には、負(ふ)債(さい)を俺が肩代わりした証明の紙をちゃんと見せた。

			　今さら、どこに否定する余地があるというのだ。

			「だからあるだろうが、ここに」

			　俺は、鼻と鼻が当たるくらいの距離までティーネに近づいた。

			　そして手をティーネの首元に伸ばす。

			「え……っ？」

			　ティーネの紅(こう)潮(ちよう)した顔が、驚きで固まる。

			　どうやら、俺が近づいていくのが意外だったようだ。Ｓランクなのに、随分と警戒心がないな。

			　だが、お咎(とが)めはあとだ。

			　今は首輪を触って、二人にわからせてやるんだ、『ほら、これが段階を踏んだ証明だ』と言って。

			　しかし――。

			「――わっ、わかりました！　わかりましたから、これ以上お姉さまに近づかずに、止まってください。ボーンさん！」

			　ようやく、リアは俺の申し出にハッキリと了解の意志を示した。

			　肝心の奴(ど)隷(れい)であるティーネは固まったまま動かないが、まぁ、必要となれば命令するから、気にする必要はとくにないだろう。

			　それよりも、早く用件を済ませるとしよう。

			「わかったならいい。それじゃあ家に案内してくれないか。一晩でいいから泊めてくれ」

			　話の流れを察するに、おそらく前方にある屋敷はティーネとリアの共同の所有だろう。ならば、リアの許可も取っておく必要がある。

			　一晩だけであれば、リアも拒むことはないだろうと考えた。

			　だが、リアは俺の予想とちょっとズレたことを言った。

			「一晩と言わず、ここを我が家だと思って住んでくださいッ！」

			　突然のリアの優しさ（？）に、俺は狼(ろう)狽(ばい)する。

			「いや、そこまで世話になるつもりはないんだが……」

			　ティーネしか住んでいない家ならともかく、別の人間が住んでいるとなれば、話は面倒になってくる。

			　一晩だけ泊まることができれば、それで良かった。そうすれば、翌日からは依頼をこなして得たお金で宿に移ることが可能になる。

			　だが、俺の考えに反してリアは首を左右に振った。

			「いいえ！　私の目が届く範囲に住んでください！」

			　リアはそう言うと、ティーネの手を取って自分の近くに引き寄せた。まるで、俺からティーネを遠ざけるように……ハッ！

			　まさか、俺とティーネがベッドインしないように監視するためなのか！

			「ティーネは俺のものだぞ！」

			「たとえそうだったとしても、ダメです！　こういうことは、本来であれば、その、段階をですね――！」

			　リアが身振り手振りを交えながら、グチグチと説教を始めた。ティーネは、口を閉じる気配のないリアを見て、ぐったりとしていた。

			　なるほど。リアのグチグチとした説教は、今に始まったことではないようだ。

			　まぁ、別に今、ここでティーネに暴れてもらってもいい。リアを倒すことくらい、なんともないだろうから。

			　でも、それだと、ローオット家に敵対行為をしてしまうことになるのだろうが？

			　けれど、それだけならまだいい。問題は、貴族の顔に泥を塗ったあと、国が俺にどう対応するかだ。

			　……間違いなく、俺の首には賞金がかかって、討(とう)伐(ばつ)隊やら冒険者がわんさかやって来るだろうな。

			　そう考えると、あまり手を出したくない相手の一人だ。リアは。

			　ティーネとベッドの上での運動会ができないのは、残念でならないが、明日にでもこっそりと依頼を受けて、どこかの宿に移動すれば簡単に済む。

			　もう、この屋敷には戻ってこなければいい。

			「――それでですよ！」

			「ああ、わかった。わかったよ」

			「本当にわかったんですか？　……じゃあ、さっき私が言ったことを復唱してください」

			　ジトーっと疑い深い目で、俺の意思を確認しようとしてくるリア。

			　復唱って、本気かよ。てか、本気で俺が聞いていたと思っているのか？

			　うーむ。どう対処しようか――なんて考えていると、ティーネの口が動いていることに気がついた。声を出さずに。

			　俺はティーネの口の動きをマネてみた。

			『平民はどうか知りませんが』

			「平民はどうか知りませんが」

			『貴族、しかも令嬢は』

			「貴族、しかも令嬢は」

			『貞操を大事にしています』

			「貞操を大事にしています」

			『なのでお姉さまを大切に』

			「なのでお姉さまを大切に」

			『一生大事にすると誓ってください』

			「一生大事にすると誓って……いや、この場合は誓う、と言うべきか」

			「!!　よ、よくできました！　いや、よくぞ言いました！」

			　――おお！

			　ティーネは、リアがこれまでどのような説教をしてきたか、知っている様子だった。言葉を復唱させられることも、織り込み済みだったということか。

			　だから、事前にリアの言っていたことを覚えていたということだな。

			　バカだと思ったが、どうやら学習能力を兼ね備えたバカのようだ。

			　よくやったと褒めながら頭を撫でてやりたいところだが、ティーネは視線を明後日のほうへ向けて、顔を完熟したリンゴのように真っ赤にさせている。

			「ちょっと見直しました。どうしようもないクズだと思っていたので」

			　疑っていた自分を恥ずかしく思ったか、人差し指で桃色に染めた頬を掻くリア。

			　これで一件落着って感じか。

			「じゃ、じゃあボーン様を案内しようか、リア」

			「そうですね。もう日も暮れますし、そうするとします。お姉さま」

			　ティーネがリアに提案し、リアはその言葉に頷いた。

			　そして、後についてこいと言わんばかりに、リアは屋敷のほうに振り返った。

		

	
		
			　

			奴(ど)隷(れい)の家に一日だけ住んでみる

			　

			　いくつもの扉が並んでいる廊下の、そのうちの一つの扉。リアは立ち止まって、扉を開けた。

			　俺も立ち止まって部屋の中を覗いた。後ろにいたティーネも、チラっと覗いた。

			　なんの家具もない、ただ薄暗いだけの部屋だ。

			　ベッドの一つもないんだが。

			「これが、ボーンさんに泊まっていただくことになるお部屋です」

			「嫌がらせか？」

			「違います。すぐに必要なものをメイドと執事に用意させます」

			　一瞬、なにもない床で寝ろ、とかいう悪質な嫌がらせをされたのかと思ってしまった。

			　リアは、見た目は若いし、そんな腹黒いことは考えたりしないか。

			「ねぇ、リア。お腹空いたんだけど」

			　そう言いながら、ティーネがお腹を押さえている。

			　ググーと可愛らしい音が鳴る。

			「そうですね。では、食事にしますか。ボーンさんもご一緒に……」

			　リアは、ティーネを一瞥して俺に目をやり――俺の頭上に視線を向けて言葉を止めた。

			　そして、どこか面倒くさそうにジトっと目を半開きにした。

			「お父さま……」

			　リアの言葉から、俺の背後に人がいるのがわかった。

			　いや、なんの冗談だ。

			　リアの視線からすると俺より身長が高いはずなのに、気配を微(み)塵(じん)も感じないはずが……。

			「久しぶりだな。ティーネ、リア」

			　本当に背後から声がして、俺はビクリっと震えた。

			　うっそだろ。いつの間に……。

			　しかし、二人には驚いた気配がない。

			「お久しぶりです～お父さん」

			「まったく、気配を遮断しないでくださいよ。お姉さまは気づいていたみたいですけど、私はそんな戦闘に特化していないんですから」

			「む。すまない、癖でな」

			　野太い声。

			　リアに言われて急に現れた、どでかい気配。

			　ふ、振り向きたくない！

			「お父さま」とか呼んでるけど、絶対に人外レベルの領域だとわかる！

			　……あ、思い出した。

			　

			　ローオット家。

			　ティーネやリアが名前を連ねている、この家のことだ。

			　王国の大貴族で、数々の英雄を輩出している名家。諸国に知れ渡っている最強クラスの武家だ。

			「そこの、ボーンだったな」

			「っ！」

			　なんで名前を知られているんだ……！

			　ますます振り向けなくなってしまう。

			　なんてことを思っていると――顔が視界の上からヒョッコリと現れた。

			　上から、だ。

			　き、気絶してしまいそうだ。

			　しかし姿形はわかった。白髪に厳しい顔をしている、図体が大きい男だ。

			「ふむ。ティーネを君が買ったそうだが、それは本当かね？」

			　なんで知っているんだ。

			　まだ、カジノを出てから数時間しか経っていないだろうに。

			「……そうですが」

			「なら話は早い。倍の値で返してもらえないか」

			「倍？　ってーと金貨二百枚とかですか？」

			「それだけでも君には十分、大金だろう。……だが違う。それ以上の白金貨をくれてやろう」

			「なんっ……！」

			　俺ではなく、リアが驚(きよう)愕(がく)した。ティーネも目を見開いている。

			　それもそうだ。

			　銅貨十枚が銀貨一枚の価値を持ち、銀貨百枚が金貨一枚の価値を持ち、金貨千枚が白金貨一枚の価値を持つ。

			　いくら名門の貴族であるとはいえ、白金貨はあまりにも高価すぎる。

			　それだけじゃない。使用の機会が少なすぎるため、白金貨の価値自体にプレミアが付いているほどだ。

			　つまり、物好きな商人やら王族やらと売買をすれば、白金貨の値段はさらに跳ね上がる。

			　そんな大金が手に入るかもしれない。だというのに、俺は落ち着いていた。

			　答えは決まっていたからだ。

			　ティーネが不安そうに、俺と、俺の上から顔を覗かせているお父様とやらを交互に見る。そんな不安そうな顔をするな。

			　結果はわかりきっているだろう？

			「お断りします」

			「……ほう？」

			「ティーネの価値は、白金貨一枚では全然、足りないんで」

			　絶望しても遅い！

			　ティーネはこれからも、俺の奴(ど)隷(れい)だ！　守りにも攻めにも使える、最強の奴隷。

			　俺は、若干、今の状況から解放されることを期待したか？

			　それはない。

			　白金貨をもらっても、そのあとが怖いだけだ。ローオット家の人間から闇討ちされるかもしれない。

			　だが今はティーネがいるから安心できる。

			　たとえ俺は恨まれても……――パフっ…。

			　

			　ん？

			　パフ？

			　今度は、視線の下に金色の髪があった。

			　ティーネが、俺の胸に顔を埋めているようだ。

			　なぜティーネだとわかったかというと、二つの豊かな膨らみが、お腹の部分でたゆんたゆんっと波動を描いていたから。
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			「ご、ご主人様……///」

			　弱々しい声で、ティーネが言った。

			　なんだ、これ以上は聞きたくないということか。

			　まぁ俺の意図は伝わっただろうし、これ以上は言わなくてもいいか。これから付き合っていくうえで、面倒はあまり生じさせたくないし。

			　なんて思っていると、お父様とやらの顔が視界から消えた。

			　後ろを振り返ると、お父様は仁王立ちになって満足そうに笑っている。

			「くっはっはっはっはっは！　なるほどなるほど、そうかそうか。フハハハハハっ！」

			　どうやら、納得してくれたらしい。

			　それにしても、想像以上に体がデカい。このお父様は明らかに戦闘タイプだ。

			　納得、か。

			　俺がティーネを譲らないこと――それを納得してもらったうえで、どう動くかだ。

			　いざ戦闘となったら、ティーネが動く。まぁ、おそらくそれは大丈夫だろう。

			「ボーン、二人だけで話をしたい」

			　お父様が俺のほうを向いて言った。

			「……はは、ご冗談を。ティーネはそばにいてもらいますよ、ずっと」

			　お父様と二人きりになったら、一方的にボコられるのが目に見えている。

			「安心したまえ。ずっと一緒にいることは構わないが、今は、男二人だけで話をしたいんだ。なにかあれば、ティーネも一秒とかからずそばにやって来れる。能力的にな」

			「まじで？」

			「はいっ。ボーン様がいるなら、地の果てまで！」

			　ティーネが俺の胸から顔を上げて、神がどこまで愛したんだ、ってくらいの笑顔を俺に向けてきた。

			　ま、眩しい……！

			　ともかく。

			　どうやら、ティーネは実力的に、呼べばすぐに来れるようだ。

			　ならば、問題はないだろう。

			「それなら、わかりました。二人だけでお話をしましょう」

			「ちょうど客室が空いていただろう。そこを使うとしよう。付いてきたまえ、ボーン」

			　そう言うと、お父様は勝手知ったるであろう家の中を進んで行った。

			　

			　向かった先は、客室っぽい部屋だった。貴族の家らしい優雅な間取り。

			　俺はお父様の対面の席に座った。

			「さて、ボーン。まずは名乗らなければいけないな。私はグランという。グラン・ローオット。それでは、君も名乗ってもらおうか」

			「名乗るもなにも、知っているでしょう。俺はボーンですよ」

			「ただの、か？」

			　お父様改めグランが問いたいのは、『家名はなんだ？』ということだろう。

			　平民には下の名前しかないが、貴族には家名がある。

			「ただの、ですよ」

			「嘘だな。立ち居振る舞いが違う。戦闘能力はないようだが、礼儀作法は心得ているようだな。さしずめ、どこかの貴族か文官といったところか」

			「……なるほど」

			　――癖。

			　こればかりは直さなくてもいいと思っていたが、マズってしまったか。

			　グランとしても、俺がどこかの国に属する貴族であれば問題だと考えているのだろう。

			　ローオット家の娘で、しかもＳランクの冒険者だ。

			　もし俺がどこぞの国の貴族であれば、王国が外交面でも不利になるということは、容易に考えられる。

			「没落した、程度に考えてもらえばと思いますよ」

			　ローオット家の人間なら、俺のことは知らないはずだ。

			　この人、頭は回るようだが、あくまでも武家だ。情報は入って来ていないはず。

			「……どこかで見たことが…。聞いたことがあるような気がするのだがな。まぁいいだろう。誰にでも、話せないことの一つや二つはあるものだ。それにさきほどは、ボーンの覚悟を見せてもらったしな」

			　ニヤリ、としたり顔でグランが俺の顔を見る。

			　覚悟？

			　ティーネを一生、俺のものにするってやつだろうか？

			　だって、そうすればティーネは、俺のことを守ってくれるだろうし。それに今、ここで白金貨を手に入れても、いろいろと問題が残りすぎるだろう。

			　まぁ、余計なことは言わない。藪蛇になっても困る。

			　なんかグランは勝手にわかってくれているようだから、その件に関しては放置しておこう。

			「それで、二人だけで話したいことってなんですか？」

			「ああ、いや。情けない話だよ」

			「情けない話？」

			「そうだ。……実はな、ティーネとリアの母は、娘らが若いころに亡くなってしまったんだ」

			　どうやら、グランは重い話を始めるようだ。

			　泣き落としで、ティーネを返してもらおうって算段だろうか。いや、そんなことをされても、絶対に返すわけがないんだが。

			「男手一つ、娘らをなんとか育ててきたつもりだ。しかし、ティーネは冒険者となり、しかも一瞬でＳランクにまでなってしまった。……こう見えても、私は戦場を数々渡り歩いてきた」

			　こう見えてもって、そういうふうにしか見えないんだけど。逆にどういうふうに見られていると思っているのだろうか？

			　大人しい引きこもりの貴族か？　それともただの好々爺か？

			　当然、そんなことで話を折ったりはしないが、なんとなくグランの言葉に引っかかってしまった。

			「私はあまりにも汚いものを見すぎたよ。だから、二人にはあまり戦場を経験して欲しくはないんだ。……だから計画した」

			「計画？」

			「そう。ティーネをいったんは奴(ど)隷(れい)にして冒険者をやめさせてから、どこか安定した貴族の家に嫁がせようとな。カジノで借金を作らせる。あいつは頭が悪いから、思うようにハマってくれたよ」

			　グランは不甲斐なさそうに、でもどこか策士風に、〝父親の心情〟と〝鬼の心情〟が混ざり合った顔をする。

			　これで得心がいった。

			「……だからカジノ側の歯切れも悪かったのか。情報が回るのも早いわけだ。……いやいや、父親なのに随分とヒドイ真似をするもんですね」

			「そう言ってくれるな。私も必死なのだ。しかし、こうしてティーネのそばにいてくれる者が見つかった、それだけで満足だ」

			　えっ!?

			　もしかしなくとも、ティーネのそばにいてくれる者って俺のことだよな？

			　俺はむしろティーネをガンガン戦場に出す気満々なんだけど。表情には出さないが、グランの言葉に軽く動揺してしまった。

			　まぁ、あれだろ。

			　そばに人がいるだけで違う的な、そんな話なんだろう。

			　グランもなにか思い出すような、遠くを見つめる目をしているし。

			　亡くなった奥さんのことでも考えているんだろうな。

			「それでは、私はもう行くとする」

			「んっ。行く？」

			　この言い方は……まるで、別の場所に向かうみたいだ。

			　違う部屋に移動するのではなく、もっと遠い場所に向かう、というような。

			　そういえば、ティーネやリアも「久しぶり」とか言っていたな。

			「私はちょっと遠い場所に住んでいてな。戦場に出る機会はあまりなくなっているが、鍛えなければいけないのでな」

			「そう……ですか」

			「うむ。ではさらばだ」

			　そう言ってグランは席から立ち上がり、扉を開けて悠々と去って行った。マジで、このことを話すためだけに二人っきりになったのか。

			　

			　俺は、というと。

			　ティーネと同じく腹が減ったから、廊下を歩いていた。

			　どこが飯を食う場所なのか知らないから、リアかティーネ、あるいはメイドや執事を見つけないといけないのだ。

			　と、ナイスタイミングでリアを発見した。

			「よう、リア」

			「ボーンさん。あれ、お父さまは？」

			　リアが周囲をキョロキョロと見ながら聞いてきた。

			　おかしいな。俺よりも先に、部屋を出て行ったはずなんだが。

			「さっき帰って行ったと思うが、もしかして挨拶していないのか？」

			「はぁ……。自由気ままな方ですからね。挨拶がなかったとしても、仕方ないと言えば仕方ないのかもしれません」

			　達(たつ)観(かん)した様子でリアが言った。

			　若いのに、しっかりしている。

			「あ、そういえばお食事がまだでしたよね。屋敷の案内もまだでしたし」

			「おう。ちょうど腹が減ったところなんだ」

			「ふふ、それでは案内しますね」

			　愛想よく笑い、リアは先を進んだ。今日はよく人の後をついて行く日だな。

			　

			「ここが食事をする部屋です。ボーンさんの分も、料理長に作らせておきましたよ。そして、そこの十字になっている廊下の右から三番目の部屋がお風呂場です。替えの服なども、不要かと思いましたが一応ご用意しました。ご自由にお使いください。今日のところはこれくらい案内しておけば大丈夫ですよね」

			「ああ、そんぐらいでいい。ありがとな」

			　なんとなく屋敷の地図が頭に入った俺は、リアに礼を述べた。

			「では、私はこれにて。ごゆるりとお過ごしくださいね」

			「ん」

			　そう言って、リアは来た道を戻って行った。

			　食事の部屋から良い匂いが漂ってくる。

			　けども、だ。

			　先に風呂に入っておきたい。

			　今日は一日いろいろとあった。

			　リーカネルに捨てられ、イノシシを解体し、カジノで一儲(もう)けして、Ｓランクの奴(ど)隷(れい)を買い取り、豪邸に来て一悶着を起こし、王国でもトップクラスのお偉いさんとお話し合い。

			　……我ながらすごいなって思うが。

			　そんなこんなで身も汚れているし、心もだいぶ疲れた。

			　風呂に入って一休みしてから、飯を食うとしよう。

			　

			　風呂場の扉を開けると、まず着替える場所があり、その奥にまた扉がある。奥から湯気が立ち込めていて良い匂いもする。

			　リアの言っていたように着替えもある。いざ、服を脱ぐ――――

			　ガラリ。

			　ん？

			　……ガラリ？

			「ごっ、ご主人様っ！！？？」

			　とりあえず上の服を脱いだところで、声のするほうを見る。

			　真っ裸。大きい。ツルツル。

			「……」

			　落ち着け、俺。落ち着くんだ、俺。

			　状況を整理しろ。

			　俺は風呂に入ろうとした。そして服を脱いだ。

			　その後に見たものはなんだ？　今、見ているものはなんだ？

			　湯気の向こうで、水滴が、魅惑的な四肢から零れ落ちている。

			　母乳を豊富に出しそうな乳房。日焼けとは無縁そうな白い肌。そんな肌にピタリと張り付いている、綺麗な金色の髪。

			　ほんのりと赤く火照っている、整った顔。

			　……風呂から出たばかりのティーネだった。

			　どうやら、風呂場でティーネと鉢合わせてしまったようだ。

			　時が止まった。

			　湯気はゆらゆらと、空気を読まずに動いてはいるが、明らかに時が止まっている。

			「い、い、いや！　私は隠しませんよ！」

			「隠せよ。いや、隠してもいいんだぞ」

			　おそらく、自分の中でも纏(まと)まり切っていない考えを、ティーネが俺にぶつけた。

			　ティーネは、やけくそとばかりに両手を挙げている。

			　その姿に、俺は両目を手で覆った。

			　すごい眼福だが、なんかこれは違うような気がするんだ。

			　もっとこう、物事にはシチュエーションとかが！　あるはずなんだ！

			「いやご主人様、もう見てください！　覚悟はしてたんです！」

			「覚悟は立派だが、俺が嫌なんだっ。風呂から出たんなら、俺は隅っこにいるから着替えてくれっ」

			　さすがに、動揺が顔に出ている。

			　俺はサササと足を器用に動かして、隅っこに行こうとした。

			　しかし、

			「私をメチャクチャにしてもいいんですよ!?　どうぞ！　むしろお願いです！」
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			　わー、と手を上げて俺のほうに突進してくるティーネ。

			　いや、見えてはいないが、近づいてきているのはなんとなくわかる。

			「バ、バカ！　やめろ！」

			　風呂場ではないが、水滴が地面に落ちていて、床は滑りやすくなっている。

			　慌ててた俺は滑って――。

			「ご主人様――！」

			　俺の顔に、たゆんっと柔らかくも弾力のあるものが触れた――のは姿勢がズレて、頭部が地面に叩きつけられる少し前だったとさ。

			　気絶したが、幸せな感情だったのは言うまでもないだろう。

		

	
		
			　

			屋敷から逃げよう

			　

			　次の日、目を覚ました。

			「……どこだ、ここ」

			　真っ白の綺麗な天井が、視界に入った。

			　横になっている場所も、ふかふかしていて柔らかい。あまりに気持ちが良くて、起き上がるのをためらってしまう。

			　ま、そうも言っていられないので、俺はゆっくりと上半身を起こして周囲を見渡す。

			　化粧用の台と鏡。太陽の光が差し込んでいる窓。

			「そして――」

			　自分が寝ていたベッドを触ってみる。ただ柔らかいだけではなく、シーツが手に馴染む。これは相当な高級品だ。

			　よく見ると天井だけではなく、壁も汚れが一切なく、白い。

			　ああ。

			　そういえば、昨晩はティーネとリアの家に泊まったんだっけか。

			　貴族の家だから、これほどに清潔感があり、そしてそこはかとない高級感が漂っていたんだな。

			　その時、コンコン、とドアがノックされた。

			　俺は、壁と同じく白いドアに向かって、「どうぞ」と言った。

			「おはようございます、ボーン様」

			「リアか。おはようさん」

			　部屋に入ってきたのは、リアだった。

			　髪がちゃんとロールツインテールになっているところを見ると、どうやら彼女は俺が起きるよりも早く目を覚ましていたようだ。

			「具合のほうは大丈夫ですか？　私の魔法で処置はしたので、問題ないと思うのですが」

			「ん？」

			　リアに言われて、頭に手を当てる。

			　そういえば、痛くもなんともない。

			　頭には、あの柔らかい感触しか蘇ってこない。ありがたいことだ。

			「大丈夫みたいだな。結構、派手に転んだと思うが、なかなかの腕だな」

			「そんなことないですよ。しかし、ご無事ならなによりです」

			　リアはどこか照れたように言う。

			　いや、一晩眠っていたとはいえ、あれだけぶつけておいて違和感がまったくないのは、治癒能力に関しては相当にすごい腕前を持っているのだろう。とくに、残っていて欲しい感覚はきちんと残っているし。

			　ここらは、さすがローオット家の者というべきか。

			「ティーネは？」

			「お姉さまはお食事をとっております。ですので、ボーン様もご一緒するようお迎えに伺ったのですが、いかがしますか？」

			「ああ、食べるよ」

			　思えば、昨日の昼から食事をとっていない。

			　朝はリーカネルと、依頼を受ける前のいつもの剣(けん)呑(のん)な食事をとったが……午前中には依頼を終え、そのまま依頼達成金をもらうためにギルドに直行したからな。

			「かしこまりました。ではお待ちしておりますね」

			　一礼してリアが退室した。

			　どうやら、用件は朝食の誘いだけだったらしい。場所は昨日のうちに教わっているし、直接向かうとしよう。

			　

			　俺は身支度をすると、朝食をとる部屋に向かった。

			　俺は、自分より頭三つ分ほど無駄に大きな扉をノックなしで開ける。

			　部屋の中には大きなテーブルがあり、その上には食べ物が入った食器が並んでいる。

			　扉から見て一番奥の席には、リアがいた。スプーンを使って、丁寧にスープを飲んでいる。

			　部屋の隅では、メイド服を着た女性が人形のようにじっと立っている。

			　そしてもう一人、リアと向かい合うようにして座っている人物が……。

			「んむっ！」

			　ティーネだ。

			　扉に近いほうの席で、骨付きの大きな肉を頬張っている。

			　と、思ったらすぐに肉を食器に投げ置いて立ち上がると、いきなり俺の目の前にやって来て土下座をした。

			「ごめんなさいっ！　ご主人様っ！」

			　なにがとは言わなくとも、わかる。

			　昨晩の風呂場の件だろう。

			「つ、つい興奮してしまって……怪我のほうはリアが治していたので大丈夫だとは思いますが……いかがですか？」

			「お姉さまは遅くまでずっと看病していたんですよ、ボーンさん。今は食事をするためにこの部屋に来ていましたが、ボーン様の目が覚めないようなら、いつまでも付きっきりになっていたと思います」

			　リアが付け足した。

			　なにがあっても、食事だけは欠かさないのか。いやまぁ、なんとなくそんな気はしていたが……。

			「なんともないさ。まぁこれからは反省して、もう二度とないよう頼む」

			「うぅ……ごめんなさい」

			　両手の人差し指をツンツンとさせながら、ティーネがしょんぼり顔をする。

			　リアが俺のほうを見た。

			「席はそこです。まだ温かいはずなので、お早めにどうぞ」

			「おう、ありがとさん。ティーネも食べとけ」

			「はいっ！」

			　リアが俺を案内してくれたのは、彼女たちの間の席だった。一人分の食事もちゃんと用意してある。

			　席に着いた俺は、まずパンを手に取った。と同時に、リアがスプーンを置いて、ナプキンで口元を拭いた。

			「ボーン様。少しお伺いしたいことがあるのですが」

			「ん、なんだよ」

			　俺はリアを見ながら、パンを千切って口に放り込んだ。

			　リアは、俺の無作法を見てもいやそうな顔ひとつせず続けた。

			「今後の予定です。今日はこれから、どうなさるのですか？」

			「これから、か」

			　俺はパンをもう一切れつまんでから、口に頬張る。パンを咀(そ)嚼(しやく)しながら考えた。

			「まぁ、まずはギルドで依頼を受けるよ」

			　もちろん、依頼を受けるのは俺じゃない。Ｓランク冒険者のティーネだ。

			　そしたら俺は、また眠るつもりだ。あのベッド、すごく気持ちいいし。

			　それでティーネが依頼を完遂してくれれば、この家に用はない。ちゃちゃっと出て行って適当な宿に泊まる。

			　それからは、ティーネとキャッキャウフフな奴(ど)隷(れい)＆ご主人様生活が始まるわけだ。

			「……依頼を受けて、それで？」

			　訝(いぶか)しげな顔でリアが俺に続きを促した。

			「それからは……まだ考えていない」

			　いや、考えている。

			　あはんうふんして、そして、ティーネが俺の子供を抱っこしている姿まで、しっかりと考えている。

			　だが、そのことをリアに伝えてはいけない。

			　もしも伝えようものなら、おそらく彼女は全身全霊で止めてくるだろう。姉想いの良い子なのだが、今の俺にとってそれがうっとうしい。

			「考えていない、ですか」

			　リアが小さな人差し指を、綺麗な曲線を描いている顎に当てる。

			　そして口を開いた。

			「ボーン様は、この家にずっと滞在なさるのですよね？」

			「ああ、もちろんだ」

			　いや、そんなわけがない。でも、本当のことはもちろん言わず、ペテン師並みに即興で嘘をつく。

			　バレるときはすでに、この屋敷を出ていったあとだから構わないだろう。

			「ならよかったです。私から申し上げることは、もうありません」

			　満足したような笑みを浮かべて、リアが再度スプーンを手に取ってスープを飲み始めた。俺もパンを千切って口に放り投げる。

			　ティーネが俺の奴(ど)隷(れい)でいる間、リアは俺を屋敷に住まわせるつもりだろう。そして、おそらくは、また貞操云々の話をするつもりだろう。

			　つまり、俺にはティーネという奴隷がいるのに、俺自身がリアの奴隷になってしまうということ。

			　それは、できる限り避けたい。

			　俺は自由に生きたいんだ。

			　ずっと寝ていられたらいいわけじゃない。

			　だがこの屋敷にいれば、自由なんて永遠に来ない。

			「んむむっ。もぐもぐ」

			　ティーネは再び、両手に肉を持って頬張っていた。バカも、ここまでくれば愛らしい。

			「ティーネ、俺は飯食ったら昼寝するから、なんか適当に依頼を受けてきてくれ」

			「りょふかいしまうた！（了解しました！）」

			　口の中を肉でいっぱいにしながら、敬礼するティーネ。

			　……まぁ、了解したならなにも言うまい。

			　それから俺はまた寝室に戻り、ティーネは依頼を受けるためにギルドへ向かった。

		

	
		
			　

			奴(ど)隷(れい)と一緒に黒竜（幼女）が来た

			　

			　太陽が、まだ真上で輝いている昼間。

			　ティーネが誰かを連れて、俺の部屋へと戻って来た。膝まで伸びている、艶やかな黒髪が特徴の幼女だ。

			「ふぁ……おかえりさん、ティーネ。依頼は終わったか？」

			「あっ、いや……その」

			　ティーネは俺の質問に言葉を濁しながら、黒髪の幼女をチラチラと見ている。

			　どうも、ティーネは状況を説明しようとしているらしいが、うまく言葉にできないようだ。それを見かねたように、黒髪の幼女が俺を見て口を開いた。

			「初めましてなのじゃ！　黒竜は妾(わらわ)なのじゃ！」

			　言っていることの意味がわからない……俺はそんな顔をしていたのだろうか？

			　黒髪の幼女は首を傾げて、すぐに間違いを理解したのか、言い直した。

			「あ、違ったのじゃ！　黒竜は妾なのじゃ！」

			　そう言うと、幼女は満面の笑みで頷いた。

			　――いや、どこか変化したか？

		

	
		
			[image: p068.jpg]
		

	
		
			　しいて言うなら、「初めまして」が「あ、違った」に変わったくらいだろうか。

			　言い直したかった部分がそこならば問題はないが、俺が気になっている部分はまったく違う。

			　あれだろうな。

			　言葉にしたいものを、頭の中で整理しきっていない状態で喋(しやべ)っているのだろう。

			　緊張しているのだろうか。

			「ご主人様。その、彼女はフィロと言って、その……」

			　フィロというのが、黒髪幼女の名前らしい。

			　当のフィロも、「おお、それじゃ！」と言いながら、ティーネを指さしている。なんだ、こいつ？

			　ティーネが言いにくそうに続けた。

			「彼女がその……退治依頼を受けた黒竜なんです」

			「ん？」

			　待て、どういうことだ？

			　ティーネが受けた依頼は黒竜の退治……か。

			「退治」は「討(とう)伐(ばつ)」ではないから、「捕(ほ)縛(ばく)」か「別の場所へ放流」でもいい。

			　ここまでは問題ない。

			　だが、どうして幼女なんだ？

			　黒竜なのだから、頑丈そうな鱗(うろこ)を持っていたり、鋭い瞳でこちらを睨みつけたりするものではないのだろうか？

			　そういえば、竜の中でも上位の竜は、他種族に化けることができるという。高位の魔法使いもいろんな生物に化けることができるし、おそらくそれだろう。

			「そうか。まぁ、わかった。それで、どうして黒竜が……」

			「フィロじゃ！」

			　幼女が俺の言葉を遮ってきた。

			「……黒竜が」

			「フィロなのじゃ！」

			　…………。

			「……」

			　俺の言葉に、いちいち言葉を被せてくる黒竜の幼女。

			　どうやら、呼び方が気に入らないらしい。

			　まぁいい。このままだと、話も進まないから仕方ない。ムキになるところではないな。

			「どうしてフィロが、ここにいるんだよ!?」

			　俺が名前を呼んだからか、フィロは満足そうに首を縦に振った。

			　続いて、ティーネが顎に手を当てて答えた。

			「どうやら竜同士で抗争が起こっているらしくて、フィロはこっちのほうに逃げてきたそうなんです」

			「抗争で逃げてきた、ね」

			「うむ。白竜どもが黒竜の峠を襲ってきたのでな、小さい妾は逃げろと言われて、ここまで来たのじゃ」

			　なにやら凄まじい経歴を持った幼女のようだ。

			　黒竜の峠……。

			〝竜峠〟と呼ばれる場所は、たしかに存在する。北東の森を進むとある黒峠のさらに先に、多色の竜たちが自身のナワバリを争っている竜峠がある。

			　そこは小国並みの大きさなのだが、どの国も、あえて開拓したり竜を追い出したりとは考えないほどに、恐ろしい場所だという。

			　冒険者ギルドでも、Ａランクから上の勇者しか入れないとか言っていたな。あれ、Ｓランクだけだったか。まぁ興味ないからいいや。

			　それで、その竜峠で白と黒が争っている。小さいフィロは危険だから逃がされたのか。

			　俺はふと、疑問に思った。

			「フィロ、おまえの他に付いてきたやつはいないのか？」

			「ほか？　ここに来たのは妾だけじゃが」

			「……外のほうが危険だとは思わなかったのか？」

			「妾は黒竜王の直系ゆえに、外部の軟弱な下等生物に後れをとったりはせんぞ！　……一人を除いては、じゃったが」

			　フィロがジトーっとティーネを見た。

			　どうやら、自分ひとりでも大丈夫だ、と思っていたフィロは、ティーネにあっさりと捕まったようだな。

			「まったく！　ティーネは強すぎるのじゃッ！　ほんとに人なのか怪(あや)しいのじゃ！」

			　フィロが腕を組んでプンプンと怒り出した。相当、自分の力に自信があったようだな。

			　いや、でもたしかにティーネは人外魔境に住まうＳランクの冒険者だから、それは仕方のないことなのだが。

			　ティーネはティーネで、「ふふんっ」と嬉しそうに鼻を伸ばしている。

			「んで、ティーネはどうしてフィロを連れて来たんだよ？」

			「元々は討(とう)伐(ばつ)しようかな、って思っていたんですけど、彼女が……」

			「匿(かくま)って欲しいのじゃ！」

			　ティーネが言う前に、フィロがきっぱりと言った。こいつ、人の言葉に自分の意見を被せるの、好きだな。まぁ。説明が省けるからいいんだけどさ。

			　そんで、匿って欲しいか。

			　黒竜と白竜の抗争。小さいながらも黒竜王の直系であるフィロは、危険な目に遭ってはいけないと逃がされたワケだ。

			　フィロとしては、ティーネがそばで守っていてくれれば安全、みたいに考えているのだろう。

			　バカだが、即席の考えとしてはまともだ。

			「なるほどな。まぁ、大体理解した」

			　俺はうんうんと頷いた。

			　俺の様子を見ながら、フィロは「わかったか！」と腰に手を当てて偉そうに言った。

			「よーくわかったよ。――ティーネ、その竜を始末しろ」

			「えぇぇぇ!?」

			　フィロは、目が飛び出そうなくらいに驚いた反応をした。

			「なにを驚く必要がある。おまえがいるだけで、白竜だかなんだかに襲われる危険があるんだぞ。それにティーネは依頼を受けたんだから、生かしておいて悪さをされても困る。だから大人しく、この地で眠れ」

			「黒竜王の直系たる妾になんたる非道！　無礼じゃ！」

			「あぁ？」

			　ピクッと額が動いた。これ、血管浮かんだな。

			　俺はティーネをちらっと見た。『やれ』という合図だった。ティーネもなんとなく察したのだろう、空に手を掲げた。

			　魔法でも使うのだろうか？　そういえば、ティーネが戦闘をするところは初めて見る。

			　だが、ティーネが戦闘をお披露目するよりも先に、その姿を見たフィロは涙目になった。

			「待つのじゃ！　話を聞いて欲しいのじゃ！」

			　俺の足に縋りつく幼女ことフィロ。

			　ここに来る前にティーネにイジメられたのだろうか？

			　もしかしたら、俺が白竜に襲われる可能性というデメリットがあっても、それに代わるメリットもあるようだ。

			「……はぁ。いいぞ、話してみろ」

			　竜たちは、古(いにしえ)より、聖剣や魔剣、一国を滅ぼすことができるほどの魔法アイテム、一生遊んで暮らしても足りないほどの金貨を保有しているって話も聞いたことがある。

			　フィロが口にするであろう言葉に、俺は少なからず期待をして――。

			「妾がそなたに惚れるかもしれんぞ！」

			　

			　――俺はティーネに、首を親指で斬る合図を出した。

			「冗談なのじゃ！　冗談なのじゃぁ！」

			　ティーネの殺気にビビり、俺の背後に隠れたフィロが泣き叫ぶ。

			　冗談ねぇ……。

			　微(み)塵(じん)の羞恥心も見せずに泣き叫ぶフィロに免じて、もう一度だけチャンスを与えることにした。

			　もはやヤル気満々のティーネを、手で制止する。

			「ティーネ。あと一回だけフィロにチャンスをやるぞ」

			「わかりました」

			　俺の言葉に、ティーネが手をおろした。

			　とりあえず、フィロはため息をついた。

			「まったく人の子よ、最初から大人しくすればよかったのじゃ」

			　俺は驚いた。

			　人生でこれほど驚いたことはないだろう。

			　なにに驚いたか。

			　まず一つは、フィロがさっきまで異様なくらい平伏していたのに、次の瞬間にはいけしゃあしゃあとクソ生意気なことを言ってきたこと。

			　そして二つ目。

			　俺はこの二つ目が、一番驚いた。

			　相手は少なくとも、見た感じは幼女だ。未成熟な幼女なのだ。にもかかわらず、俺はフルスイングしていた。幼女の顔面に。

			　フィロが顔面を凹ませて鼻から血を噴出させながら、「ブベバっ！」と、およそ人ならざる言葉を発しながら宙を舞った。

			　しかし、自分の手でやるのと命令を下すのとでは違うな。

			　心の片隅で罪悪感を覚えてしまった。

			　それも、一秒を数えるまでもなく霧散したが。

			　しかも心が、『よくやった！』と叫んでいる。

			「ご、ご主人様!?」

			　俺の突然の行動に、ティーネは驚いたようだ。

			「やるなら私がやります！　ご主人様が出るほどではありませんよ！」

			　……ティーネ、驚いてなかった。むしろ、めっちゃやりたそうにしている。

			　命令しておいてなんだが、なんでおまえは、そんなにやる気があるんだ？

			　どうしておまえには、戸惑いがないんだ？

			「むむむぅ……痛いのじゃ！」

			　凹んでいた顔や血を吹き出していた鼻はどこへやら。完全に回復した様子のフィロは、怒りをむき出しにした小さな顔を俺に向けた。

			「悪いな。まさか、俺も手が出るとは思わなかったんだ。けどフィロは竜なんだろ？　そんな傷、すぐ治るんだろ？」

			「そ、そうかの？　えへへ。まぁ、高貴なる妾であれば、この程度の傷を治すのには一秒といらないのじゃ！」

			「……そうか」

			　褒めているわけじゃないんだがな……。さすがの俺も、フィロのバカさ加減に戦(せん)慄(りつ)を覚えた。

			「じゃあそろそろ教えろよ。俺がフィロを庇うことで得られるメリットを」

			　一応は聞いておく。

			　フィロもさすがに懲りたのか、真面目に悩みながら答えた。

			「ふむ。一山の財宝であれば、王の直系である妾ならば簡単に動かすことができるのじゃ。それで手を打たぬか？」

			「一山の財、か」

			　本当にあるんだな、金銀財宝的なものが。

			　もしもフィロから聞いた通りならば、もしかしたら来るかもしれない、白竜たちからの襲撃に耐える必要性は、十分に生まれるだろう。

			「抗争をしているんだろ？　もしも黒竜が負けたら、その財宝も白竜が取っていくはずだ。そうなったら、俺の取り分がなくなってしまうんじゃないか？」

			「それは大丈夫じゃ！　抗争と言っても、数匹が死ぬ程度じゃからな！」

			　生物として上位にいる竜が数匹も死ぬのだから、人の俺にとっては、「程度」なんて言葉で片付けられないんじゃないかって思うが。

			　まぁ、俺には関係ないから別に良いんだけどさ。

			　てか、それくらいの抗争ならフィロが逃げてくる必要はないんじゃないか。

			　まぁ、フィロは王の直系とか言ってたし、それが本当なら、万が一にも殺されるわけにもいかないのだろう。

			「その抗争っていうのは、大体どれくらいの期間、行われるんだ？」

			「うーむ、そこらへんはマチマチじゃの。一日のもあれば、一か月続くのもある」

			　一日は、もう過ぎてしまっているだろう。

			　ギルドの依頼斡旋に関する内部の事情は知らないが、おそらく、フィロが人里付近に出現して一週間以上は経っているはずだ。

			　なら、抗争はかなり長引いていることになるんじゃないだろうか？

			　それこそ、フィロが言う一か月ほどは。

			「一か月か……」

			　それぐらいなら、別に構わない、か。

			　白竜とやらも、抗争が起こっているというだけで、人が溢れているこの地まで来るとは思えないしな。

			「わかった、いいだろう。ティーネ、依頼の件については、ギルド側に達成したと報告しとけ。フィロは、どっちにせよこちらの監視下になるんだからな」

			「わかりました！　では、フィロも私の護衛対象に加えますね！」

			「おう。護衛が必要かどうか知らんが、まぁいいだろう」

			　まだしばらくは、リアの家に厄介になってしまうが、それ以降は一山の財宝が手に入るはずだ。ティーネもいることだし、少し待てば人生、ウハウハだ。

			　すぐに出て行ってもいいが、安定した生活ができるだけの金も欲しいのだ。

			「それじゃ、まずはリアに説明しないとな」

			　匿(かくま)う、ということは屋敷にフィロを迎え入れる必要がある。食事も、寝る場所も、リアに頼まなければいけない。

			　すべて、屋敷の持ち主であるリアの同意が得られなければいけない。

			　まぁ、屋敷は大きいし、リアならあっさりと同意してくれるだろうけど。

		

	
		
			　

			フィロの部屋

			　

			　ティーネに案内されて、普段、リアがいるという部屋に入った。

			　事務的な場所、とでも言うのだろうか。教材などが並んでいる本棚に、回復魔法の練習用に必要なのだろう、数本のナイフや刀と生肉が並んでいる。あとは机と椅子。

			　おそらくここはリア本人の部屋ではないのだろう。

			　本を読んでいたリアに、俺はフィロのことを説明した。

			「なるほど、その方がフィロさん……」

			「おう。ちょっとした依頼のついでにな」

			「部屋は余っているので、ティーネお姉さまが良いというならしばらくここに泊めるのは構わないのですが、黒竜となると、国に申し上げたほうがよろしいかと思われます」

			　リアが、フィロに値踏みするような目線を送る。

			　国か……。

			　たしかに、ここは王国の心臓部に近い場所だ。

			　万が一でも白竜の軍勢が襲ってきたら、国としては一大事になってしまうのは、想像に難くない。

			「だがな、国に許可をもらうには時間が必要だろう。そもそも、許可が取れるかどうかわからない。王国にいる間は人の姿でいるように言っておくから、しばらくならいいだろう？」

			「ふむぅ……」

			　俺の頼みに、リアが困ったように頬を膨らませる。

			「大丈夫なのじゃ！　ここにいる間は静かにしておるのじゃ！」

			「ああ、もしも煩(うるさ)くなったらティーネに始末させるよ」

			「ひぅっ」

			　フィロが小さく悲鳴をあげて、ビクリと身を震わせる。

			　よほど懲りたのだろう。めちゃくちゃティーネのことを怖がっている。

			　そのティーネは、『安心して！』とばかりに拳を作って胸の前に出している。その姿に、フィロがまた軽く戦慄しているが。

			　むしろ、この屋敷にいてヤバイのはフィロなんじゃないだろうか。

			　こいつ、ティーネにトラウマできてないか？

			　もしかするとこいつは……Ｍなのか？

			「問題は残りますが、まぁ、白竜も抗争程度で人の領地に踏み込もうとは思わないでしょう。それでは、適当な部屋を見繕(つくろ)ってもらいましょうか」

			　リアが椅子から立ち上がる。

			「なにかご希望はありますか？」

			「とくにないのじゃ」

			「なら、庭とかでいいんじゃないか」

			「屋根とか壁とかあると嬉しいのじゃ！　竜の姿ならまだしも、人の姿のままで雨風に晒され続けるのはマズいのじゃ！」

			　俺の軽い冗談を真に受けて、フィロは涙目になって縋るように言ってくる。

			　人の姿でって、魔法のことはあまり詳しくないが、中の構造まで人と同じになるのか？

			　なかなか大変そうだ。

			「とくに希望がないのであれば、ボーン様と似たような部屋になると思いますが……」

			「ボーンの部屋と？　どのような部屋であったか、忘れてしまったのじゃ」

			「さっきまでいた部屋だよ」

			「おお！　ティーネが案内してくれた場所だの！」

			　フィロがぽんっと手を叩く。しかし、次第に顔が暗くなっていく。

			「……どんな部屋じゃったかの？」

			「おいおい、ついさっきのことだろ」

			「あまり気にしていなかったでな」

			「じゃあもう一度、見に行きましょうか」

			　リアが俺たちの会話に入ってきた。

			「私はその辺を散歩してきますね！」

			「おう。気を付けてな……って、いらん心配か」

			「ふっふー、おまかせください！」

			　俺の言葉に、ティーネが誇らしげに胸を張った。

			　ふるんっと、雨に滴る果実のように揺れる。

			　ただでさえ胸が強調されているというのに、手を出せない今の状況は、猛毒よりさらに上をいっているな。

			　すぐに、俺の前からいなくなってくれたのは幸いだったが。

			　

			　結局、フィロは俺のと似たような部屋で構わないということになり、今回の件はいったん落ち着いた。

			　あとは一か月ほど待つだけ――のはずだったんだが。

		

	
		
			　

			来訪者のようだ

			　

			　俺たちは、リアの屋敷の、緑や花が豊かな庭でティータイムを楽しんでいた。たまには、部屋の中で寝転がるのではなく、ひなたぼっこをしながら安らぎを得るのも重要だ。

			　フィロとリアは、花を眺めて楽しんでいる。俺とティーネはお茶を飲んでいた。

			　さっきまで唇に当てていた花模様のカップを、受け皿に戻す。俺のそんな姿を見て、ティーネが少し意外そうな顔をした。

			「ご主人様って、意外と礼儀正しかったりしますよね」

			「ん、どういう意味だよ」

			「なんというか、こう、平民は杜(ず)撰(さん)なイメージがあるんです。ご主人様は、どこか貴族っぽいなって」

			「平民、ね」

			　俺はティーネが言った言葉を繰り返した。

			　とくに意味なんてないのだが、ティーネはなにかを勘違いしたのか、慌てた様子で言った。

			「あっ。ご主人様をバカにしたわけじゃないんです！　ただ、貴族みたいで、違和感を覚えるなーって思って」

			　ティーネは首を左右に振って、黄金色の髪を揺らしながら慌てて補足をした。

			「別に、平民だろうが貴族だろうが、気にする必要はない。礼儀がいい平民なんて、探せばどこにでもいるだろ」

			「そっ、そうですよね！」

			　あはは、と、流すように笑うティーネ。

			　焦っているせいで、彼女は俺がちゃんとした返事をしていないことに気が付いていないようだった。

			　俺はまたカップを口に運んだ。そのとき――。

			「誰かいませんかー」

			　という声が、玄関のほうから響いてきた。

			　すかさずにリアが、「はーい！」と返事をして走って行く。

			「誰でしょうか？　聞いたことのない声です」

			「おまえが聞いたことないなら俺もないよ。ってか変だな」

			「変、ですか？」

			　ティーネが小首を傾げながら聞いてきた。

			　俺は、リアがいなくなっても一人で花を愛でているフィロの姿を見ながら、ティーネに答えた。

			「いや、この屋敷って、チャイムが付いているだろ。なんでわざわざ、大声を出して呼んだんだ？」

			「チャイムに気が付かなかったのではないですか？」

			「それはないだろう。玄関は大きいが、チャイムは目立つところにある。そもそも、誰かの家を訪れるときは、普通、チャイムを鳴らすだろ」

			　俺はそう答えながら、フィロを見ていた。

			　フィロが赤い花に手を伸ばす。

			　――なにか、イヤな予感がした。

			　俺はそっとフィロを呼ぶ。

			「おい、フィロ！　こっちに来い！」

			「んっ。どうしたのじゃ？」

			「いいから来い！」

			　フィロは俺のほうに近づいてきた。不思議そうな顔をしている。

			　俺はティーネのほうを見た。ティーネも同じく、奇妙そうな表情で俺を見ていた。

			　構うことなく、俺は続けた。

			「ティーネ。姿を消す魔法はないか？」

			「姿を消す、ですか？　それはないですけど、存在感を認識させなくすることができる魔法ならば」

			「それでいい。それをフィロにかけろ」

			　説明している時間はない。

			　ティーネは、なにやら重大な事態が迫っていると察したのか、頷くと、フィロに手を向けて魔法を唱えた。

			「なんじゃ、なんじゃ。どうしたのじゃ」

			　フィロが困惑気味の声で――あれ。

			「どこだ、フィロ。声は聞こえるのに姿が見えない……」

			「ここじゃ。どこを見ておる。妾は今、竜の状態ではないから、そんな空高くにはおらんぞ。こっちじゃこっち」

			　俺が四方を見ながらフィロを探していると、足をポンポンと叩かれた。ようやくそれで、フィロの姿を認識することができた。

			　俺の膝に手を置いている、黒髪ロングの幼女。

			「……どういうことだ」

			「私がかけた、存在を認識させなくする魔法の効果です。へへへ、どうですか！」

			　腕を組んで、ただでさえ大きな胸を持ち上げるティーネ。

			　俺はそんな彼女を素直に褒めた。

			「なんというか、すごいな。こんな近くにいてもまったく気が付かなかった」

			　だが、どうやら、感心している時間はないようだった。

			「ッ。なんじゃ、これは」

			　フィロがなにかを感じたのか、屋敷の玄関のほうに視線を向けていた。

			　どうやら、俺の嫌な予感が的中したらしい。

			「フィロ。おまえはこのまま存在を消せ。これなら、ティーネの魔法でバレないはずだ」

			「わっ、わかったのじゃ」

			　なにを感じたのかわからないが、フィロの脅威になるもので間違いないだろう。

			　俺も、フィロになにか危機が迫っていると予感した。

			　そして、リアが来る。――白いフードを目深く被った二人の人間とともに。

			「誰だ、おまえら」

			　普段は俺から客人に話しかけることはないのだが、今回ばかりは特別だ。屋敷の主のような態度で喋(しやべ)る。

			　警戒しながら、俺は座ったまま彼らを出迎えた。

			「失礼。私たちは気になることがあり、お邪魔させていただいています」

			「気になること？」

			　女の声だ。しかし、あまりに無機質で人かどうかすら疑わしくなる。

		

	
		
			[image: p089.jpg]
		

	
		
			　リアは、首を左右に振った。どうやら、彼女も事情を把握していないらしい。

			　それなのにここまで連れて来るのは、少々無警戒な気もするが……。

			　まぁ、Ｓランク冒険者のティーネがいるから、問題ないということか。竜であるフィロもいるしな。

			「ええ。実は私たちが追う者が、この近くに潜伏しているとの情報でして」

			「潜伏している情報、ね。それはどこの情報だ？」

			「えっ、ど、どこの？」

			　俺の問いに、自信満々だった白ローブの女が慌てて聞き返した。

			　聞き返されても、俺には答えようがない。黙って女の返事を待つ。

			　白ローブの女は、挙動不審な動きをしながら答えた。

			「どこのって……鼻、です……」

			「鼻？」

			　なにかの隠語だろうか。

			　情報源は秘(ひ)匿(とく)する必要があると、そういうわけか？　となると、情報源は国か大々的な組織である可能性があるな。

			　白いローブを被っているから、巨大な組織であるほうが可能性としては高い。

			「まぁいい。深くは詮索しないさ。それで、なにがここらに潜伏している可能性があるんだよ」

			「黒竜です」

			　この質問には、あっさりと答えた。

			　フィロのことか。

			　それはそうだろうな。なんとなく、予想はできていた。

			　黒竜一匹でも国に紛れ込んでいたら、大変な騒ぎだ。

			　国の騎士団も、もしも黒竜がいるとなると、血眼になってでも探し出して捕縛するだろう。

			　しかも、国民に事情を悟らせないよう隠密に動く必要がある。だから、フードを被る必要が生まれてくる。

			　もし動いているのが裏組織の場合でも、捕縛して戦力にしたいと考えるはずだ。国や周囲にバレないため、ローブを被るのは当たり前か。

			　しかし、素直にフィロを渡すわけにもいかない。

			　一応だが、匿(かくま)う約束をしている。そもそも、財宝をいただくまでは、誰にも渡せない。

			　だから、俺はとぼけることにした。

			「黒竜ねぇ。この屋敷に入れるほどの黒竜ってことは、さぞや小さいんだろうな？」

			　屋敷は小さくない。

			　だが内部の部屋はそれほど大きくなく、竜が入れるほどの部屋はないはずだ。

			　すべてを見てきたわけじゃないから、確かなことは言えないが。

			「い、いえ！　大きさで言えば、王系なので竜の中でも一番に大きい……はずです。そう、たぶん。……最後に会ったときから成長していれば」

			　最後に会ったときから？

			　どういうことだろうか？　さらに尻尾を出さないか、聞いてみる。

			「へー。ってことは、この屋敷にいないんじゃないか？」

			「いえ。高位の生物である竜は、他種族に姿を変えることができますので、潜伏することが可能です！」

			　答えられるときだけハッキリと。しかし、答えにくい質問には戸惑いながら。そのリアクションは、どこか子供のようだ。

			　国や大それた組織の諜(ちよう)報(ほう)員が、子供みたいな受け答え？

			　体格的には、白いフードの中身は明らかに大人なのだが、どこか違和感を覚えてしまう。

			　普通ならば、「じゃあ事情も理解できたし、後はご自由に探しな」と余裕で対応するのだが、どうも腑に落ちない。

			　もう少し、踏み込んでみるか。

			「大体理解したよ。それで、その黒竜になんの用があるの？」

			「捕縛するのがもっとも良いのですが、殺害しても問題ないとのことです」

			　俺の膝に置かれているフィロの手が、ビクッと震えた。

			　おいおい……、黒竜ともあろうものが、なにをビビってんだよ。

			　ティーネの魔法はどれだけ効果があるのかわからないが、余計な存在感を出してもらっても困る。

			　俺はフィロの手の上に自分の手を重ねた。余計なことはするなよ、と念じながら。

			　もちろん、外見上は膝に手を置いているだけだ。白いフードに余計なことを勘ぐられても面倒だし。

			　フィロはまたピクリと小さな手を震わせたが、動揺は収まったようだった。

			　表情はわからないが、落ち着きは取り戻したはずだ。

			「殺害ね。黒竜相手にそこまで大胆なことをしても構わないのか？」

			「えっ。問題あるんですか？」

			「えっ。問題ないの？」

			「えっ」

			「えっ」

			　俺と白ローブの時間が一瞬だけ止まった。

			　……えーと。

			「種族からの報復があるから、国内の権限を持つ上位団体、王国でいえば貴族やら王族やらの同意が必要なはずだ。それくらい危険なことだと思うんだが」

			　俺は元々、この国の出身ではない。

			　そのため、王国の事情には疎(うと)かったりする。だからすべて俺の考えが正しいというわけではないが、それにしても白ローブたちは情勢に無頓着だ。

			「それは、その……」

			　白ローブが額に汗を浮かべた。

			　相変わらず目は見えないままだが、目が泳いでいる姿が目に浮かぶ。

			「姫」

			　もう一人の、男の声の白ローブが、女のほうに言った。

			「臭いません。つまり、もうここにはいないかと」

			「ならどこに……」

			「一度、里に戻りましょう。それからまた」

			　思いっきり聞こえる声で話し出す二人。――いや、二匹。

			　姫と呼ばれたほうは、しぶしぶと言った様子で俺のほうを見てお辞儀をした。

			「すみません。勘違いのようでした。別のところを探すことにします」

			　そう言うと、二匹は、さっき通って来た道を戻って行った。

			　

			　二匹の気配が完全に消えたのを確認してから、俺はティーネのほうを見て口を開く。

			「もう魔法を解いてくれ。大丈夫そうだ」

			「そうみたいですね。わかりました」

			　俺の膝に手を置いたまま微動だにしないフィロへ、ティーネが手を向けて魔法を放った。

			「フィロさん、そんなところにいたんですね」

			　リアが驚いたように言う。

			　そういえば、彼女にはフィロにかけた魔法についてなにも言っていなかったな。気を使って黙ってくれていたようだ。

			「ああ、ちょっと嫌な予感がしたからティーネに魔法をかけてもらっていた。……嫌な予感は的中したみたいだが」

			「嫌な予感というと、さっきの方たちですか？」

			　リアが白フードの去って行ったほうを見ながら、俺に言う。

			「ああ、あいつらは白竜だろう」

			　もしかしたら国の機関か裏組織かも、とも考えたが、それではあまりにも手順が不慣れだったり、言い訳が苦しかったりした。

			　消去法で言えば、残りの可能性は白竜しかない。

			　俺の言葉に、リアが驚いた様子で言う。

			「で、でもボーンさん。人の姿をしていましたよ？」

			「あいつら自身で言ってただろ。人の姿に化けることができるって。フィロ自身も、そうだしな」

			　でも、と俺は続ける。

			「気になるんだよな。どうして白竜たちがここに来たのか。フィロは単なる抗争だと言っていた。だから俺もまさか、屋敷にまでは来ないだろうと、一山の財宝で白竜から身を守ってやるって言ってたんだが……」

			　来ないであろう脅威から守るだけ。ギルドからの依頼を延長するだけ。これだけで一山の財宝。ローリスク・ハイリターンだ。

			　だが、白竜たちがここにまで来るとなると、話は変わってくる。数にもよるが、ティーネやフィロだけで対処するには、少々無理があるかもしれない。

			　安請け合いをしてしまったか？

			「おい、フィロ……おい？」

			　ぽけーっと、俺の手と重なり合っている自分の手を見つめるフィロ。

			　呆然としているのか。俺の言葉に気づいていない。

			「おい」

			「！　な、なんじゃ!?　べ、別に急に優しくされたからって、惚れるはずがないのじゃ！」

			　フィロがバッと手を離して後(あと)退(ずさ)りをする。

			　テーブルの脚に体がぶつかってもなお、後退ろうとしている。

			「……なんの話をしている？」

			「はっ！」

			　一応、緊急事態のつもりなんだが、本人は関係のないことを考えていたようだ。

			「話は聞いてたか？」

			「う、うむ。もちろんじゃ。全部聞いておった」

			　目を左上に向けて、フィロが必死に俺と白ローブとの会話を思い出そうとしている。

			　自分のことだというのに、随分と刹那的に生きているな……。

			　まぁ最悪の場合、この黒竜幼女をどこかにブチ退けてギルドの依頼だけを達成し、この屋敷から抜け出せばいい。

			　それだけの金は手に入るだろう。

			「そんで、抗争ってのは、数匹死ぬくらいなんだろ？　わざわざ人の領地にまでフィロを殺しに来るのか？」

			「……んーむ。ない、とは言い切れないのじゃ。しかし、やはりよほどのことがあったと思うのじゃが」

			　腕を組んで、眉間に皺(しわ)を寄せるフィロ。

			　深く考える幼女の姿はどうも似合わない。

			「あれか。黒竜が白竜の重要なやつを人……竜質にしたとか、か？」

			　俺のいろいろと省略された言葉に、首を傾げるフィロ。

			　言いたいことを理解したリアが、人差し指を立てて説明する。

			「戦争ではよくある話ですね。重要人物を人質にとられて戦況が不利になってしまう。場合によっては、一つの戦争に負けることさえあります。そして、それの対抗手段の一つとして、相手側の重要人物を人質に取って対抗する。と」

			　おお～、なるほどなのじゃ！　と、手を叩きながら納得するフィロ。そんな彼女を見ながら俺は言った。

			「もしもそうなら、フィロ、おまえレベルの白竜を、黒竜側が竜質に取ったことになるんだが」

			「むっ？」

			　フィロは、俺の言葉にいまいち同意をしかねるようだ。納得がいかないのだろう。

			　竜は高い品格を持っている。それは、バカなフィロからでさえも、多少なりとも感じられるものだ。だから――。

			「気高き竜は、そんなことをするはずがないのじゃ！」

			　フィロから予想通りの答えが返ってきた。

			　しかも胸を張って、堂々と。

			「だよな。俺もそれを考えていた。なら白竜たちがピンチになって、黒竜のおまえを竜質に取りに来たのか？」

			「それもないと思うのじゃ。あやつらも曲がりなりにも竜であるゆえ、そのようなことはしないはずじゃ」

			　どうやら、フィロは白竜のことを多少なりとも認めているようだ。

			　なおさらわからない。

			　どうして白竜たちが、人の領地にあるこの家に来たのか？

			　さらには、どうして殺害をしてもいいと言い切るほどの敵意を剥き出しにしているのか？

			「行ってみる、か。竜峠に」

			　危険は回避したい。

			　しかし、こうなった以上は、なにかが起こる前にこちらから面倒を解消しておくべきか。

			　白竜たちも匂いを頼りにこの屋敷まで来たようだ。このまま事態が過激化する一方なら、面倒ごとに巻き込まれるのは必然だ。

			　しかも、フィロが言っていた財宝も、すぐに俺の物になるかもしれない。

			「わかりました、ご主人様！」

			「了解なのじゃ！」

			　俺の言葉に、ティーネが敬礼しながら了承する。

			　フィロも、ティーネをマネて敬礼をした。

			　どうやら、とくに反対することもないようだ。

			「私は家の用事がありますので行くことはできません。お気をつけて」

			　と笑みを浮かべてから、リアは屋敷のほうに戻って行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はティーネ、フィロと一緒に竜峠に向かった。

			　もちろん目的は、黒竜たちに事情を聞きに行くことだ。

			　ちなみに、俺たちは地面を歩いているのではなく、座っていた。ティーネは立っているが、足を動かしてはいない。

			「ちょい寒いな。もう少し暖かくできないのか？」

			「なんだか不安定ですね。小さいせいでしょうか？」

			　俺とティーネは、それぞれ不満を述べた。

			　フィロは、いつもの幼女姿とは違う、黒竜の姿で苛立ちを口にした。

			「乗っておいてそれはないのじゃ！　そもそも、竜になれと言ったのはボーンじゃっ！　黒竜王の直系である妾の背に乗って、そんなことを言うやつは初めてじゃ！　いや、そもそも背になにかを乗せたこと自体、ないのじゃが……」

			　俺たちは、フィロの背中に乗って移動していた。

			　これがもっとも安全、かつ迅速な移動方法だ。

			　道中、襲われる心配がないうえに、スピードも速い。ただ座っているだけで目的地に着く、便利な足だ。

			　だが、思いのほか、乗り心地はよくなかった。

			　ティーネの言う通り不安定だし、なんだか幅も狭くて心もとない。

			　体に直接あたる風のせいで感じる寒さも、原因の一つだろうか。

			　かつて見たことのあった普通の竜ですら、フィロの倍以上の大きさはあった。

			　ただその分、鱗はしなやかで座り心地は申し分ない。

			「やれやれ。暖房機能の一つでも付いていれば、文句を垂れることなんて二つくらいしかなかったんだがな」

			「無茶言わないで欲しいのじゃ！　というか、まだ二つもあるのかのっ！」

			　人である俺から見たら、十分な巨体をブンブンと揺らして文句を言うフィロ。おかげで、さらに不安定になる。

			　と、俺の隣でバチバチと雷が鳴る音がする。どうやら、額に血管を浮かべたティーネが魔法を使っているようだ。

			「安定させなさい。ご主人様が万が一でも落ちたら、どうするの？」

			「か、かしこまりましたなのじゃっ！」

			　ティーネの怒りを敏感に感じ取ったのか、慌てたフィロが翼をバサバサと調整する。

			　いや、俺は座っているから、別に落ちたりしないんだがな。むしろ危ないのは、立っているティーネのほうじゃないだろうか？

			　風がすごいし、もし俺が立っていたら、即行でバランスを崩しているだろう。ティーネ、すごいバランス能力だ。

			　そもそも、ティーネってこんな忠実だったっけ？　まるで、騎士に守られているような気分だ。

			　ティーネとリアの父親に会ってから、妙に親し気になった気もするな……謎だな。

			　

			　そうこうしているうちに、竜峠が見えてきた。

			　目の前には無数の巨大な山々があり、一様にボコボコと大きな穴が開いている。

			　竜には、全部で七つの色があるらしいが、それぞれ穴倉に籠(こも)っているせいか、特に鮮やかな色は見えてこない。

			　代わりに、木の葉が綺麗な緑色を見せている。

			「あれが竜峠じゃ！」

			　フィロが得意げに説明する。

			「ほー。初めて見るが、なかなか大きいな」

			「私は数か月……いえ、一年ぶりでしょうか。以前、黄竜の討(とう)伐(ばつ)で来たことがあります」

			　竜峠の大きさに僅かながら圧巻されている俺とは対照的に、ティーネがとくになんの反応も見せずにそう言った。

			「黄竜……かの？」

			「ええ。あ、黒竜ではないわよ？」

			　自分の仲間である黒竜が狩られたのかと、フィロが危(き)惧(ぐ)していることに気づいたのだろう。ティーネが安心させるように言った。

			　フィロは首を横に振った。

			「いや、少し前に、黄竜が人によって悲惨な状態に陥ったことがあったと聞いたのじゃが、それはティーネの仕業だったのじゃなーっと」

			「ああ、それなら私だと思う。黄竜が罠を張って、近隣の村や街を潰そうとしていたから、賞金がグングンと上がっていたの。黄竜はそれほど強くなかったし、美味しい依頼だったわ」

			「……たしかに黄竜は知恵が回る以外は、竜の中でも低ランクだが、人の身であれほど悲惨な状態にできるものなのじゃな」

			　フィロの硬い鱗がプルプルと震えた。どうやら、人でいう身震いをしたらしい。

			　それほどにビビる悲惨な状態って、どれほどなんだろうか？

			　ちょっと興味が出てきた。同時に、人相手に罠を張る狡猾さを持つ黄竜にも、興味が生まれた。

			　しかし、竜が住む山々はもう間近に迫っていた。

			　無駄話はここまでだ。

			「あの三つの山が、黒竜が住まう場所じゃ。真ん中が黒竜王の直系と側近のみが住まうことを許された場所。妾は顔を知られているゆえ、直接、あそこに行くのじゃ」

			　フィロがそう説明する。

			　たしかに、巨大な山が三つ固まってそびえ立っている場所がある。真ん中の山は、一際大きい。

			　俺たちの存在を認識したのだろう、数匹の竜が山のほうから飛んできたが、フィロの姿を見てまた穴倉に戻って行った。

			　なるほど、どうやら本当に顔パスのようだ。楽でいい。

			「おう、なるべく速くな」

			「それと安定的にね」

			　俺とティーネが順番に注文をつけた。フィロは首をガクッと落とした。

			「ほんと、妾にそんな態度をとるのは、お主らだけじゃ……」

			　

			　中央の山で俺とフィロを出迎えたのは、一匹の大きな黒竜と、さらに背後に立っている六匹の黒竜たち。

			　俺とティーネは、フィロの背中から降りた。

			「よく帰って来たな！　フィロ！」

			「ただいまなのじゃ、父上」

			　どうやら巨大なのが黒竜王らしい。つまりは、フィロの父親になるか。

			　声色からして、フィロの帰宅を歓迎しているのだろう。しかし、黒竜王は続いて俺たちのほうを見ると首を傾げた。

			「だが、少々早すぎではないか。これでは、白竜との抗争に巻き込んでしまうかもしれないぞ。それになんだ、餌など連れてきて。そのような装飾品を付けた小さき物どもを食うほど、食事には困っておらんぞ」

			「あ？」

			　俺の血管が揺れ動く。横を見ると、魔法を発動しようとしているのだろう、ティーネの右手が上がりかけていた。

			　そんな俺たちを見たフィロが、あたふたする。

			「え、餌ではないのじゃ！　こやつらはボーンとティーネと言い、妾を匿(かくま)ってくれていたやつらじゃ！」

			「匿(かくま)っていた？　フィロを？」

			　訝しげに俺とティーネを交互に見る黒竜王。その目には、疑いしかない。

			「はっはっは！　いくらフィロが黒竜の中で一番賢いといっても、さすがにそのような冗談は通じんよ！」

			　大笑いした黒竜王につられるように、背後の六匹も笑った。どうやら、彼らの笑いのツボにでもハマったらしい。

			　侮(ぶ)辱(じよく)するような態度にカチンときたが、それよりも、俺は驚(きよう)愕(がく)の事実に気づいてしまった。

			　フィロが……。

			　黒竜の中で……。

			　一番賢い……？

			　うそだろ!?

			　竜といえば、言葉を理解することができるうえに、貴族のように高い品格を持つ種族だ。知能だけでも、魔物の中で上位に入るほどに。

			　そんなことを考えていた俺は、つい、本音を漏らしてしまった。

			「おまえらってバカなの？」

			「き、貴様……今なんと言った……？」

			　俺の言葉に、瞬時に反応をした黒竜王。どうやら、怒らせてしまったようだ。

			　彼だけじゃない。背後にいる六匹の黒竜たちも、俺の言葉に腹を立てているみたいだ。

			「人よ、随分と我々を甘く見たことを言うのだな？　たった一言とて、生物の中でも上位に位置する我々に対して失言をすれば、万死に値することを知っておるのか？」

			「知るわけないだろ」

			　怒らせてしまったのならば仕方がない。黒竜王は、さらに頬を釣り上げてぴくぴくとさせる。

			「おいおい。どんどん愉快な顔になっているぞ。元が面白いのに。笑ってしまいそうだ」

			　俺の挑発に、ついに黒竜王と六匹が雄たけびを上げた。

			　それと同時に、ティーネが右手から雷を放った。

			　その雷は剣の形となり、バチバチと放電をしている。

			「雷(らい)剣(けん)」

			　ポツリとティーネが口にした。放電する雷の剣を持ちながら、目にも留まらない速さで駆けるティーネ。

			　フィロは、「あちゃー」と言いながら、竜の姿のまま器用に額を手でおさえた。

			　俺は思わず、心の中で呟いた。

			（ドンマイ、ドラゴン。相手が悪かったな）

			　自分のほうから喧(けん)嘩(か)を売っておき、さらに虎の威を借りるキツネになっておきながら、ドラゴンが可哀想に思えてきた。

			　

			「「「す、すみませんでしたー！」」」

			　ティーネの振るった猛威に、そろって懺(ざん)悔(げ)の言葉を並べる竜たち。黒竜王なんて、両手で顔を隠して身を丸めて震えている。

			　たった数秒の出来事だったが、黒竜たちはティーネに武力で圧倒された。

			　雷光を消したティーネが、俺の背後に回る。ひと仕事を終えたあとだというのに、一滴の汗も流さず、疲れた様子も見せていない。

			「ティーネ。おまえ、マジで強いんだな」

			「そうですか？　えへへ。ありがとうございます。お役に立てたようで嬉しいです」

			　俺の誉め言葉を、噛み締めるように頷くティーネ。

			　ティーネが黒竜王たちをフルボッコにしている間に、黒髪の幼女に変身したフィロは、俺の背中からひょこっと顔を出し、哀れそうに父親の姿を見つめた。

			「なんじゃ。もう少しは持つと思ったのじゃがの」

			「フィロ!?　いつの間に人の姿に……いや、おまえは実の父が倒されたにもかかわらず、ひどい言い草ではないか!?」

			　たしかに、こればかりは、黒竜王に同意せざるを得なかった。

			「フィロ。おまえも本来は、黒竜側に入るべきじゃないか？」

			「なんでじゃ？」

			　俺の問いに、フィロが不思議そうな顔で首を傾けた。フィロの純粋な疑問に、俺は言葉を失った。

			「いや。やっぱいいわ」

			　フィロは以前、実際にティーネの暴虐を経験している。ティーネの実力は、身に染みてわかっているはずだ。

			　だから、フィロの態度は仕方のないことだろう。俺もフィロの立場だったら、同じ行動をとるだろうし。

			　意外とドライだが。

			　俺はそうやって自分を納得させたのだが、どうやら黒竜王は納得がいかないようだった。

			　ガバッと起き上がると、雄たけびを挙げる。

			「なんだその態度は！　まるで黄竜のように卑怯ではないか！　その腐った性根を――！」

			　黒竜王が唾を撒き散らしながら、フィロのほうへ突進していった。

			　フィロの前には俺が立っている。だから、当然のように唾が飛ぶ。黒竜王の臭い息も、顔にかかる。

			　腹から、熱いものがこみ上げてきた。

			　俺は怒りを剥き出しにした黒竜王に向かって、静かに言った。

			「おまえらが負けるのが悪いんだろ」

			「そうですね！　勝者にかしずくのは当然ですね！　問題があるのは弱い我らでした！」

			　品格ある姿は、どこへやら。

			　俺の前で、翼を地面に付けてうやうやしく座る黒竜王。他の竜たちもそれに続いた。

			　そして、黒竜王が竜たちを代表して俺に申し出た。

			「ところでご両名は、一体この地へなんの目的で来られたのでしょうか？」

			　俺はフィロをチラっと見た。そうだ、白竜たちがティーネの屋敷に来たことが、ここに来たきっかけだったんだ。

			　しかし、フィロはなにを勘違いしたのか、俺と視線が合うと頬を染めて、プイっとそっぽを向いて小さく言った。

			「……庇ってくれてありがとうなのじゃ」

			　唾が顔にかかるのと、臭い息を放たれるのが嫌だったから、俺は黒竜王を止めたのだが、どうやらフィロを庇ったと勘違いされたらしい。

			　しかし、目の前には、フィロよりも先に事情を説明しなければならないやつがいる。

			　俺は「ああ」とだけ答えて、黒竜王のほうを見た。

			「実は少し前に、白竜が来たんだ。それも人の領地に、だ」

			「白竜が？　人の領地にまで？」

			　俺の考えていた通り、やはり白竜が人の領地にまで来るのは異質なようだった。

			「そうだ。人の格好をしていたが、明らかに白竜だった。どうやら、フィロを探していたようだったんだが」

			「ふむ。そういえば白竜たちが最近になって過激に攻めてきおるが、なにか関係があるのであろうか？」

			「おまえらが白竜たちに、なにかしたんじゃないのか？」

			「我らが？」

			　黒竜王が、背後にいる六匹の竜を見た。すると、そのうちの一匹が、顔を左右に振りながら答えた。

			「我らはとくになにもしておりません。やつらが勝手に暴れておるだけです」

			「だ、そうだが」

			　ふむ……。

			　ここら辺のことは、フィロの言う通りだ。

			　じゃあ、どうして白竜たちはフィロを探していたのだろうか？

			　もしかすると、竜質を取るためじゃなかったのか？

			　いや、だが……。

			「はぁ……。もう帰ろうかな」

			　考えることを放棄したくなった俺は、ぽつりとそんなことを漏らした。

			「ちょっ……ちょっと待つのじゃっ！　もう少しだけ、協力して欲しいのじゃ！」

			　俺の態度に、フィロがシドロモドロで慌てだした。

			「いやだよ。めんどい」

			「財宝じゃぞ！　これが終われば、財宝が手に入るのじゃぞ！」

			「金な……うんうん。もういらないわ。別に」

			「ええぇっ！」

			　だって、金ならティーネが稼いでくれるしな。万が一となれば、ティーネの実家は貴族だし、仕送り的な感じで養ってもらえばいいし。

			　だから、ガッチガチに面倒なことをしてまで、欲しいわけではないんだよな、財宝なんて。

			　今回は、黒竜退治の依頼達成金を受け取るだけにしておくか。

			「でっ、では！　他になにか……！」

			　俺の気持ちを変えようとしているのか、フィロが必死に周囲の様子を探っている。

			　俺は、そんな幼女の肩に手を乗せた。ビクリと、小さな身体が震えた。

			「わかるよ、わかる。おまえが俺を引き留めたい理由くらい」

			「え……？」

			　フィロの瞳が揺れる。

			　次第に、頬が朱色に染まっていく。どうやら、俺に考えを見透かされていたことが恥ずかしいようだ。

			　そう。

			　――彼女は、ティーネという実力者が近くに欲しいのだ。

			　ティーネがいれば、かなりの戦力になる。白竜が過激になっているというのであれば、フィロがティーネを欲する理由も、とてもよくわかる。

			　だから、俺をこの場に引き留めようと必死になっているのだろう。

			「だが断る」

			「な、なんでじゃあっ！」

			「なんでって、俺がそこまでのリスクを負う必要がないからだ。リターンは、たしかに魅力的だけどな」

			「うぅ……」

			　最初は、いろいろと反論しようとしていたようだが、フィロは次第に言い返すことができなくなってきて、最終的には、涙目になって訴えてきた。

			　だが、そんなことは知ったことではない。これ以上、ここにいると、嫌なことが起こりそうな予感がするんだ。

			「じゃあ、俺はもう帰るから――ん？」

			　俺が、リアの待つ屋敷に戻ろうと、振り返った瞬間だった。

			　三つの山にいるすべての黒竜が、ぞろぞろと出てきた。一瞬、俺を引き留めるために出てきたのだろうか、と思った。

			　しかし、そうではないようだ。

			　やつらは全員、別々の方向を見ている。

			「ご主人様、なんか来ています」

			　ティーネが指さした先には、大きな雲かと見間違えてしまうほどの――白竜たちの集団がいた。

			「ちっ……」

			　……おいおい。

			　もう少し待ってくれても、良かったんじゃないのか？　せめて、俺たちが立ち去るまで大人しくしていろよ。

			　だから、黒竜たちも全員出てきたのか。戦闘態勢に入った、ということなのだろう。

			　集団の真ん中にいる俺たちからでも見える位置に、三十匹ほどの白竜たちが集まってきた。

			　白竜たちの中でも、わりと大きめで、さらに艶やかな純白の鱗を持つ一匹が、他の白竜たちよりも前に出てきた。

			　そして、咆哮と聞き間違えるような大きな声を出した。

			「ビラヌーレッ！　今日こそは貴様の命を飛ばしてやる！」

			　その白竜は、ビラヌーレとかいうやつに向かってわめき散らした。

			　どうやら、白竜の言葉に身に覚えがあるらしい黒竜王が、ピクリと反応した。

			　おまえか!?　ビラヌーレ……。

			　おまえ、ビラヌーレって名前だったんだな。初めて知ったよ、黒竜王。

			　俺のそんな考えをよそに、ビラヌーレが、隣にいる側近っぽい黒竜に、ひそひそとなにかを話し始めた。

			　声量は俺にも聞こえるくらいの大きさで、自然と話の内容が耳に入ってくる。

			「あれ、白竜の姫の……」

			「スティファー様ですね」

			「前に会ったときは……」

			「あんなに凶暴では、ありませんでしたね」

			「どうして、あんなふうに……」

			「さぁ……白竜王が抗争の場に現れなくなって以降は、あんなふうになってます。同時期に、白竜の攻撃もひどくなりましたよ」

			　……ん？　ちょっと待て。

			　彼らの会話を聞いていると、なにか引っかかることがあるのだが。

			「ご主人様、どうしますか？」

			　ティーネが俺の裾を握って、揺すってきた。

			　おそらく、『早くここから離れましょうよ』と言いたいのだろう。

			　しかし、俺はティーネの想いに答えることなく、手を重ねて視線を合わせた。

			「――やっぱり一山の財宝は欲しいな」

			　俺はそう言ってニヤリと笑った。今が稼ぎ時だと、俺の頼りになる勘が、そう言っている。

			　そんな俺を見て、ティーネが疑問を浮かべた表情になった。

			　俺はすぅーっと息を吸い、よく声が響くように両手で口元の両端を妨げた。

			　そして、大声を上げる。

			「おい、白竜のスティファーとやら！」

			　俺の声があたりに響きわたる。

			　必要以上に大声だったか、と思ったが、多少は大きくても問題なんてないだろう。

			「人……？　なんの用だ。と言っても、おまえらの用事なんて、たかが知れているがな」

			「たかが知れている？　どういうことだ」

			「ふんっ。どうせ、この地にいる理由は、黒竜が餌として連れて来たからだろう？　そして、偶然にも私たちが黒竜を殲(せん)滅(めつ)するためにこの地に参った……ちょうどよかった、と見た人であるおまえは、私たちに命乞いをするつもりだろう？」

			　考えていることを読まれたのか、と俺は一瞬危(き)惧(ぐ)したのだが、白竜のスティファーの答えは、予想の斜め右上を行っていた。

			「もうすぐ、この地は戦場となる。その際には、逃げるでも食われるでも巻き込まれるでも、おまえの自由にするがいい」

			　吐き捨てるようにスティファーが言う。すぐに興味がない、とばかりに俺から視線を逸らした。

			　俺は、スティファーの言葉を聞きながら呆然としていた。

			「ご主人様……？」

			　ティーネの言葉に、ようやく我に返った。正気を取り戻した俺の口元は、自然と曲がっていた。

			「……はっははは」

			「ご、ご主人様っ!?　お気を確かに！」

			　俺が突然、笑い出したせいか、ティーネは俺の気が触れたのではないかと心配している様子だ。しかし、当然ながら俺は正気だし、心配されるほど落ちぶれてはいない。

			　逆に、心配してあげないとならないのは白竜だ。

			　だって――。

			　白竜は、予想以上に、話し合いすらもできないバカだったのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　唖然とする俺をよそに、黒竜と白竜だけで会話が進む。

			「あー、あ、白竜の姫、スティファー殿」

			「もう白竜の姫ではない。妾は白(はく)竜(りゆう)姫(き)となった！」

			「……それは、白竜王の正式な任命か？」

			「いいや。父上は不在なため、残っている白竜全体で決めた」

			　白竜姫？　初めて聞く名前だ。

			　そんなことを思っていたから、不思議そうな顔でもしていたのだろう。背後に隠れているフィロが、そっと俺に教えてくれた。

			「白竜姫となったということは、正式な王族として認められた、ということじゃ」

			「元から王族じゃないのか？」

			「うむ。姫や王の称号が与えられるまでは、『直系』などの言葉を使ってあやふやにするのじゃ」

			　なにやら、人とは多少なりとも違うしきたりが、竜の世界にはあるようだ。

			　そういえば。

			「じゃあ、おまえはまだ、正式な王族として認められてないのか？」

			「うっ。鋭いの。そうなのじゃ、妾はまだ、認められておらぬ。父であるビラヌーレは認めておるのじゃが、他の者は『若すぎる』と言っての……」

			　フィロが肩を落として、「スティファーも、妾と同世代のはずなのじゃが……はぁ」と続けた。

			　えっ、同世代？

			「屋敷に来たのって、あのスティファーってやつだよな。姫って呼ばれてたし」

			「そうじゃが、それがどうかしたのかの？」

			「成長スピードが全然違うんだな、って思って」

			　俺が思ったことを素直に口にすると、フィロの顔が染まっていった。

			　そして人のことを指でさしながら、

			「デっ、デリカシーがないのじゃ！」

			　なんて言ってきた。

			「そもそも妾は、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ成長が遅いだけじゃ！　過去に例がないわけではない！　成長速度が遅ければ、後々になって爆発的に成長するはずじゃ！　絶対……いや、多分」

			　おい、最後。

			　ちょっぴりだけ説得力がなくもない言葉を連ねていたのに、最後ですべてが霧散したぞ。

			　そんな俺とフィロのやり取りが気になったのか、スティファーの視線がまたこちらに向いた。

			「……この声はフィロ？　そう、そこにいたのね」

			　スティファーが冷たい声で放つ。どうやら、敵意を持っているようだ。

			　しかし、スティファーは、俺やフィロやティーネを一周して見回しても、さらに視線をうろつかせている。

			「あら。どこかしら？　人しかいないようだけど。……クンクン――まさか、そこの小さい子は……。いえ、竜が人に化けるときはそのままの素質を……フィロはそんなに小さいはずが……いえ、でもフィロならこれほどの小ささでも……」

			　なにやら、驚いたような声を漏らすスティファー。

			　それほどまでに、フィロの小ささが気になったようだ。フィロの額の血管は、ピクピクと小刻みに震えている。

			　なんとか堪えたフィロは、引き攣(つ)った笑みで、スティファーに応えた。

			「久しぶりなのじゃ、スティファー。相変わらず、大きな図体なのじゃな」

			　フィロの皮肉めいた言い方に、スティファーもまた反応する。

			「あら。やはりフィロだったのね。いくら大きくても、あなたのように小さいよりかはマシだと思うのだけれど？　それよりも、どうしてここにいるのかしら。人が住んでいるあたりに臭いが漂っていたと思ったけれど……」

			　スティファーが、さらに煽ってくる。フィロは、勢いにまかせて喋(しやべ)り出した。

			「それは、ここにいるボーンとティーネが匿(かくま)ってくれていたのじゃ！　まさか、お主が来るとは思わなかったのじゃが、見るも無残に騙されおって！　お主が来たとき、妾はすぐそばに――むぐむぐ！」

			　俺は、本当に余計なことしか言わないフィロの口を、無理やり閉じる。

			　すでに、スティファーからは殺意を感じていたし、もはや意味のないことだったかもしれない。しかし、これ以上の関係の悪化を避けたい。

			「そういえば、思い出したわ。そう、そうね……ふふっ。あの住処にいた何人かは、あなたたちだった」

			　微笑の混じった声だが、どうにもスティファーの声質は冷たい。

			　俺はティーネにそっと聞いた。

			「なぁ、ティーネ。どれだけの数の竜なら対処できる？」

			「んー、ここにいる黒竜や白竜が全部来ても、余裕だと思います」

			　めっちゃあっさりと言ってのけるティーネに、なんと頼もしいものかと、俺は軽く感動を覚えた。

			「ふふっ、いいわ。黒竜もろとも消し炭にしてあげましょう！」

			　スティファーが高らかに言い、白竜が攻めてきた――。

			「――雷剣」

			　ティーネが魔法を発動した。

			　先ほどの黒竜たちのように、白竜たちもひれ伏すことになったのは、言うまでもないことだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……で、どうしてそんなに激しい憎しみを抱いてんだ？」

			「は、はいっ！　実は、父の元白竜王が黒竜の一群に闇討ちされて、死没してしまったのです……！　それで敵討ちをと！」

			　すっかり怯え切った様子で、スティファーら白竜がひれ伏している。そばで見ていた黒竜も、ドン引きした様子でティーネを見ている。

			「白竜王を黒竜が？　それは本当か？」

			　俺は、黒竜王のほうを振り返って聞いた。

			　ビラヌーレの目は点になっており、まったく身に覚えのないことだ、と言わんばかりに首を傾げた。

			「いや、そんなことはないはず。闇討ちは竜の風上にも置けぬことだ。誰もそんなことはしまいて」

			「そうなのじゃ。やるとしても、黄竜の連中くらいのはずじゃ」

			　フィロが付け加えた。

			　ちょくちょく話題に出る黄竜って、そんなに卑劣なのか？　竜の界隈では、そういったキャラで有名っぽいな。

			「で、でも、たしかに黒竜の軍勢でした！」

			　フィロの言葉に、スティファーが食い下がる。その言葉は、確信に満ちていた。

			　両者の意見は、どうもかみ合わない。

			　一方が嘘をついている、とも取れるが……なにか違う気がする。

			　変だな。

			　黒竜は不意打ちのようなことはしない、という話は以前から聞いている。

			　フィロやビラヌーレだけではなく、二人の意見に何度も頷いている他の黒竜たちの顔を見れば、全員が同じ考えだということがわかる。

			　しかし、こうも一貫して「黒竜がやった」と主張しているスティファーが嘘をついている、とも思えない。

			　……そういえば、

			「どこかの上位種で、竜に化けることできるやつらはいないのか？　いや、もしくは竜が別の色の竜に化けるとか」

			「できるのじゃ。妾も昔は白竜に化けて、スティファーに何度もブレスをかけてやったのじゃ」

			「あれ、貴女だったの!?　しょうもないことしないでよ！」

			「わっはっはー！　今頃気づいても遅いのじゃ！」

			「こんのぉ……！」

			　二匹がバカ騒ぎをはじめた。

			　そんな中で、俺の頭をある考えが過った。

			「なぁ、それなら、黒竜に化けたどこかの種族……いや、なんか、さっきからめっちゃ話題に出ていた、黄竜の仕業とかってことは考えられないのか？」

			「あ!?」

			　スティファーは俺の意見に、それは考えてなかった、とばかりに呟いた。

			「そ、そ、そ、そういえば……なんか竜族の主権を握るのは、黄竜だとか言ってました」

			　スティファーに続いて、ビラヌーレも頷く。

			「たしかに言っておったな。人の里に降りて、マジックアイテムやら奴(ど)隷(れい)やらを捕まえようとしていたとも聞く。返り討ちにあったそうだがな」

			　卑怯だとかなんとか散々言われていたが、なんか一周回ってヤバいやつらみたいだ。

			　返り討ちってのは、きっとティーネにやられたってことだろうな……。

			　ってか、もうここまで来ると一つしか考えられない。

			「黄竜が犯人だろ」

			　今まで無駄に争っていたのであろう両陣営に、俺はぴしゃりと言った。なんだか、あたりに重苦しい空気が漂う。

			　そんな空気を打ち砕く笑い声が、山々に響いた。

			「くっはっはっはっは！　そうです！　そうですよ！」

			　突如、白竜たちの後ろに、黄色い竜の軍勢が現れた。全体的に、他の竜たちと比べて姿形が小さいようだ。

			　先頭にいる、おそらくリーダーだと思われる黄竜すら、フィロより小さい。

			「くっはっはっはっは！」

			　先頭にいた一匹が、明らかにオスのものだと思われる、不快で甲高い声で笑った。

			「ニクルグ……どういうこと？」

			　スティファーが、改めて黄竜のほうを見て言った。他の黒竜たちも、ニクルグと呼ばれた黄流の言葉の続きを待っていた。

			「やはり、お気づきになりませんか。いえ、そもそも気づいていたら、黒竜と争いなんてしませんよね。ああ……なんて愚かなのでしょうか」

			　人である俺でもわかるほどに、口を緩めて破顔するニクルグ。

			「――あなたの父上は、私が処理しましたのですよ」

			「ッ！」

			　唐突な言葉だったが、スティファーは一瞬にして、なにが起こったのか理解したようだった。

			　おそらく、黒竜と白竜が抗争をしていた最中だったのだろう。

			　白竜陣営の王が消えたら、当然、白竜たちは黒竜側を疑う。白竜姫のスティファーも、もちろん同じだった。

			　そして王の復讐戦に重きを置いた戦いは、一方的に過激になる。黄竜の王であるニクルグは、それを狙っていた。

			　スティファーは口を大きく開くと、黄金色に光る魔法陣を口の前で展開した。

			「死ね！」

			　轟音とともに、赤い熱風が、ニクルグ目がけて飛びかかる。

			「そんなに焦らないでくださいよ」

			　しかし、ニクルグはまったく気にかけた様子もなく、スティファーと同じように口を開いて、魔法陣を展開した。そして、スティファーが展開した以上の大きさの、小さな身体に不釣り合いのブレスを放った。

			　二人のブレスは、最初こそ拮抗しているように見えたが、次の瞬間には、スティファーのものが押され始めた。

			「ぐぅ……っ！」

			　スティファーは、小さく悲鳴を漏らす。

			　そのまま、ニクルグのブレスは容赦なくスティファーを襲う。スティファーは、爆炎に包まれた。

			　しかし、

			「えっ？」

			　あたりに風が吹き、漂っていた煙が消える。そこに姿を現したのは、スティファーを守るように立っている二つの黒い塊だった。

			　スティファーは無傷だった。

			「やれやれじゃの。ブレスで競り負けるとは何事じゃ」

			「説教よりも先に、無粋な輩(やから)をどうにかせねばならぬぞ、フィロ」

			　口の前にあった魔法陣が消えかけている、二匹の黒竜、フィロとビラヌーレ。

			　なんとまあ、カッコいい登場の仕方だろうか。

			　だが、その展開を、癪(しやく)に思うやつもいるようだ。

			「さっきまで争っていた相手を庇うなんて、黒竜の方たちは、随分とお優しいのですねぇ？」

			　ニクルグは、皮肉のつもりで言ったのだろう。

			　しかし、相手が悪かった。

			「まぁ、軽い抗争程度じゃしな？」

			「それくらい普通だ。我らがとくに優しい、というわけではないだろう」

			「……」

			　遠まわし、なんて言い方が通じるほど、二匹の黒竜は頭が回らない。それは、俺自身が体験済みだった。

			　スティファーは一方的に激昂していたようだが、黒竜陣営のほうは割と冷静だったしな。

			　ニクルグは、予想外の展開に一瞬、動揺した様子を見せた。

			「ま、まあ構わないでしょう。どちらにせよ、白竜の王族……いえ、今は白竜姫でしたか。彼女が地に這(は)いつくばることになるのは、時間の問題でしょうからね」

			　しかしふたたび、挑発的な言葉を二匹の黒竜に放った。

			「ふっ。それはどうかな」

			　ビラヌーレが不敵に笑い、それが開戦の狼煙となった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なっ、なぜ貧弱な黄竜に、我らが押されているのだ……っ！」

			　ビラヌーレが苦しげな声をあげる。横にいるフィロやスティファーも、すでにボロボロになっている。

			　そんな彼らの前には、ニヤニヤと口元を歪めているニクルグと、黄竜の中でも比較的大きなやつらが控えている。

			　見るからに、黒竜と白竜が不利だ。

			　当たり前か。

			　黒竜と白竜は、お互いに潰し合っていたんだ。それが、今さらになって手を組んでも、所詮は烏(う)合(ごう)の衆(しゆう)も同然。

			　しかも、数は黄竜と同じくらいだが、すでにこれまでの戦いで消耗している黒竜＆白竜陣営で、戦力となっているのは実質、その半数ほどしかいない。

			「ふっ……ふっはっは！　いい眺めですねぇ。ずっと、ずっと望んできた光景です……！　黄竜は弱い、なんて誰にも言わせません。白竜と黒竜を一網打尽にした黄竜こそが、竜種において最強だ……！」

			　なんというか……このニクルグとかいうやつは、すごく調子に乗っているようだ。

			　いや、わからんでもないか。

			　策がハマったときの万能感は、すごいからね。

			　けれども、決して最強というわけではないだろうに。

			　他の竜種が如何ほどなのかは知らんけども、こういうふうに調子に乗っているやつらは、すぐに地獄につき落とされるだろう。

			　まぁ、しかし今は、黄竜が、この場にいるどの竜種よりも優位に立っていることはたしかだろう。

			「くっ、だまし討ちさえ、されていなければっ」

			「そうなのじゃ！　卑怯なのじゃ！」

			　二匹の黒竜が言い、

			「ごめんなさい、私が早くに気づいていれば、潰し合うことなんてなかったのに……」

			　さらに、白竜の一匹が悔やんだ声で言った。

			　まぁ、こんな感じなら、ニクルグら黄竜の勝利は確実だろう。

			　――待ちに待った俺の時間だ。

		

	
		
			　

			一件……落着？

			　

			　俺は待っていた。

			　黒竜と白竜が圧倒される、この場面を。

			「おい、黒竜と白竜のバカども。黄竜を抑えてやろうか？」

			「「「――え？」」」

			「だから、黄竜を叩き潰してやろうかって、聞いているんだ」

			「し、しかし、ボーンよ」

			「んだよフィロ。いやなのか？」

			「そ、そういうわけでは！」

			　俺の言葉に、落ち着きを失ったフィロが、首を横に振って否定する。

			「はぁ、いいからさっさと決めろよ。ただ、もしも俺が黄竜を始末したら、財宝をよこせ。そうじゃなければ、さっさと帰るぞ」

			「そんなもの即答なのじゃ！　守って欲しいのじゃっ！」

			「わ、私からもお願いします！」

			　フィロとスティファーが全力で首を縦に振りまくる。

			　正直でよろしい。

			　では、招喚するとしよう。

			「――行け、ティーネ」

			「はいっ！」

			　俺が呼ばなくても、自分で行く――そんな勢いで即答すると、ティーネは前に出た。

			　いつの間にか雷剣を右手に備えており、戦闘の用意すらも終わっていた。

			　そんな俺たちの様子を見て、ようやくニクルグが反応を示した。

			「さっきから黙って見ておりましたが、あなたがた小さき者が、一体なにをしようと言うので………………あれ？」

			　最初こそ余裕そうな態度をとっていたニクルグだったが、俺の前にいる美女の姿を見て首を横に傾げた。

			　そして、段々と顔を引きつらせていく。まるで、イタズラがバレた子供のように。

			　終いには、頭を抱えてしまった。

			「……あれ……おかしい……悪夢が蘇(よみがえ)る……」

			　ニクルグは、身体を小刻みに震わせ始めた。見れば、他の黄竜たちも、ブルブルと震えている。

			　恐れられているのは、ティーネだろう。それは黄竜たちの視線でわかる。

			　ならどうして……、なんて、少し考えたらわかることだ。

			　いまだに、黄竜たちが震えている原因を理解しかねているティーネに、俺は説明をしてやることにした。

			「おまえ、黄竜を狩ったとか言っていたよな、ここに来る道中」

			「あー、そういえば言いましたね！」

			「……普通に考えれば、黄竜が怯えている原因はそれだよな」

			「おお、なるほどっ」

			　ニクルグは「悪夢が蘇る」とか言っていたし、ティーネは黄竜に相当なことをしたのだろう。別に深くを聞くつもりはないが。

			　さて。

			「おい、ニクルグ」

			「は、はいっ!?」

			　黄竜王が明らかに動揺している。どんだけビビってるんだよ……。

			　いやまぁ、わからなくはない。

			　もしも俺がティーネに殺されかけたことがあったら、絶対に引きこもるよ。もう。外の世界に出たいとは思わなくなる。

			　だから、ちゃんと外に出て同種族を潰そうとしているニクルグは偉い。

			　だからといって、手加減するわけじゃないが。

			「大体の事情はわかったな？　俺はこれ以上、なにか言う必要があるか？」

			「ないです！　白竜と黒竜に謝罪いたします！　それと金輪際、私の目が黒いうちは、白竜や黒竜に対して、黄竜からは攻撃を行いません！」

			　物凄い勢いで俺の前に近づいてきて、土下座をするニクルグ。竜の姿でも、器用に土下座をやってのけるところはすごい。

			　だが、

			「違うな。俺とフィロの会話を聞いていなかったのか？」

			「えっ？」

			　ニクルグは、目を点にして俺のほうを見る。どうやら、本当に理解していないようだ。

			　俺は親指以外の指を握り、親指を立てると地面に向けた。

			「死をもって償え」

			　多分、俺の笑みはすごく美しかったのだろう。

			　その証拠に、ニクルグが口元をヒクつかせて固まっている。

			　ニクルグだけじゃない。周りの空間が、凍ったように静まり返った。風でさえ、木の枝を揺らすことがない。

			　ただ、俺の声だけがハッキリと響いた。

			　そして、俺の声に呼応する美しいもう一つの声。

			「――雷剣」

			　バチバチという超常現象を右手に纏(まと)いながら、ティーネが俺の前を横切った。

			「す、少しお待ちくださいっ！」

			　スティファーが、黄竜のほうに向かっているティーネを止めた。

			「竜にとって『王』とは、大事な存在。もしもそれを失えば、それこそ黄竜たちは暴走をしかねません……！」

			「だからどうしたんだよ？　種族全体を狩ればいいだけのことだろ」

			　俺はスティファーに言った。

			　白竜らの、王を失ったあとの暴走を見れば、それくらいは想像がつく。

			「ひとつの種をすべて滅ぼすのは、たとえいかなることがあろうとも、絶対に許されないことなんです。七色の竜が存続すること、それが各種族におかれた『掟(おきて)』です。仮にどこか一種族が滅びそうになれば、すべての竜種がそれを阻止することになっています……」

			「でもおまえ、黒竜を消し炭にするとか言ってなかったか」

			「あ、あれは言葉の綾(あや)で……！　とにかく、黄竜たちも収まったので、どうか話し合いで……！」

			「ま、俺は財宝さえ手に入ればそれでいいけど……」

			　これ以上、関わったところでメリットもとくにない。

			　ささっともらうもんもらって、退散しよう。

		

	
		
			　

			うん

			　

			　ニクルグらは謝罪し、後日、また黒竜と白竜側の陣営と正式な話し合いをする、と言い残して去って行った。

			　残るは黒竜と白竜、そして俺とティーネだ。

			　といっても、俺には用事という用事は一つしかなく、それが終わったら、俺たちも立ち去るつもりだ。

			「んじゃフィロ。よこせよ」

			「よこす？　ボーンに妾の旦那の座はまだまだ相応しくないのじゃ。まー、じゃが、どうしても、と言うのであれば」

			　フィロがすべてを言い終わる前に、頬を殴っておいた。黒く艶やかな鱗が、割と硬かった。それなのに、『痛いのじゃ』と軽く言ってのけるフィロが、妙に腹立たしかった。

			「おい、ティーネ」

			「バチバチ～！」

			　腹立たしかったから、とりあえずティーネに命じた。

			　ティーネも理解しているようで、両手に雷をまといフィロに触れた。

			「あばばばばっ！」

			　フィロが感電している。

			　黒竜王たちは、その様子を神妙な表情で見ているだけだ。

			　最初に会ったときは立場はまったく逆で、黒竜王は俺のことを見て『腐った性根』云々と言っていたのだが、さすがにもう手出しはしたくないようだ。

			　さて、フィロも懲りただろうし、続きを話すとしよう。

			「違う。金だ、バカ野郎」

			「……ああ！　財宝であったな！」

			　明らかに〝わざと〟だと伝わるくらいに、下手でわざとらしい演技で言うフィロ。

			　これは、あれだろうか……。

			「今さら、出し渋るというのであれば、容赦しないぞ？」

			「い、いや！　そういうわけではないのじゃ！」

			　ティーネが後ろで構えているうえに、黒竜側はかなり疲労している今であれば、あっさりと黒竜軍を全滅させることができるだろう。

			　さすがのフィロでも、それくらいはわかるのか、慌てて首を横に振った。

			「……う、うーむ……それはじゃの……」

			　フィロの目は、明らかに泳いでいる。

			　ふと、フィロとスティファーの視線が重なった次の瞬間――。

			「あ、ああ！　いや、ほら、まだ、白竜が黒竜を攻めてくるかもしれないのじゃ！　だから」

			「ちょっと失礼ね、フィロ！　今になって私たち白竜が仕掛けるわけないじゃないの！」

			「よ、余計なことを言うでないわ！」

			「余計なことってなによ！」

			　スティファーとフィロの言い争いが始まった。

			　おそらく、フィロは今さらになって財宝がもったいない、と思ったのだろう。しかし、そんなフィロの魂胆は、あっさりとスティファーによって切り捨てられた。

			　ナイスだ、スティファー。なまじスティファーもバカだから、気を使うなんてことはできないんだろう。

			　むしろ、気を使ったら白竜側も危険に晒されることになるしな。

			「さっさと払うもん払えよ、フィロ」

			「い、いや！」

			　フィロがなおも、言いよどむ。

			「じゅ、十年後になにがあるかわからないから、それまで妾を匿(かくま)うの――」

			「いい加減にしろ」

			　何度目になるかわからない、フィロへのパンチが炸裂した。

			　今回は、非力な俺ながらも、全力で殴ったからさすがに痛そうだ。

			「うぅー！　いやなのじゃ！　妾を匿(かくま)うのじゃー！」

			　フィロは、殴られた顔面の鼻の部分を押さえながら、首を横に振る。

			　なかなか頑固だな……。

			　竜でも、金を使う機会があるのだろうか？

			　まぁいいか。これ以上は面倒だ。

			「ティーネ、この竜を黙らせろ」

			「はい」

			「ちょっと待つのじゃあっ！」

			「ダメよ、フィロ。待てないわ。ご主人様の命令だもの」

			「のおおおおおっ！」

			　フィロがダンッと地を踏んで、飛び上がる。その勢いは、俺に届くほどの風圧だった。

			　俺はフィロのせいで舞い起こった砂埃から目を守るために、右腕を顔の前まで持っていった。視界を一瞬だけ奪われる。

			　次の瞬間、今度は小さいが、しかし力強く、バリッと音が鳴った。

			　俺はその音の正体を知っていた。

			「行って」

			　俺がそう言うと、「はい」というティーネの声が聞こえたような気がした。しかし、それはすぐに雷の轟音にかき消された。

			　果たして、俺の声が本当に届いたのだろうか？

			　だが、まぁ俺の命令は不要だっただろう。

			　決して、フィロに情が湧いたから生かしておく、というわけではない。ただ単に、財宝を譲ってもらう、という約束を守ってもらうためだ。

			　それに、まあ、敢えて殺す意味もないからな。

			　それから、フィロとティーネの鬼ごっこが始まった。人の目では追うことのできない、人外の領域にいる者同士の鬼ごっこだ。

			　時には、地面にクレーターを作る黒い影があり、時には、雷が木々を跳ねのけている。

			　この鬼ごっこは、少し時間がかかりそうだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うぅ……捕まったのじゃ」

			「思っていたよりも、簡単に逃げられてしまいました。ごめんなさい、ご主人様」

			　ティーネが、フィロの首の鱗を掴んで俺の下へ歩み寄ってくる。ちょうど、太陽が沈み始めるころだった。

			　ティーネはニコニコとしていたが、対照的にフィロはしょぼーんとしており、ただでさえ黒いのに、さらに暗い雰囲気を醸(かも)し出している。

			　そして、竜が住まう峠の山々は、ところどころ穴が開いていたり、木々がなくなってしまったりしていた。

			　あ、なんか、焦げているところもあるな。

			　とにかく、現場は悲惨なことになっていた。フィロも、結構ボロボロになっている。

			　黙らせろって命じたのだが、まぁ、これくらいなら許される範囲だろう。

			「大人しく財宝を出せって。そうすりゃ、おまえも楽になるだろ」

			　俺の前に差し出されたフィロは、ところどころ鱗をプスプスと言わせていた。言うまでもなく、ティーネの雷によるものだ。

			「フィロよ」

			「父上？　どうしたのじゃ？」

			　見兼ねたのか、フィロの父であるビラヌーレが外野から混ざってきた。

			「一山程度の財であれば、構わないのではないか？　とくに使うあてがある、というワケでもないだろうに」

			「そ、そういうことではないのじゃ！」

			「ではどういうことだ？」

			　ビラヌーレが問いかける。

			　フィロは、「うぅ……」と唸りながら俺のほうを見たり、そう思えば、目を逸らしたりしている。そして、覚悟を決めたように、黒い鱗を塗り替えてしまうほどに、頬を赤くして言った。

			「ボーン！　まだ、お主といたいのじゃ！」

			　ピシッという効果音が付きそうなほど指を真っすぐにして、俺を指さすフィロ。

			　……ふむ。

			　これは、どういうことだろうか？

			　財宝を渡したくないから、というわけではないだろう。ビラヌーレが言うように、竜が財宝を持っていても仕方がない。

			　しかもティーネがいるのだから、結局は渡すことになる。

			　ならば、どういうことだろうか？

			　俺が顎に指を当てて考えていると、それまで黙っていたスティファーが口を開いた。

			「フィロ！　もしかして、そこの金髪の女性が欲しいのね!?」

			「え、別にそういうつもりではないのじゃが……」

			「嘘おっしゃい！　金髪の女性……ティーネと呼ばれていたわね。あの方は、たった一人で竜の抗争に決着をつける力を持っているわ。あなた、そんな方を従えるボーン様を、手中に収めようというのでしょう！」

			「いや本当に違うのじゃが。いや、手中に収めたいと言うのは、たしかに正しいのじゃがの」

			「えーい！　もういいわ！　それよりも、ねぇ、あなた！」

			「ん、なんだよ？」

			　スティファーが、もう話すことはない！　とばかりに、今度はフィロから俺へと攻撃の対象を変えた。

			「フィロよりも私を連れて行かない？　役に立つわよ！」

			「なっ。なにを言っておるのじゃ、スティファー！」

			「いや別に要らない」

			「えっ！」

			「さすがボーンなのじゃ！　ふふん！　やはりボーンは妾を……」

			「いや、おまえも要らない」

			「えっ！」

			　フィロとスティファーが、目を剥き出しそうな勢いで俺のほうを見て固まった。

			「……あのな、ティーネを味方にするために俺のところに来るって聞いたあとで、なんでおまえらを連れて行くことに同意すると思うんだよ」

			「い、いや！　妾はそんな目的のためじゃないのじゃ！　それは、スティファーが勝手に言っていることなのじゃ！」

			「そうだったとしても、じゃあ、まずは財宝をよこせ。話はそこからだ」

			「ダメじゃ！　ボーンなら、財宝を渡した瞬間に走ってどこかに行ってしまうかもしれん！」

			　疑り深いな、こいつ。

			　でも、もしも俺がフィロの立場ならば、同じように考えるだろうな。バカだからとフィロを甘く見ていたが、面倒なところで渋りやがる。

			　だが、面倒だからとこのまま殺しても、財宝が手に入るか、といえばノーだ。

			　殺してしまったら、自力で探し出すのは手間だし、第一に、相当に消耗しているとはいえ、黒竜たちの恨みを買うことにもなる。

			　仕方ない。

			　フィロは竜だ。人にもなれる。幼女だが。

			　白竜との抗争もどうやら終わったみたいだし、もう別にいいか。それなりに監視さえしておけば、戦力にもなる。

			　変な企みを考えられるほど、頭も良くない。

			　メリットがないわけでも……ない。

			「フィロは、もうしばらくは一緒にいてもいいだろう。だが、財宝はちゃんと渡せよ。今でなくてもいいが、俺の気が変わらないうちに」

			「おお！　わかったのじゃ！　それでこそボーンなのじゃぁ！」

			　あまりの嬉しさのせいか、フィロは竜の姿のまま、俺のほうに両手を伸ばして飛びついてこようとする。

			　俺とフィロの体格の差を考えれば、当然、俺は押し潰されてしまうだろう。

			「ティーネ」

			「はい！」

			　その一言で、ティーネは俺の意図を完璧に汲み取ったようだ。さっと身体に雷を纏(まと)い、右手でフィロをぶん殴る。

			　フィロは、吹き飛んだ。

			「なんでじゃぁっ！」

			　油断するとフィロに押し潰される。気を付けないと。

			　さて、もう一人か。

			「スティファーとやら、おまえはまず、やるべきことがあるだろ」

			「んっ、やること？」

			「ああ。おまえ、姫とやらなんだろ？　王族と認められているのであれば、その役はしっかりこなせ。俺に付いてくるなんて、もっての外だ」

			「……え」

			　俺の言葉を聞いてなにかを思い出したのか、スティファーは後ろにいる白竜たちを見た。

			　そして、「そうね」と呟いて俺のほうを再度、見る。

			「たしかに貴方の言う通りだわ。そう、私はもう王なのだから……」

			　スティファーも、ようやく、白竜たちの王としての自覚を持ち始めたのだろうか。

			　おそらく、王になったばかりだったからこそ、気づけていなかったのだろう。まだ、子供気分が抜けなかったようなものか。

			　必要以上に、フィロと絡んでいたし。

			「ああ。王は王らしくすることだな」

			　……王か。

			　

			「ご主人様？」

			　俺の視界に、ひょこりと金髪の美女が映りこんだ。大きな胸が揺れている。ふと周囲を見ると、皆がポケー、といった表情でこちらを見ている。

			　俺はどうやら、予想以上にボーっとしていたようだ。

			「なんでもない。気にするな」

			　こんなにも注目が集まったら、なんかやりにくいな。

			　散れ、とばかりに手を振るう。

			「ボーンがそんな顔をするのは、初めてなのじゃ。あまり頭を働かしすぎるのは、よくないのじゃ！　バカになるのじゃ！」

			　フィロがアドバイス、とばかりに俺を指さしながら、すました顔で言ってきた。

			　いやいや、そう言ってくれるのはありがたいのだが、俺からもフィロには言いたいことはある。

			「おまえは、ちゃんと頭を使わないとダメだぞ！」

			「むむっ！　それは、妾がバカだと言いたいのか!?　妾はバカじゃないのじゃ！　適当なことを言うでない！」

			　ぷりぷりと怒りだしたフィロを尻目に、そろそろ帰るか、と俺は背伸びをする。

			「よし、帰るとするか」

			「はいっ」

			「了解なのじゃ！」

			　ティーネが、俺に続いて返事をする。

			　フィロも予想通り返事をした。ついて来るようだ。

			　背中をこちらに差し出している。どうやら行きと同じように、俺とティーネを乗せて帰るつもりのようだ。

			　俺はフィロの背中に乗っかりながら、財宝はきっちりもらおう、と心の中で呟いた。

			「……なにかゾワッと嫌な予感がしたのじゃ」

			「気のせいだ」

			　フィロの背中に座り、俺の少し後ろにティーネが立つ。

			　そしてフィロは翼を広げると、故郷であり家族であり友であり敵でもあった者たち全員に、挨拶をした。

			「それでは、さらばなのじゃ！」

			　まず反応したのは、彼女の父にして黒竜たちを束ねる王。

			「フィロ！　人の里ではあまり暴れぬようにな！」

			　ビラヌーレが、手を振りながらフィロに言った。

			　そういえばおまえ、フィロが俺に付いてくることに、ほとんど口出しをしなかったよな。親としてどうなんだ、それ。

			　……いや、竜とはそういう種族なんだろう。人とは違うんだ。

			　気にしたら負け、ということで。

			「フィロ。貴方も早く大きくなって、竜姫になりなさいな」

			　スティファーが、バカにしたような声でフィロに言った。

			「言われんでもわかってるのじゃ！　スティファーなんかに負けないのじゃ！」

			「ふふっ。まぁ、暇ができたら遊びに行くから、人の里を案内してね」

			「む……。わかったのじゃ。それくらいならお安い御用なのじゃ！」

			　などなど。

			　さらに他の竜たちと言葉を交わすと、俺とティーネを乗せたフィロは、翼を大きく振って上空に飛んだ。

		

	
		
			　

			再会

			　

			　竜たちとの一悶着から、一日が経った。

			　リアも、フィロが一緒に住むことに反対することはなく、フィロには竜峠に行く前に決めた部屋があてがわれた。

			　まあ、すぐにそんなものはいらなくなるが。ティーネが稼いだ依頼達成金で、適当な宿に移り住むのだから。

			　

			＊

			　

			　俺、ティーネ、フィロの三人でギルドにやって来た。ギルドに、依頼達成の報告をするためだ。

			　黒竜、つまりフィロの退治とやらの依頼を済ませた報告になる。この間、いろいろとあったので、ようやく達成報告ができる。

			「――」

			　ティーネが受付で、今回の依頼の内容について話している。

			　興味があるのか、フィロも彼女のそばにいた。

			　容姿が目立つ二人が並んでいるのだ。ギルド中の男性の視線を集めていた。

			　そんな中で、俺のほうを見ている視線がひとつあった。

			「ボーン……」

			　リーカネルだった。

			　相も変わらず、綺麗だ。

			　彼女の隣には、初めて見る青髪の少女がいた。いかにも魔法を使う、っていう感じの杖を持っている。
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			「よう、久しぶりだな。リーカネル」

			　リーカネルの表情には、少し後ろめたさがあるようだ。

			　しかし、俺にはもう恨みとかは、ない。

			　たしかに彼女に捨てられはしたが、それは仕方ないことだから。

			　それに、今はむしろ感謝している。

			　あの件がなければ、俺はカジノに行くことはなかった。そして、ティーネを奴(ど)隷(れい)にすることもできなかった。

			　今では、黒竜のフィロという戦力も加わっているのだ。

			　今の俺は、心にすごい余裕がある。

			「……元気そうね」

			　目を合わせるのが気まずいのか、視線をそらしたままリーカネルが言った。

			「おかげさまでな」

			　俺は笑いながら言う。リーカネルの顔が、ぴくりと動いた。

			「なんとか、ちゃんと生きているようね。困ったことはないの？」

			　今さら、俺に気を使ってどうするのだろうか？　俺は、ありのままの現実を正直に答えることにした。

			「ないな。かなり楽してるよ」

			「そう……」

			　リーカネルは、残念そうに目を伏せる。そして、意を決したように俺の顔を見ると、視線を合わせて言った。

			「も、もしもアレだったら、また私のところに――」

			「ご主人様――！」

			「ん、ティーネか」

			　ティーネが手を振りながら、こちらへ走ってきている。その後ろからは、フィロもトコトコと追いかけてきている。

			　どうやら、受付での報告が終わったようだった。

			　彼女は、小さな麻袋を握っていた。袋の中には、依頼達成金である金貨や銀貨が入っているのだろう。

			「報告、終わりました！　……ん、この方たちは？」

			　ティーネが、リーカネルのほうを見ながら聞いてきた。

			　リーカネルもまた、ティーネのほうを見てどこか戸惑っているような表情だ。

			「こいつはリーカネル。まぁ、知り合いだよ」

			　……もう一人の女性のことは知らないが、どこか寡黙で暗そうな雰囲気だし、ほっといても構わないか。

			　ティーネは「ほー」と言いながら、頭の先からつま先まで、リーカネルをジックリと眺めている。

			　かなり不躾な態度だ。

			「ティーネです。どうも！」

			「ティ、ティーネさん……！」

			　どこか恐れているような、おどおどした声で答えるリーカネル。

			　それもそのはずだ。

			　大して詳しくはないが、ティーネ自身、ギルド界隈では、かなりの有名人なのだから。

			　リーカネルは、冒険者のランクなどにもかなりこだわっていたし、ティーネのことを知らないはずもない。

			「どうして、ティーネさんがボーンと……？」

			　リーカネルは首を傾げながらも、俺とティーネを交互に見比べた。

			　ティーネのほかにも、もう一匹いるのだが、身長が低くて存在感がないからか、リーカネルは気づかないようだ。

			「リーカネルちゃーん、イシアちゃーん」

			　俺たちの会話は、どこか浮わついた雰囲気の男の声によって遮(さえぎ)られた。

			　声のするほうを見ると、茶髪でどこかチャラい雰囲気の男と、その後ろには取り巻きと思われる一群がいた。

			「依頼の受理、終わったよーって……んん？　あれれれれ？」

			　こちらに近づいてきた男たちは、ティーネを頭のてっぺんからつま先まで余すことなくじろじろと見ながら、笑みを浮かべた。

			「もしかしてだけど、ティーネさんじゃないっすか？」

			「んー、そだよー」

			　どうでもよさそうな感じで、ティーネが答える。

			　しかし、男たちはその一言だけで、いっせいに湧き上がった。

			「うっひゃー！　マジか！」

			「噂通り、めっちゃ美人だし巨乳じゃん！」

			　先頭に立っている、さっきリーカネルに声をかけた男が一歩前に出た。

			「俺、アルバートって言います！　そろそろ、Ｂランクになるんですよ！　どうぞ、お見知りおきを！」

			「ん？」

			　アルバートとやらが、握手を求めて手を差し出したが、ティーネはその手を無視して、愛想笑いを浮かべた。

			　表面上は気にしていないように見えたが、アルバートは一瞬悲しそうな顔をして、あっさりと手を引っ込めた。

			　そして、俺のほうを見る。

			「あれー、ティーネさんと一緒にいるあんたは、誰っすか？」

			「俺はなんでもない。気にしなくていい」

			「いやいやいや！　一緒にいてなんでもないわけない……あれれ？　そういえばティーネさんって、誰かの奴(ど)隷(れい)になったとか……」

			　そう言うと、アルバートがティーネの首にある灰色のものを凝視した。

			「あー！　ティーネさんのご主人サマっすか？」

			　ワザとらしくアルバートが驚いて見せる。

			「ご主人サマ、ちょっといいっすか？」

			　そしてニヤニヤと、生理的に受け付けない気持ちの悪い笑顔で、俺の肩を組んできた。

			　少し離れたところまで行くと、耳元で囁いてきた。

			「俺たち、これからそこの女二人を襲う予定なんすよ。どうっすか？　一緒に喰いませんか？　両方ともかなり上玉っすよ」

			　うっわ。

			　はいはい、こういうやついるよな。もう、明らかにゲスっぽい。

			「断る。失せろ」

			　俺はアルバートの手をはらった。関わるのも面倒だ。存在が腹立たしいし、気色が悪い。

			「ちっ」

			　俺のそっけない態度に、アルバートが舌打ちをして俺を睨む。

			　だが、すぐに口角を上げて言った。

			「ま、いいっすよ。それでも。んじゃ皆、依頼に行こうか」

			　アルバートは回れ右をすると、ギルドの扉のほうへ向かった。ぞろぞろと、アルバートについて行く男たち。

			「ボーン……ティーネさんを奴(ど)隷(れい)に……したの？」

			　リーカネルは、明らかに動揺しているのがわかる顔で聞いてきた。

			　さっきの話も聞いていただろうし、嘘をつく理由もない。

			　俺は頷きながら、

			「そうだ。おまえはあいつらとパーティーを組んだのか？」

			「え、ええ。そうすれば、ランクの昇格も早くなるから」

			　リーカネルは、あいつらの本性を知らないのだろう。

			「でも、よかったわね。やっぱりボーンはすごいわ。……じゃあ頑張ってね」

			　リーカネルは、俺に背を向けた。

			　イシア、と呼ばれていた少女もチラチラと俺を見ていたが、やがて黙って後を追った。

			「ご主人様、リーカネルさんって方、なかなかの力量を感じましたけど、たぶんマズいですよ」

			　ティーネが、すべてを察したような言い方をする。

			　今まですごい影の薄かったフィロも、それに同意をした。

			「あの男たち、あれだけではないの。別な臭いもしたのじゃ」

			　リーカネルは、幼少のころから一緒にいた。情がないわけでもない。

			　余計なお節介、というわけではないよな……。

			「ついて行くぞ」

			　リーカネルには、王国に来てからいろいろと手助けをしてもらった。ここで彼女を助けたってメリットは別にないが、恩は返しておくとしよう。

			「わかりました！」

			「もちろんじゃっ」

			　ティーネとフィロは、それぞれ頼もしい反応をしてくれた。

		

	
		
			　

			一瞬で終わった

			　

			　このあたりの地理には詳しくないから、今いる場所の名前はわからない。

			　わかるのは森の中、ということくらい。木が鬱(うつ)蒼(そう)と生い茂り、ジメジメとしている。

			　薄暗く、真っ昼間だというのに視界が悪い。

			　魔物や獣の鳴き声がうるさい。

			　なるほどな、やつらからしたら絶好の狩場ってわけだ。

			「あ、いましたよ」

			　ティーネが前方を指差す。たしかに、人影が幾つか見えた。

			　俺は適当な茂みに隠れて、彼らを見た。

			　

			　リーカネルが殺気立った様子で剣を構えている。

			　もう一人の、たしかイシアとかいう少女は、腹を押さえながらも、杖で魔法陣を作り出していた。

			　そんな二人を囲んでいる、数人の男たち。

			　リーカネルが、アルバートを睨みつけながら口を開いた。

			「どういうことか、説明してもらえるかしら!?」

			「こんな状況になっても、そんなことを聞くのかよ。目的は一つに決まってんだろ？」

			　ニタァっと、思わず鳥肌が立ちそうな気持ち悪い顔で笑うアルバート。上の前歯から、粘り気のある涎(よだれ)が垂れている。

			「大人しくすれば、すぐに終わるって。今回は良い経験だったって思えばいいさ」

			「……ッ！　ごめんね、イシアちゃん……私がパーティーに誘わなければ……」

			「い、いえ。気になさらないでください……！」

			　そう言いながら、二人は剣と杖を構え、徹底抗戦の様相だ。

			　アルバートは両手を顔の横まで持ち上げて、「やれやれ……」とため息をついている。

			「めんどうだ、おまえたちやれ」

			　そして、冷酷に言った。

			　しかし、彼の後ろにいる男たちは動く気配がない。

			「いますね」

			　ティーネが言った。

			　彼女の視線は、リーカネルとイシアの後ろ側を見ていた。

			　――赤い球状の炎。

			　人の頭くらいの大きさのものが、無数に飛び出す。

			　リーカネルは、剣でそれを切り跳ねる。イシアを庇いながら。

			　しかし、背後からはアルバートたちが剣で襲いかかってくる。イシアが水の槍を作って応戦するが、それも簡単に斬り伏せられた。

			　さらに、リーカネルが跳ねのけそこねた火の玉が、イシアの背中に当たる。

			　イシアが「ぎゃっ」と悲鳴をあげて倒れた。

			　ちと遅れたか。そろそろ出るとしよう。

			　

			「はい、すとーっぷ」

			　俺は手をパンパンと叩きながら、争っている彼らの下に近づいていく。

			　動きが止まった。

			「やれ、ティーネ。温情なんてかける必要はない」

			「もちろんでさー！」

			　ティーネは嬉々として、雷剣を作り出した。

			　ティーネが自分たちを倒そうとしている、と勘付いた数人は、それぞれ自分だけが生き残ればそれでいい、とばかりに逃げ出そうとした。

			「あれは妾がやるのじゃ！」

			　フィロが自分から行った。

			　まぁ、そんくらいはしないと一緒にいる意味がないな。

			　フィロは竜の姿になると、翼を大きく広げて男たちを見つけ次第、ブレスを吐いた。

			　結果は、予想していた通りだった。

			「もういないですね、ご主人様っ！」

			「こっちも終わったのじゃ！」

			　雷剣を霧散させたティーネ。

			　幼女の姿に戻ったフィロ。

			　二人が清々しい顔で俺に歩み寄ってくる。

			　二人が俺を攻撃しないことはもちろんわかっているが、それでも、ちょっと逃げたくなるくらいには凄惨だ。

			「ああ……見りゃわかる」

			　首がないやつがいたり、雷に当てられ「ウぐぐぐ」と泡を吹いているやつがいる。アルバートは、両腕両脚を切断されていた。

			　リーカネルは剣を構えながら唖然としていた。

			　イシアは……気を失っているようだ。ちょっとヤバいかもしれないな。

			　俺はイシアのほうへ向かった。

			「おい、大丈夫か」

			　イシアの衣服の背中の部分は焼け焦げていて、皮膚も赤くなっている。血も出ているようだ。

			　だが、魔法耐性を持っているからか、見た目ほどのダメージはないようだ。

			　片方の頬をべたりとつけて地面に横たわっているイシア。俺は頬をぺちぺちと叩く。

			「おーい。大丈夫かー」

			　意識が飛んでいるやつには、これが効果的だ。

			　他には、腕を持ち上げると良いらしい。

			　俺は数回ほど、イシアの柔らかい頬を叩いた。

			　しかし、なかなか起きない。イシアよりも先に、リーカネルが我に返った。

			「ちょっ、なんでここにいるのよ、ボーン！　それにティーネさんまで！」

			　リーカネルは、剣を握ったまま興奮した様子で言っている。ちょっと怖いから、放っておこう。

			　俺は、火傷している背中に負担がかからないようイシアを抱き上げた。普段、鍛えてない俺でも、簡単に持ち上げられるほど軽い。

			「ティーネ。そこら辺の男の服を取って、イシアに被せて」

			「かしこまりました！」

			　ティーネは、ビシッと軍人のように敬礼をすると、雷剣を霧散させた。そして、まだ形が残っている服を死体から引っぺがすと、イシアの背中に被せた。

			「一度、街に戻って治癒師に見せるか」

			「あ、それならリアに任せたらいいと思いますよ。あの子、治癒魔法がすごい得意なので」

			　正直な気持ち、もう屋敷には戻りたくないのだが……。イシアの容態を見れば、そんなことを言ってはいられないか。

			　それに、リアの腕前は経験済みだしな。

			「リーカネル」

			　俺は、振り向きながら言った。

			「な、なに」

			「行くぞ。ここにいても良いことなんてないぞ」

			　ゴミどもが放つ血の臭いで、魔物たちが集まってきている。

			　それくらいなら、俺にでもわかる。

			「えっ、ぅ……うん」

			　リーカネルは動揺している様子だが、頷いて俺のあとについてきた。

			「ま、待て！　待ってくれぇ！」

			　男の声。アルバートだ。

			　四肢が消え、まるでミノムシのようにもぞもぞと動いている。

			「このままだと死んじまう……助けろ！　助けてくれえ！」

			　こんな状態になっても、状況はちゃんと理解できているようだった。

			　魔物がやってくれば、男たちはタダじゃ終わらないだろう。

			　餌になる。それが、行動不能になった彼らに残された、最後の選択肢。それをアルバートはちゃんと理解している。

			　俺は聡明なアルバートに言った。

			「お疲れ」

			　それから、俺は振り返ることなく森を後にした。

			　しばらくして、アルバートや他の男たちの悲鳴が森の中から響いてきたが、俺はとくに気にすることはなかった。

		

	
		
			　

			屋敷に戻った

			　

			　肩まで伸びた青髪の少女が、ベッドの上で寝ている。苦しそうな表情は消え、今は穏やかになっている。

			　ベッドの横にいるのは、俺とリーカネル。

			　ティーネとフィロは、治療を終えたリアに誘われて飯を食いに行った。

			　リーカネルと俺は、ベッドを挟んで相対するよう椅子に座っていた。

			　しばらくして。リーカネルが重たい口を開いた。

			「……どうしてよ」

			　無理やり絞り出された一言。彼女は、意地でも俺と目を合わせようとしない。

			　リーカネルの言葉には大事な部分が省略されていたが、俺は一瞬でなにを言いたいのか理解することができた。

			『森で、どうして自分を助けたの』

			「理由、ね」

			　俺はぽつりと呟いた。リーカネルは、驚いたような顔になった。

			　俺が返事をするとは、思わなかったのだろう。

			　俺のことを捨てたのだから、自分を恨んでいるかもしれない、って思っているのだろう。

			「そんな大層な理由なんて、いらんだろ。おまえと俺は、長い付き合いだ。それに、おまえには恩もあるしな」

			「……っ！」

			　リーカネルが、握り拳を作って立ち上がった。

			　反動で、ガタンッと音を立てて椅子が倒れる。

			「私は貴方とパーティーを解散して、縁を切ったのよ……？」

			「ああ、そうだな。非力な俺を見捨てるなんて、良い女だ」

			「わかってるなら、どうしてッ！」

			　リーカネルは、ようやく俺と視線を合わせた。瞳は震えていて、涙をたくさん溜め込んでいた。

			　どうしたらいいのか？

			　謝らないといけない!?

			　こんなことなら、助けてくれなくてよかった……。

			　そんな気持ちで溢れた、悲しそうな目だ。

			「言っただろ。俺とおまえは、長い付き合いだからだ」

			「――ぁっ……ぅ……」

			　俺とリーカネルは十数年、一緒にいた。それに、王国に来てからは、ずっとリーカネルに守ってもらってばかりだった。

			　俺の腕っぷしが弱いから仕方ない、と言えばそうなのだろうけど、でもリーカネルも人だ。いい加減、嫌になることくらい、あっただろう。

			　リーカネルは、まるで吹っ切れたかのように、人目もはばからず泣き出した。長い髪が顔を隠していたが、表情はなんとなく想像できた。

			　俺は別に、リーカネルを恨んではいない。

			　リーカネルに捨てられたのは、そもそも弱い俺が悪いからだ。リーカネルを恨んだところで、それは逆ギレだろう。

			　だから、俺は彼女を慰めることはしない。ましてや、復讐なんかもしない。

			　今は、彼女がやりたいようにすればいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくしてリーカネルは泣き止み、椅子を戻して座りなおした。

			　これでようやくちゃんと話ができる、と思ったが、また目を合わせてくれなくなった。

			　頬は紅(こう)潮(ちよう)している。

			　泣いている姿を俺に見られたのが、恥ずかしいのだろう。

			　まぁ、別に今さら、彼女と話なんてしなくていいか。

			　俺は、そんなことを思ってイシアのほうを見ていると――。

			「う、うぅん……」

			　都合のいいタイミングで、イシアが目を覚ました。

			　それを見て、リーカネルがまた立ち上がった。今度は椅子は倒れなかった。

			「イシア！」

			「リーカネルさん……？　それにもう一人の方は、ギルドにいた……」

			　イシアの瞳が俺を捉える。

			「俺はボーン。リーカネルの古い知り合い、みたいなもんだ」

			「ボーンさん……ですか」

			　イシアが俺の名前を呟いた。

			　しかし、顔はどんどんと青白くなっていく。

			　それは、俺の名前を知っていたからではなく、寝ぼけていた脳が、さっきまで自分が眠っていた原因を思い出したのだろう。

			「……すまない、イシア。私が誘ったばかりに」

			　リーカネルも、やはりイシアの表情の変化に気が付いたようだ。

			　森でも同じようなことを言っていたが、あのときとでは意味合いも違ってくるだろう。

			　イシアは、そんなリーカネルを見て口角を上げた。

			「大丈夫……ですよ」

			「はい、それ嘘」

			「えっ？」

			　イシアの言葉に、俺はつい口を挟んでしまった。

			　しかし、イシアの表情を見れば、そう言いたくなる。

			　口角が上がっている。それも、かなり上に。目は伏せていて、悲壮感漂うオーラを纏(まと)ってはいるが。

			　イシアは、少女ながらにして卑劣な罠にハメられた。それもかなりのものだ。

			　彼女が今までどんな人生を送ってきたか知らないが、あれで傷つかない少女なんていないだろう。

			「辛かっただろ。もう大丈夫だ」

			　それは、イシアの目を見ても明らかだ。

			　もう大丈夫。

			　清潔感溢れるベッドの上でゆっくり寝ている。なにより、あの男たちがいない。

			　イシアの瞳からポロリと――。

			　――今日、俺は二回も女の涙を見てしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷の前には、俺とリーカネルとイシアがいた。

			「イシアは、背中に違和感があったら、すぐに治癒所な。あとリーカネルは、今度から怪しいやつらについて行くなよ」

			「「……」」

			　俺は二人の反応を見て、つい苦笑いをしてしまった。

			　イシアとリーカネル、二人とも、俺と一切視線を合わせようとしないのだ。それどころか、言葉すらも交わそうとしない。

			　やはり、涙を見られたのが恥ずかしいのだろうか。

			　紅(こう)潮(ちよう)している二人の頬を見て、やはり羞(しゆう)恥(ち)心(しん)なのだろうと予想した。

			　しかし、こうも返事がないと、やりづらい。

			　いや、もうそのまま黙って行くなら、それでも良いんだ。ただ、二人とも一向に俺の前から立ち去ろうとしない。

			　ずっと、無言で立っている。俺のほうを向いて。でも視線は合わせない。

			　ここでこうして、ずっと立っているのはまずいだろう。

			　仕方ないので、俺から言うことにした。

			「じゃあそろそろ……」

			「ボーンっ！」

			「んんっ！」

			　リーカネルが急に大声を出したので、思わずきょどってしまった。急にビビらせないで欲しい。心臓に悪いから。

			　そんな俺の思いなんて、わかっていないだろうリーカネルが続ける。

			「あの……今さらで言い訳になるかもしれないけど……私は最終的に、ボーンが頼ってくると思っていたの。どうせ金が足りなくなって、私のところに戻ってくるだろうって……」

			　まるで神の前で懺(ざん)悔(げ)する子供のように、リーカネルが必死に言葉を紡ぐ。

			　金がなくなったら、リーカネルの下に行く。

			　うん。たしかにそうかもしれない。

			　カジノで全財産を賭けた勝負に負けていたら、俺は迷いなくリーカネルの下に戻っていただろう。

			　やはり幼少のころからの仲だな、俺のことをよく知ってらっしゃる。

			「それで私ね、ランクを上げて……ボーンが家で安心して暮らせるようにって思って……」

			　ああー。

			　リーカネルの言いたいことは、なんとなくわかったぞ。つまりあれだ、俺を養ってくれるということだ。

			　俺を見捨てたのは、そのための作戦ってことか。

			　パーティーを解散して効率よくランクを上げておき、俺が自分の下に戻ってきたら養う。素晴らしい考えのようだ。

			　将来有望なリーカネルだ。

			　ぶっちゃけ、彼女に養ってもらえるなら不安が一切ない。

			　だが、今、俺にはティーネがいる。

			　とりあえず、俺は言葉に詰まっているリーカネルの頭を撫でた。

			「ありがとな。やっぱり、リーカネルは俺のことを考えていてくれてたんだな」

			「――！」

			　あ、目が合った。

			　と思ったら、さらに頬を真っ赤に染めて、再び目を逸らされた。

			　やっぱりまだ、恥ずかしいみたいだ。

			「あっ、あの。ボーンさん！」

			「ん？」

			　イシアだ。

			　彼女はリーカネルと違って、ちゃんと俺と視線を合わせた。

			「私ちょっとだけですけど、魔法の腕に自信あります！　私も、ボーンさんを安心して暮らせるようにすることができます！」

			　妙に張り切って、イシアが言う。

			　なんだろう。リーカネルに便乗でもするつもりなのだろうか。

			　しかし、そう言われて嫌な気持ちはない。

			「ありがとな」

			「はい！」

			　イシアが力強く頷いた。

			　それから二人は帰り際に、「ランクを上げてまた来るわ（来ます）」と、声を揃えて言った。

			　なんのことやらさっぱりだが、また会いたい二人ではあるから、「また会おうな」と返しておいた。

		

	
		
			　

			晩飯で

			　

			　ご飯を食べる光景は何度も見たが、やはりこれは異質と言わざるを得ないだろう。

			　本当に、体のどこにそれだけの量を収めているんだ、ってくらい、ティーネやフィロは、肉やらパンやら野菜やらを、黙々と食べている。

			「そういえばボーンさん、あの二人は大丈夫でしたか？」

			「ああ、おかげさまでな」

			　大人しく静かに食事をしていたリアが、顔を上げて聞いてきた。

			　まったく、ティーネやフィロにも、これくらいお淑(しと)やかさがあってもいいんじゃないか。

			「そうですか。ちなみに、ボーン様と彼女たちは、どういったご関係だったのですか？」

			　リアが重ねて尋ねてくる。

			　そういえば、イシアのことに関しては、なんの情報もないんだよな。

			　今回の件が、唯一の手掛かりといったところか。

			「青髪のほうは今日が初めてだったな。イシアとか言ってたが」

			「赤髪は？」

			「王国に来たときに手助けしてもらった仲だよ」

			　王国に来る前からの付き合いではあるが、間違いではない。

			「そうですか。そういえばボーン様は今までなにをなさっていたのですか？」

			「あっ、そえわらひも気になるーっ！（それ私も気になるーっ！）」

			　リアの問いに、ティーネが肉を口に挟みながらテーブルに乗り出してきた。

			　ふむ……。

			　まぁ当然、気になるよな。

			「男はちょっと、ミステリアスなほうが良いって言わないか？」

			　とりあえず誤魔化してみるか。

			「たしかに！　でもご主人様なら、なんでも魅力的ですよーっ！」

			「みすてりあす！　妾もそれがいいのじゃ！」

			「いや、仮におまえが黒竜だってことを隠していたなら、謎めいていただろうが、おまえは出会った初っ端から、全然バレてたろ」

			「じゃあ今から隠すのじゃ！」

			「無理だろ」

			　相も変わらないむちゃくちゃな物言いだ。

			　今さら、どうやって対応すればいいんだよ。

			「でもボーンさん、やっぱり深く知らないと深い仲にはなれないと言いますでしょう？」

			　せっかく話が逸れたと思ったのだが……。

			　リアは、思い通りにことを運ばせてくれないようだな。喰らいついて離してはくれない。

			「まぁ、それじゃ、おいおいな」

			「おいおいですか？」

			「ああ、一気に話したんじゃ味気ないだろう？」

			「それもたしかにそうですね」

			　リアが笑みを浮かべながら頷く。その表情には、絶対に真相を探りだしてやろうとする意思が感じられた。

			「えー。私はちょっと気になっていたんですが……」

			　ティーネが物足りなそうな顔で、俺を見てきた。

			　フィロも興味津々な様子で、肉を食べながら耳を澄ませている。

			　おいおい、俺の過去は酒の肴になるような話ではないぞ。

			「俺なんかよりもティーネのことを教えてくれよ。Ｓランクになるまでの道のりとかさ」

			　そう言うと、存外に悪くない話題だったのか、ティーネが機嫌よく頷いた。

			　ひとまず、話を逸らすことには成功したようだ。

			「いいですよ！　えへへー、話すと長くなりますがっ」

			　そりゃ、話すと長くなるだろう。

			　Ｓランクは、伝説級の人物くらいしかなれないのだから。

			　しかし、まぁそれはそれで構わない。話を逸らすことには成功したのだから。

			　誰にだって、知られたくない事情の一つや二つくらいはあるものだろう。

			「あれは、私が入りたてのときのことでした――！」

			　夕食の席で、ティーネのなかなかすごい話が披露された。

			　

			　結局、今夜はもう俺の過去について聞かれることはなかった。

			　リアも、くどくど言うほどではないと判断したのだろう。

			　俺としても、そうしてくれると面倒がなくて助かる。

			　まぁ、別に話してもいいことなんだがな。

			　勘違いされてたりしたら、王国にいることができなくなってしまうかもしれないから、注意しなくてはいけない。

			　そんな俺の思いを知ってか知らずか、翌日にはまた面倒が転がりこんできた――。

		

	
		
			　

			王子降臨

			　

			　イシアとリーカネルを見送って一日が経った。

			　ついに決行のときが来た。

			　黒竜退治の依頼金をついに使うのだ！

			　リアの監視がある中では、ティーネに手を出しづらかったが、今日という今日はこの屋敷を出て行く！

			　なんて、思っていたんだけれども。

			「ない。金が……ない」

			　俺の部屋には、タンスが一つある。

			　そこには、俺の服などが入れてある。そして、畳まれた服の一番下に、ティーネが稼いできた金の入った麻袋が隠されているはずだった。

			　しかし、それがない。

			　おかしいぞ。

			　くそ……昨日はちゃんと確認した。しかも寝る前にだ。

			　ならどうして……！

			　コンコン。

			　軽快に扉がノックされた。

			　いつもリアが起こしに来るから、今朝もきっと彼女だろう。

			　くるくるに巻いた二枚のロールツインテールに、端麗な容姿の少女が部屋に入ってくる。やはり、現れたのはリアだった。

			　それだけだったら問題はない。

			　だが、俺は初めて奇妙な違和感を覚えた。

			「あら、おはようございます。ボーンさん」

			　リアは、悪魔の笑みを湛えている。

			　俺の勘が言う。

			　こいつだ。リアが、俺の金をくすねやがった。

			　だが、真正面から「おまえが俺の金を盗んだ犯人だ！」なんて、証拠もないのに言えるはずがない。

			　ひとまず笑顔を作って、なにも気づいていないフリをしてやろう。

			「ああ。おはよう、リア」

			「朝食ができているので、リビングにてお待ちしておりますね」

			　リアがくるりと回転すると、俺にそう告げた。

			　彼女の勝ち誇った笑みが、とても憎たらしい……！

			　だが変わらない！

			　今日、また依頼を達成して、宿を取ればいいのだ！

			　金がなくなったところで、結果は変わらない！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フィロとティーネが、口いっぱいに飯を頬張っている。

			　それも朝なのに、山盛りの肉を食べている。

			　竜であるフィロは、まぁなんとなくわかる。

			　幼女並みの小さい身体には入らないだろ、ってレベルの量の飯を食べているが、まぁまだわかる。

			　だがティーネ、おまえは人だろ……。

			　自分の体よりも大きいであろう肉を、どうして食べれるんだ。しかも、貴族なのにテーブルマナーがなっていない。

			　なんてやつだ。

			　そんなことを思いつつ、俺はスープにパンを浸して口に入れる。

			　リアはサラダにフォークを刺して、口に運んでいる。

			　彼女はいかにも貴族の令嬢風の立ち居振る舞いだ。どこに出しても、恥ずかしいことはないだろう。

			　俺とリアだけが、まともなマナーで食事をしている。

			「ひょういえば（そういえば）ごしゅじんしゃま（ご主人様）」

			　肉をモグモグ噛みながら、ティーネが俺のほうを向いて喋(しやべ)る。

			「食べ終わってから口を開け！」

			「（ごくりっ）いや～えへへ。それで、この前、ギルドで達成した依頼のお金はどうされました？　なにやら宿か家を買うと仰ってましたが」

			　恥ずかしそうに笑って、俺に言うティーネ。

			　――瞬間。

			　俺は、今朝の部屋の風景を思い出す。

			　空気が、固まった気がした。

			　いや、もしかすると俺の錯覚かもしれない。

			　しかし、リアが使っているフォークと皿が当たる金属音が鳴らなくなった。

			　ティーネの言葉に反応したということは、リアが犯人であることは間違いないようだ。

			　逆に、犯人なのになんの反応もなかったほうが恐ろしいから、これくらいの反応を見せてくれたほうが可愛いもんだ。

			　だが、俺も妙に緊張して、言葉に詰まってしまう。

			　フィロは気にすることなく、食べていた。

			　ティーネも次の肉を頬張っている。

			「あれか……どうなったんだろうな。昨日まではあったはずなんだが、ついさっき確認したら、なくなっていたよ。もしかすると、泥棒にでも入られたのかもしれないな」

			　俺が軽い感じでそう言うと、

			「いやそれはないですよ！　この屋敷に誰かが入ろうものなら、私が気づきます！」

			「そうじゃ。妾も、知らぬ臭いが近づいてきたら、さすがに気づくのじゃ！」

			　誇らしげに、彼女たちがそう言う。

			　……おう。

			　おまえらの便利な性能は理解している。

			　だが、別に今、それを誇らなくてもいいんじゃないだろうか。

			　おまえたちは、『外部ではなく内部の犯行です！』と言っているようなものだぞ。

			　てか、フィロにタンスの臭いを嗅がせれば、それでいいのだが……。

			　リアには今まで世話になっているから、あまり不憫なことはさせたくない。

			　ひとまず言えることは、今、リアの動きが完璧に止まっているということだ。
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			　根が良い人すぎるせいか、こういった些細な悪事でも、動じてしまうのだろう。

			　哀れと言うか、自業自得と言うか……。

			　さて、ティーネとフィロを連れて、さっさとギルドにでも行くか、なんてちょうど考えていたときだった。

			『ここはローオット家の屋敷で間違いないか！』

			　怒声と勘違いしてしまいそうな大声が、外から聞こえてきた。

			　今回はフィロのときと違って、しゃべっているのは男のようだ。

			　しかも――結構な大人数だな。

			　甲冑の擦れ合う音。

			　多数の足音。

			　馬の鳴き声なんかも聞こえてくる。

			　しかし、ティーネやリアの属するローオット家は貴族だしな。

			　これくらいならば普通なんだろう、とか思っていたが、そうでもないようで、

			「外、すごい騒ぎですね。ご主人様」

			「なにやらたくさんの人族がおるみたいじゃぞ」

			　ティーネは、なぜかワクワクしながら。

			　フィロは、鼻をクンクンとさせながら。

			　この二人が、真っ先に反応した。ちょうど、侵入者とかの話をしていたからだろう。

			　リアは金を隠した罪悪感からか、反応が少し遅れた。

			「あっ、私が出ますね！」

			　リアがスプーンを置いて、立ち上がる。フィロとティーネは気にせずに、肉を食べまくっている。

			　俺はサラダのプチトマトに、フォークを刺した。

			　徐(おもむろ)に、中身が出かかっているプチトマトを口へ運ぼうとしていると、リアが戻ってきた。

			　彼女の後ろには、黄金の甲冑に身を包んだ男たちが三人と、豚面のなんかバカそうな顔をした、小さい王冠を被った少年がいた。

			「あれ、リステージ様だ」

			　ティーネが少年を見て言った。

			　リステージ・ジュリゴン。

			　あんまり世俗に興味はない俺の耳にも、よく入ってくる名前だ。

			　そう、彼はこの王国の王子だ。

			　それはそうと、プチトマト美味ぇ。

		

	
		
			　

			お帰りでーす

			　

			　リステージは、リアをすぐそばに従えながらティーネに言った。

			　面倒くさそうに、不(ふ)遜(そん)な態度で。

			「このたび、勝手ながら、【聖女】であるリアと婚約をさせてもらった」

			「もぐもぐもぐ」

			　リステージと視線を合わせているというのに、ティーネは一向に返事をしようとしない。

			　まさか、ティーネが考え事をしているというのか……。

			　……なんてわけがなく。

			　ひたすら肉を咀(そ)嚼(しやく)しているだけで、元から返事をするつもりがないみたいだ。

			　彼女は首を小さく傾げていて、「なんで私に言うの？」というような表情をしていた。

			　さすがに、空気が冷たくて静かすぎた。

			　リステージに遣えている騎士の、カチャカチャと甲冑を鳴らす音が空気を打ち破った。

			「ティ、ティーネ殿。あなた様には、それなりの権限があると聞いております。今回の婚約はこちらの一方的かつ急なお願いですが、どうかご許可をいただきたく……」

			　甲冑を着た男が、説明をする。

			　おいおい、さっきそこの王子が、「婚約をさせてもらった」って断言してたぞ。なんだ許可って。まだ、婚約してないんじゃないか。

			　ティーネは眉を下げて、いまいち状況がわかっていないような表情で騎士の話を聞いていたが、「許可」のあたりで、ふむふむ、と、頷いていた。

			　俺の勘が、嫌な予感を告げた。

			　もぐもぐと、ひたすらものを喰っているティーネが、俺のほうを見て言った。

			「こひゅひんしゃま（ご主人様）ぱふれす（パスです）」

			　おぅ……。勘が上手く働いてしまった。

			　今までフィロと同様に存在を消していたのだが、ティーネのせいで、部屋中の視線を集めてしまうことになった。

			　フィロと、俺に責任転嫁したティーネは、相変わらず飯を食らい続けている。

			「失礼ながら、あなたは？」

			　甲冑を着た男が、おずおずと俺に尋ねてきた。

			　そりゃそうだろう。

			　貴族の一人に「ご主人様」と呼ばせているのだ。つまり、この場において、リアの婚約を許すかどうかの話をつけられる立場なのだ。

			　ってか……。

			　仮にも一国の王子だ。そして、こいつはバカだったとしても側近の騎士だ。余計な知識を持っている可能性が高い……。

			　とりあえず、作った笑顔を張り付けながら、俺は手に持っていた食器をテーブルに置く。

			　そのまま立ち上がると、騎士は警戒したように構えた。

			「初めまして。私は、ティーネの主人をやっているボーンと申します」

			「ん、お、おう……ボーン……？」

			　騎士が俺の名前に反応した。

			　しかし、それは俺の名前を知っている、というわけではなく、ティーネほどの冒険者を従えることができる人がいるのか、と驚いたのだろう。

			　騎士が反応する前に、王子が慣れ慣れしく俺のそばにやって来た。

			「初めまして、ボーンとやら。貴様がこの屋敷の主であるならば、話を進めてくれないか？　あまり時間がなくてな」

			　リステージは自信たっぷりな笑顔で俺に言う。どうやら、リステージは断られると思っていないようだ。

			　こいつ、隙見せまくりだろ。

			　王子とはいえ、これはひどいな。小さな商いすら、できなさそうだ。

			　やつに付き従っている騎士たちも、「こいつ本当に口軽すぎない……!?」って雰囲気を醸(かも)し出している。

			　まぁ、別にいいか。

			　リステージの言う話というのは、リアとの婚約の件だろう。

			　バカな王子には、たしか一人の妹がいたはずだ。

			　おそらく、リステージはその妹と、王位の継承で争っているのだろう。

			　本来であれば争う必要もないくらいに、男であるリステージのほうが有利なのだが、こいつの話し方を見ていたらハッキリわかるな。

			　妹の王女に、頭脳は相当劣っているんだろう。

			　そんで、妹に打ち勝つ手段の一つとして、リアを嫁に取りたいのだろう。

			　この王国では、数々の英雄が輩出されてきた。【勇者】【聖女】【剣聖】【賢者】……などなどだ。

			　その一つにリアが選ばれていたことには、驚いた。

			　まぁ、ローオットの生まれであり、リアの回復魔法の腕も身をもって体験済みだから、よくよく考えれば、なくはない話だとわかる。

			　ってか待てよ。ならティーネも、なにかあるんじゃないだろうか。

			　絶対に【賢者】はないとしても、それこそ【剣聖】や伝説の【勇者】なんてものも……。

			　……まぁ、今は置いておこう。

			　それよりも、リステージだ。

			　ティーネとは婚約しようとしないのは、おそらくティーネが長女だからだろう。

			　ローオット家に他の子息がいないから、ティーネは婿(むこ)を迎える必要がある、という配慮だろうか。

			　だから次女であり、【聖女】でもあるリアを自分の陣営につければ、リステージは多少ながら有利になれると踏んだのだろう。

			　適当に考えてみたが、こんな感じだろう。さっき「時間がない」とか言っていたし、この説がやはり有力だ。

			　そんで、ここで俺が取るべき選択肢。

			　というか、元から選択肢なんて一つしかないけど。

			「俺はティーネの主ってだけで、リアの今後を決める権利なんてもっていない。リア自身が決めればいいことだ。良いなら良い、嫌なら嫌と、そう言えばいい」

			「私は……」

			「一令嬢に、そんなことを決める権利があるとでも思っているのか！」

			　リアが返答をする前に、豚王子のリステージが口を挟んできた。ふんぞり返るような、随分とお偉いサンのような態度だ。

			「そもそも俺は王子だ。そんな俺が、自分に嫁いでもいいと言っているのだぞ？　断られるわけがない。リアの意思で決めていいのなら、もう答えは決まっているだろう！」

			　なるほど。

			　王国の王子、リステージはこんな性格なのか。肩書だけの七光りで、傲(ごう)慢(まん)に成長してしまった類のやつだ。

			　けど、リアも自分からなにを言うわけでもなさそうだ。

			　リステージの言うがまま、って感じがする。

			「それでは俺はこれで行く。用件は終わったのでな！」

			　そう言って、リステージがリアの手を掴んだ。

			「まぁ待てよ。俺には権利なんてないが、リアの意見を聞き届ける必要はある。どうなんだ？　リア」

			　流されるまま、ってのは、リアの意思とは違うような気がする。

			　ティーネも不満そうだし、一度、しっかりとリアの意見を聞いておかないといけないだろう。

			「私は……。一方的に決められたことは、受諾しかねます。少なくとも、お父様の同意はいただきたく思います」

			「はぁぁー？　貴族が王族の決定に逆らうってのか!?」

			　リアの言葉に、リステージが怒鳴った。

			　どれだけ短気なんだ。

			　段々、俺も苛立ってきた。

			「逆らうというわけじゃないだろ。ちゃんとした手順を踏んでこい、ってことだ」

			「貴様……ッ！　なんだその態度は！　俺は王子なんだぞ！」

			「なんだろうな。口調は気分で変わるんだ。悪いな。そんじゃあ、リアも嫌だって言っていることだし、さっさと帰ってくれ」

			　ブチっと、血管が切れる音がした。

			　どうやら、王子は本格的に怒ってしまったらしい。

			「おまえたち！　この無礼なやつを取り押さえろ！　リアも王城へ連れて行くぞ！」

			　騎士たちも王子の命令には逆らえないようで、ビビりながらも剣を抜いた。

			　ビビっている理由は簡単だ。

			　ティーネが、肉を喰いながらこっちを見ているからだ。

			「出番だ、ティーネ」

			「あいあいさ！」

			　雷剣は持ち出さずに、指で撫でるように横に一線した。

			「「「あ、あがががが……！」」」

			　重い放電、とでも言うのだろうか。もはや、雷とも言える静電気の集合体が騎士たちとリステージを麻(ま)痺(ひ)させた。

			　とはいっても、数人は感電せずに立ってはいるが。

			「そんじゃ、おまえたちはそいつら連れて帰りな」

			「「は、はい!!」」

			　俺の命じた通りに、騎士たちはリステージや感電した他の騎士たちを引きずって帰って行った。

			「ちょっと、マズいことをしたかもしれません」

			　唐突にリアが言ってきた。

			　リステージに無礼を働いたことではないだろう。

			　元はと言えば、先に吹っ掛けてきたのはあいつだ。ローオットは上位貴族にあたり、その令嬢が拒んだというのに、あいつはしつこく続けてきた。

			　ならば別のことだろう。

			「マズいこと？　そりゃどういうことだ？」

			「実は、王国の現王が次代の王を決めるという催しが、今日、行われるそうなんです。王女のミルナ様や、先ほどの王子リステージ様の側近以外は、貴族でも参加できない、かなり隠密なものらしいのですが」

			「だからあんなに焦っていたんだな。ってか、あの焦り方なら決まったも同然だろ。王女のミルナってやつが、次王で決まりだろう」

			「だと思いますが……リステージ様や他の支援貴族が、変な気を起こさなければいいのですが」

			　不安げにリアが呟いた。

			　まぁ、あれほどのバカさ加減なら、裏で操りたいと考える貴族は山ほどいるだろう。

			「人の問題は面倒臭そうなのじゃ」

			　ごくんっと肉を丸呑みしたフィロが、ぼそりと言った。

			　そういえば、フィロも立場的には王族なんだよな。まったくそうは見えないけど。

			「それと、ボーン様。先ほどはありがとうございました」

			「気にするな。世話になってるからな」

			「……でも」

			「おう？」

			「お姉さまの貞操は守りますからね」

			　ニッコリとリアが微笑んだ。

			　恩を仇で返された気分になった……。

		

	
		
			　

			今日はもう寝ようと思います

			　

			　朝食を終えて部屋に戻る。

			　ティーネも一緒だ。壁際にベッドがあり、俺はそこに座った。

			　ティーネは、扉の近くに立っている。

			「ご主人様、今日はギルドに行かないんですかー？」

			「ん、ちょっと考え事をな」

			「考え事ですか？」

			「ああ……」

			　単純に、先ほどのリアの件についてだ。

			　現状、最大の障害物は彼女であることは間違いない。

			　ローオット家の次女であり、ティーネを守ろうとする姿勢、それは王国内にいる以上……いや、他国にいても、かなりの面倒な存在だ。

			　王国に敵対する国にでも行かない限りは、どこに行ってもすぐにバレてしまうだろう。そして、捕まってしまう……。

			　敵対する国といって一番に思い当たるのは、帝国かその傘下の国々だ。

			　……ノーだな。帝国も、その傘下の国々も。

			　とまぁ、なんとか打開策を考えていると、ティーネが言った。

			「よかったです……ちょっと体調が悪くて、本領発揮できそうになかったので」

			　そう言うティーネの顔は、ほんのりと青白かった。いかにも体調が悪そうな感じだ。

			「そういえば、朝食もロクに取っていなかったのじゃ」

			　フィロが急に背後に現れた。

			「うぉうっ」

			　いや……どうやって忍び込んだんだ？

			　俺の後ろは壁だし、前は完璧に見えているのに……。

			　まぁ、人外だからもういいや……。

			　それよりも、ティーネ、朝食めっちゃ食ってなかったか？

			　俺の記憶では、華奢な体以上の大きさの肉をむさぼり、豚王子が来たときも、両手に肉を持って元気そうだった覚えがあるのだが。

			「うーん……今日はもう寝ようと思います……ごめんなさい」

			「おう。今日は外に行くこともないだろうから、ゆっくりと休んどけ」

			　俺の言葉に頷くと、ティーネは千鳥足で自室へと向かっていった。

			　さてさて、頭の中にはまた、リアの件が蘇る。本当にどうしたものかね。

		

	
		
			　

			クーデター

			　

			　ティーネが倒れて数日が経った。

			　看病に当たっているリア曰く、順調に回復しているそうだ。しかし、俺のほうはいまだにリアの件について対策が思い浮かばなかった。

			　そんな折だった。

			　また、ローオット家の屋敷の扉が、一人の来客によって開かれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミルナ・ジュリゴン。

			　桃色の髪を持つ、見目麗しい美少女だ。

			　そして、家名にあたるジュリゴン。リステージと同じこの家名は、王の一族に与えられるもの。

			　つまり、ミルナは王女だ。

			　ミルナは屋敷の客室に通され、リアと、なぜか俺までもが顔を合わせることになった。気づけばフィロもいるし……。

			「それでミルナ様。このたびは、いかがなさいましたか？」

			「はい。もうすでにご存じかとは思いますが、次代の女王として、私が選ばれることになりました」

			　うお！　まじか!!

			　ってことは、あの豚王子は結局沈んだのか。

			　……まぁ、あんなのを王に選ぶくらいなら、どこかの家から養子をとったほうが数倍マシだもんな。

			「まぁ、それはおめでとうございます。ご祝祭の日には、改めて粗品をご用意させていただきますね」

			「……いえ、今日来たのは別の話がございまして」

			「？　別の件？」

			「実は愚兄がクーデターを起こしていると、王国の諜(ちよう)報(ほう)部隊から連絡がございまして」

			「クーデター？　しかし、その程度なら、現王様がなんとかなさるのでは？」

			「はぁ……本当に身内の愚かしい話ではありますが、父上はこのたびのクーデターは傍観するとのことでして……」

			「え？　……え？」

			　リアは、戸惑いのあまり言葉をうまく繋げなかったようだ。

			　それもそのはずだ。

			　次王を決めるのは現王の独断で、諸々を判断したうえで決断するもの。

			　つまり、現王がミルナとリステージの今後を決めたのに、その後のことは自由にやってくれってこと。しかも、自分は関与しないと。

			　あの豚王子がクーデターを起こしてもたかが知れている、なんて考えることができるかもしれない。

			　しかし、バカだからこそ、〝人形〟としては価値が生まれてくる。

			　今回は王様不介入だからなおさらだろう。

			　無責任としか言いようがない。

			「裏で王国を操ろうと企んでいる将や上位貴族の面々が愚兄側に付いてしまい、戦力差で言えばこちら側はかなり不利な状況となってしまいました。あらかじめ情報は入手していたのですが、父側の上位貴族の方々は、動く気配がなく……」

			「なんてこと……」

			　王国も大変だな。

			　神(しん)算(さん)鬼(き)謀(ぼう)でユニークな面々が揃っているのに、それらを操れる男の跡継ぎが生まれなかったんだから。

			　こうして、女であるミルナにしわ寄せがきているのは可哀想だな。

			「ですから、どうかローオット家のご助力をいただきたく！」

			　そう言って、ミルナが俺やリアを交互に見つめた。

			　ここで俺のことを見るということは、俺とティーネの関係も把握しているということか。

			　ミルナの気持ちもわかる。

			　たとえば、仮にティーネがいればそれだけで敵の士気は下がり、面倒な損傷や消耗も少なくて済むはずだ。

			　俺としても、次代の王と決まったミルナに恩を売っておきたい気持ちがある。

			　しかし、

			「ふぃぃ……ご、ご主人様が私を呼んでいるー……？」

			「お、おいっ」

			　ティーネが、扉を開けてフラフラとやって来た。

			　今にも倒れそうで危なっかしい。とりあえず、倒れないよう抱き寄せておく。あ、良い匂い……って、そうじゃない。

			　定期的に体調を気にかけていたが、やはりまだ全然ダメなようだ。

			　戦場を走り回るのは、とてもではないが無理そうだ。

			　無理に戦ったとしても、数分が限度だろう。

			「ミルナ。この通りティーネは病に罹(かか)ってる」

			「！　そ、そうですか……リア様はいかがですか。リア様の癒しの力ならば、傷ついた者たちを癒していただけるのですが……」

			　リアは【聖女】だった。

			　噂では、戦場にいるすべての傷ついた兵を回復させられると――。

			　さすがに、そこまで伝承通りとはいかないだろう。

			　だが、戦場にいることによって、格段に戦力アップが狙えることは間違いない。

			「私はもちろん、微力ながらお手伝いをさせていただきたいと思います。王国のためにあるのが、ローオット家の者ですから」

			　そう言って、リアが敬意をこめた表情でミルナの前に膝をついた。

			　ミルナはどこか暖かい表情で、柔らかい笑みを浮かべた。

			「そう言ってもらえると助かります。ありがとう」

			　神聖な雰囲気だな。

			　歴史の一幕を見ているような、そんな気分になる。

			　そんな場面で申し訳ないが、やはり恩は売っておきたいものだ。

			　俺は、神聖な空気を壊して割って入った。

			「なぁ、俺も力を貸しちゃダメか？　戦力としては役に立たないかもしれないが、他の面ではそれなりに役に立つぞ」

			「ボーンさんがですか……？　あ、いえ……お力を貸していただけるのであれば、とても幸いです」

			　俺が名乗り出たことが意外だったのか、めちゃくちゃ遠慮しているような引いた笑いをミルナが浮かべる。

			　なんだろう。

			　俺ってあれだよな。本当に。

			　ティーネがいないと、ただのダメなやつって印象なんだろうな。ちょっと運がいい程度のカスって。

			　あながち間違いでもないから、否定はしないけどさ。

			「妾も！　妾も行くのじゃ！」

			　フィロが手を上げて、小さい体で自己主張した。

			　ミルナはさすがになんの反応も示さなかったが、俺が助力すると言ったときに似た心情を抱いたことだろう。

			　だが安心して欲しい。フィロを戦場に行かせることはない。

			「おまえはティーネを看病しておいてくれ。万が一になったときは、最後の秘密兵器として使うから」

			　最後の秘密兵器。

			　ミルナ側が負けてしまった場合に、王国から脱走するための移動兵器だ。

			　ティーネが倒れている今こそ、役に立ってもらう。だから、戦場で下手に傷ついてもらったら困るのだ。

			　俺の言葉に、ウッキウッキで勘違いしているであろうフィロは、目を輝かせながら楽しそうに言った。

			「秘密兵器！　かっこいいのじゃ！　それ、妾やる！」

			「おうおう。だからちゃんと、ティーネの看病をしてるんだぞ」

			「わかったのじゃ！」

		

	
		
			[image: p206.jpg]
		

	
		
			　フィロは嬉々とした顔で頷いた。

			　随分とやりやすい。

			　さっそくとばかりに、フィロは小さい身体でティーネを部屋へと運んでいった。

			　

			　さてさて。

			　この千載一遇の大きなチャンス、久しぶりにやる気を出してみますかね。

			　それに、もしもこの一件でミルナに恩を売ることに成功したなら、リアの件もどうにかなるかもしれない。

		

	
		
			　

			　暴露

			　

			　俺、リア、ミルナの三人は馬車の上で揺られていた。前や後ろにも、大層な数の馬車が並んで走っている。

			　なにやら、王が手配したという中立地帯でリステージとお話をするらしい。俺たちは、そこへ向かっているのだ。

			　正直、ミルナは俺のことを若干ながら煙たがっている節がある。

			　まぁ、そりゃそうだ。ミルナからすれば、俺は平々凡々でちょっと運がいいだけの、村人程度の存在なんだから。

			　ちょっとしたおまじないをしてみるとしよう。

			　かなりリスクはあるが、今後に関わる大きな恩を売れるチャンスなのだから、賭けてみて損はないな。

			「ミルナ、ちょっと耳を借してくれるか」

			「耳ですか？　構いませんが……」

			　桃色のサラサラとした髪を持ち上げ、俺はミルナの耳元の近くに口をもっていく。あ、ミルナもすごく良い匂いする。

			　さて、ちょっと危険だが、暴露しよう。

			　俺の過去とか、諸々を。

			　ミルナは王族だから確実に知っているだろう。俺の過去に関する話は。

			「実は俺ってさ――――――なんだよね。覚えてないかな――――のことなんだけど――――」

			「――っ!?」

			　常にポーカーフェイスでいるように鍛えているであろうミルナの目が、見開く。

			　おうおうおうおう。

			　驚きの表情を抑えるのは、ポーカーフェイスをキープする中でもっとも難しい。その感情が露(あらわ)になったということは、めちゃくちゃ効いたようだな。

			「だから、ある程度は手助けできると思うんだよな、側近ってわけじゃなくてもいいから、アドバイザー的な立ち位置にいさせてくれないか？　正直なところ、恩をばんばん売りたいからさ」

			「――」

			　ミルナは、まだ若干ながら呆けている。そこまで驚かれると、逆に怖いんだが。

			「……ミルナ様？」

			　リアが不審そうにミルナに視線を合わせた。

			　ミルナも正気を取り戻したのか、瞬きをして息を吸い込んだ。

			「なるほど……そうでしたか。なぜ貴方ほどのお方が王国にいるのか、それを問うべきなのでしょうね。ただ、諫(かん)言(げん)役(やく)としての務めを任せるほど信頼も置けるかどうかは、今はまだ判断できません。……けれど、今は重要な瀬戸際。人材も不足しています。ぜひとも、貴方のお力をお貸しください」

			「自分で言っておいてなんだけど、すごい賭けに出たね。仮に、もしも俺がリステージ側だったらどうするんだ？」

			「この不利な状況で、リステージが貴方を使うとは思えません。彼は頭が使えませんが、側近たちは頭が回ります」

			「俺があっちの陣営を掌握しているわけでもないと。いい答えだな」

			「改めて、よろしくお願いします。ボーン……様」

			　ミルナが頭を下げる。

			　王族が、しかも現王からの指名で次代の王に選ばれた王族の一人が、俺に頭を下げる。こんな異常な状況、見ているのがリアだけで良かった。

			　リアは状況に追いつけないようで、始終、驚きっぱなしのようだが、口は堅いだろうから心配はないかな。

			「ああ、よろしくな」

			　俺が味方についたんだ。

			　この勝負は、絶対に勝ってみせる。

			　まぁ無理だったら、フィロを使って退散すればいいだけだ。

		

	
		
			　

			話し合い

			　

			　中立地帯に着いた。

			　現王の計らいで、近衛(このえ)騎士団の面々が揃っている。リステージとミルナも、限られた戦力しか用意してはいけない。

			　リステージに対する配慮ということで、王都の外で軍用の大きなテントを張って談話をすることとなった。

			　ミルナが椅子に座り、その周りに俺やリア、他にも上位の貴族が並んでいる。

			　その対面には、リステージと、同じく上位貴族やら騎士やらがいた。

			　この時点で、具体的な戦力の見せ合いといった感じか。

			　ミルナ側の貴族たちの顔色は、芳(かんば)しくないな。リステージ側は、余裕のようだ。マジでこちら側は不利なようだ。

			「――どうしても収まりませんか、お兄さま」

			「どうしても、というわけではない。言っているだろう、俺に王位を譲り、今まで数々の侮(ぶ)辱(じよく)発言を撤回し、そして謝罪すれば許してやると言っている！」

			「お兄さま、あなたは前が見えておりません。それだけではないです。横も、そして後ろも見えていらっしゃらない。どうかご再考を……」

			「ふざけるな！　見えていないのはおまえのほうだ！　こんな勝敗が明らかな戦い、なぜ降伏しない！」

			「私が言っているのは、そういうことではありません！　私は、お兄さまのそばであくどいことを考えている者たちのことを、言っているのです！」

			「あいつらは俺に忠誠を誓っている！　まだ俺を侮(ぶ)辱(じよく)する気か！」

			　兄妹二人の会話が、どんどん激しくなる。

			「おいおい、おまえら落ち着こうぜ。これじゃあ、談話ってよりも喧(けん)嘩(か)だろ」

			「黙れ！　元はといえば貴様が大人しくリアを俺に寄越していれば、こんなことにはならなかったのだぞ！」

			「元はといえば、おまえがしっかりしてれば、こんなことにならなかったと思うぞ」

			「――！　貴様ァ！　この俺を二度も侮辱するか！」

			　リステージの顔が、どんどん赤くなる。

			　反省している様子もなく、先を見る気もなしと。

			「お兄様、王位は譲れません。しかし相応の待遇は、今ならまだ用意できます」

			「相応の待遇？　俺ほどの者に、王以外に相応の待遇があると思っているのか!?」

			「……お兄様、お願いします」

			「ふんっ。愚か者めが」

			　リステージが視線を逸らしてふんぞり返った。ミルナも、諦め半分の様子だ。

			　一歩も前に進むことなく、交渉は決裂したようだ。

			「これ以上の会話は不毛ですか」

			　どうやら、近衛(このえ)騎士たちも同じことを考えたらしい。会談を始めてまだ大して時間も経っていないのに、こうも話が進まないものなのか。

			　そして、ついに話し合いは決裂となった。

			　解散間際、リステージが声を上げた。

			「ボーン！　貴様だけはなにがあろうとも許さないからなッ！」

			　名指し＆指でさしてきた。

			　うっひゃー怖い怖い。

			　ボーンお兄さん、怖すぎて笑っちゃいそう。

		

	
		
			　

			内戦開始直前

			　

			　リステージは、王都周辺で軍を招集したそうだ。

			　直接、王城へ進軍するらしい。

			　それを聞かされたのは、王城にある作戦室でだった。部屋の中では、ミルナや側近、そして俺とリアが一つの机を囲んでいる。

			「なんと愚かな……」

			　リアが呟く。

			　内戦で重要なのは、いかにして自国への損害を最小限にとどめるか。

			　他国に攻め滅ぼされては、元も子もない。

			　だから、中心地である王都へ進軍しようとするリステージは、愚かと言うしかない。

			　かといって、ミルナ側も打って出るわけにはいかない。戦力差では負けているから、防衛戦でしのぐしか勝ち目はない。

			「ミルナ様っ」

			　扉が乱暴に開かれる。入ってきたのは、ミルナが王に言(こと)伝(づて)を頼んだ兵士だった。

			「父上……王はなんと？」

			「はっ。『援軍が来ないのは、カリスマ的な存在がいないのと、民を引き寄せる言葉がないからだ。わしはこのまま傍観するし、このまま流れを見るだけだ』と」

			「……はぁ」

			　予想はしていたが、やはりヒドい返答だ。

			「ご報告です！」

			　開いたままの扉から、また一人の兵士が入ってきた。

			　手には、情報を記した紙が握られていた。

			「敵兵数はおよそ一万！　魔導隊が千、弓兵隊が二千、騎馬隊二千、一般兵隊五千とのことです！」

			「そう……ですか」

			　対するミルナ側の兵は、三千ほど。

			　魔導隊、弓兵隊、騎馬隊が五百、一般兵が千五百と、戦力差は三倍以上だ。

			　防衛戦では敗色濃厚だ。

			「なぁ、地図を出してくんね？」

			　俺は手を上げてそう言った。

			「地図？　地図ならもうあるだろうが」

			　ミルナの側近が、忽(こつ)然(ぜん)と現れたどこの馬の骨ともわからない俺に、苛立ちを隠そうともしないで言った。

			　眼前の机の上には、たしかに地図はある。だが、それは王都内部のものだ。

			「うんうん、これじゃなくて、王都の外のものだよ。あるよな？」

			「はぁ？　貴様はバカか。王都の外の地図を出してなんの意味があるというのだ！」

			「いいから早く出せって。時間ないだろ？」

			「くぅ……っ」

			　俺に関しては謎が非常に多く、疑いの目を向けられるのは当然だ。だから、みな反発した態度を取る。

			　しかしだ。

			　ローオットの家にいる者や、ミルナが連れて来た者。

			　様々な人たちが、俺の言葉や存在の重しとなってくれている。

			「おい、外周の地図を！」

			「外周だけじゃない。リステージ側の軍勢との距離がわかる地図を出してくれないか」

			「貴様……！　ふざけるのも大概にしろ！　数で負けているのにもかかわらず、撃って出られるわけがないだろう！」

			　まぁ、そんな反応をされても仕方ないか。

			　王都は、守りの城塞となるように作られている。

			　王都の外側では、守りに使える場所は相手側の砦やら兵站やらにしているだろう。

			「だが」

			　無駄に反発して時間ばかりを浪費する側近の一人へ、俺は視線を送る。

			「今のままでは選択肢が限りなく少ない。その選択肢をどんどん小さくしていく貴公は、なにか他の名案でも考えているのか？」

			「っ……！」

			　側近が、気まずそうに口を閉ざした。

			「早く地図を持ってこい」

			　近くにいた一兵に告げる。

			「は、はい！」

			　兵は、そのまま飛ぶように地図を取りに行った。

			　どこかに必ず勝つ方法があるはずだ。

			　それを見つけるまでは考える。

			　負けが確定だと思い込んでいる眼の前のやつらの目を、覚まさせてやろう。

		

	
		
			　

			リステージ陣営、戦闘開始～三人称視～

			　

			　王都へと着実に軍を進めていたリステージの軍勢に、ここに来て一つの報(しらせ)が寄せられた。

			　王都の目の前にある平原地帯に、ミルナ側の軍が出兵したという。

			　まさか、ミルナ側が出兵するとは。

			　ミルナ側は、あくまでも防戦のみと考えられていたが、これにはリステージ側も不意を突かれるかたちとなった。

			　しかし、その程度で軍勢が崩れるほど、容易くもない。

			　リステージ側の軍勢は、本陣を素早く置いて策を練った。

			　平原地帯のそばには、地理的に優位に立てるであろう、山岳地帯がある。この高所を取ることができれば、魔法や弓を撃ちたい放題だ。

			　ゆえに、まずは高所を取る。

			　取り合いになることは予想されるため、まずは一般兵の部隊を向かわせた。

			　支援や、山岳地帯を取ったあとでの山の下への攻撃のため弓兵、魔導兵の部隊を、一般兵の部隊に続かせる。

			　山の下にいるのは、リステージの本隊と、残った騎馬兵部隊、一般兵たちだ。

			　山岳地帯と平原しかない場所では、これくらいがちょうどよい配分だと考えられた。

			　もし、仮にミルナ側の軍勢の進行が山岳地帯や平原のどちらかに限られれば、リステージ側は両方から攻められる。

			　そうなれば、戦況は火を見るよりも明らかだ。

			「ふっ、あのまま籠(こも)っていれば良かったものを。この俺を侮(ぶ)辱(じよく)したこと、絶対に後悔させてやる……！」

			　不格好な甲冑を身に着けたリステージは、全部隊が見届ける中で剣を振り抜いた。

			　すでに、策は全部隊に伝わっている。

			「行け！　俺たちの手で王国を取り戻すぞ！」

			「「「おお――！！！」」」

			　勝利が目の前にあると確信しているリステージの軍勢の士気は、高かった。

			　その声は、遠く離れた国にまで届いたことだろう。

			　

			　予定通り、リステージ側の軍勢は山岳地帯に一般兵、弓兵、魔導兵が向かった。

			　しかし、山岳地帯の取り合いになると想像されていたミルナの陣営には、まったくの動きがなかった。

			　さすがのリステージも、これはなにかあると感じた。それでも、どこが怪しいのか判断できかねていた。

			　

			　そうこうしているうちに、衝突が起こることもなく、山岳地帯に向かわせた全部隊が配置についた。

			　リステージ側は、こうしてあっさりと高所を取ることに成功した。

			「ふ、ふふふ……」

			　うまく事が運んでいる。リステージはそう思った。

			　だからこそ、高らかに笑った。

			「ただの間抜けばかりだったか！　これで俺たちの勝利は揺るぎないものとなっ――」

			　しかし、リステージが勝利宣言を言い終わる前に、

			　――耳を裂く轟音が鳴り響いた。

			　どこが爆発したのかはわかっている。

			　荒々しい断面を残した大きな岩々の一部が、四方へ飛来していた。

			　山岳地帯だ。

			　かなりの部隊を割いた山岳地帯が、爆破されているのだ。

			　見ると、巨大な魔法陣が無数に現れ、リステージ側の部隊を山岳地帯から下へと叩き落としている。

			『うわああああっ！！！』

			『誰か！　誰か魔法障壁を！』

			　戦場には爆音や絶叫が響き渡っており、指揮官の声は届かない。

			　全員が、生き残ろうと我先に走り回る。

			　しかし、体は簡単に宙を舞う。爆発で、体はバラバラに吹き飛ぶ。

			　辛うじて山の下に降りた者も、落ちてくる岩に叩き潰される。

			　崩壊――。

			　そんな言葉がふさわしかった。

			　それは山岳地帯だけではない。リステージのいる本隊でも同様だった。

			「な、なんだこれは……!?」

			　信じられない光景を目の当たりにしている。そう言わんばかりに、リステージが後退りをした。

			　ミルナ陣営は、ただ冷酷に魔法をぶち込んでいた。

			　

			　――時は少し前にさかのぼる。

		

	
		
			　

			ミルナ陣営、戦闘直前の策略～ボーン視点～

			　

			　王都にある城の内部で、ミルナとその側近たち、そして俺とリアを交えた作戦会議が行われていた。

			「と、まぁ、リステージ側は、山岳に六割、平原に四割くらいの戦力をぶっ込むだろう。山岳地帯が重要なポイントだと真っ先にわかるからな。――だから、そこを叩き潰せばいい」

			「しかし、もしも相手がそのように動かなかった場合はどうなさるのだ？」

			　側近の一人が言った。

			　これは絡んできたというより、単純に質問をしているのだろう。

			「動かないわけがない！　リステージ側は数で優れている。ベストだと思われる対応をするだけで、勝てるのだからな」

			「そ、それでも、もしも動かなかったら！」

			　さっきも絡んできた側近が、また食いついてくる。

			　ま、外野から突然ほいほいと現れたやつの言葉なんて怪しいから、従いたくない気持ちもわかる。

			　けど、

			「そうだな、万が一、予想通りに動かなかったら、王を残して王都で防衛戦をすればいい。多少は不利になるだろうがな」

			「!!　貴殿は、勝つための可能性を潰す、と仰っているのか！」

			　この一言には、さすがにカチンっと来た。

			　可能性を潰す？

			「それは、おまえだろ！　これが、勝利に近づくための唯一の『可能性』だ。それを潰そうとしているのは、ほかならぬおまえだ」

			「だが、もしも無理だった場合は！」

			「――なら、防衛戦のみで抵抗する場合、おまえに、なにか王都で決戦をして勝てる策はあるのか？」

			「それは！　……ないが」

			「じゃあ、今のおまえは足手まといとなるだけだ。今は、これ以上の案がないのだから、これで手を打つしかない」

			「ボーン様、一つよろしいでしょうか？」

			　ミルナが手を挙げる。

			　俺はどうぞ、という意味で手を差し出した。

			「もしもリステージ側が数で押してきた場合は、どうなさるのでしょうか？」

			「もしそうなったら、俺たちが山岳地帯を取ればいい。上と下からの防衛戦だ」

			　なるほど、とミルナが顎に手を当てる。

			　俺はさらにもう一言、追加した。

			「ミルナは、王国の民に傷ついて欲しくないんだろ？　なら、厳しい防衛戦より、圧倒的な防衛戦をしたほうがいいよな」

			　なによりも、と俺は続ける。

			「この策がハマれば、一瞬で敵の戦意が吹き飛ぶ。数で勝っている相手からは、戦おうという意思を削げばいいんだ。そうすれば、大概の戦いは勝てる」

			　なんか、セリフがカッコよく決まった感じがしたので、ドヤ顔の笑みを浮かべた。

			　あ、これ嫌味になりそうかな？

			　とか思ったが、とくになにも思われてないのか、ミルナが真剣な面持ちで口を開いた。

			「私はボーンさんの策に乗ってみたいと思います」

			「で、ですがそれでは……！」

			「皆さんも薄々は勘づいているとは思いますが、ボーンさんは『特別』な人です。それに、今は彼を信じるしかないでしょう」

			　実際に、今の状況はそうであるがゆえに、ミルナの言葉に、誰一人として反論できる者はいなかった。

			　さぁ、始めよう。

			　小さな小さな戦いを。

		

	
		
			　

			リステージ陣営、戦の終わりで～三人称視点～

			　

			　本隊は、目の前で起こっている悲劇を、ただただ見つめていた。

			　あるいは、戦力的にはまだ勝っているから、岩が降り注ぐ中で、愚直に突き進むことも可能だったかもしれない。

			　しかし、軍勢の大部分を失った今の状況では、誰もが微動だにできずにいた。

			　ただ、リステージだけは違った。

			「おい！　おまえら、これはどうなっている！　なんとかしろ！」

			　参謀や側近、自分が将と定めた者たちの襟元を掴んで、喚(わめ)き散らしていた。

			「どうしてだ！　絶対に勝てる戦いだっただろうが!?」

			　リステージは、バカなりに思考を巡らした。

			　もう、死の道しか残されていない彼にとって、今できることは、全身全霊をかけて頭を働かせることだけだった。

			（なんでだ！　俺は王子なんだ！　だから、みんな集まって……！　だから、負けるわけがない戦いになって……！　ミルナなんかに負けるはずがなかったんだ……なんで……！）

			　なぜ？

			　どうして？

			　そんなことばかり考えていた。

			（そういえば、突然現れた、『あの男』……！）

			　あの男。

			　ローオット家にいたボーンとかいう男。

			　気がつけば、ミルナのそばにもいた。

			　忽(こつ)然(ぜん)と現れ、まったくなんの情報も入ってこなかった。

			　ミルナ側に唯一の変化があったとすれば、あの男が現れたということだけだった。それ以外は、万事順調に進んでいた。

			（そうだ……あの男だ）

			　具体的に、なにか証拠があるわけでもない。

			　飄(ひよう)々(ひよう)として、一国の王子を笑いものにするような、ふてぶてしいまでの態度。それらはすべて、余裕があるからではないだろうか。

			（ふざけるな……！　俺がどうしてあんな男に……！！！）

			　リステージは激しい憎悪を抱いた。

			　それは、劣等感から来るものだと、本人は薄々気づいた。

			　だからこそ、リステージは許せなかった。

			「負けるな！　負けは許さない！　最後の一兵になるまで敵を狩れ！　あの男を殺せえええ！」

			　今まですべて思う通りになっていた。

			　だからこそ、今回も、結果的には絶対に自分の軍勢が有利になるのだと、心のどこかで思っていた。

			　しかし、将たちはそれどころじゃなかった。

			　負け戦と見るや、リステージを振り払い、自分たちだけ生き残ろうと逃げだすやつら。

			　リステージは、そんな状況を許せるはずがなかった。このままでは、投獄はおろか、クーデターを起こした罪で処刑される。

			「ふざけるな！　おまえたちだけで逃げることは絶対に許さないぞ！　戦え！　戦え！　戦って死ね！」

			「きぃッ！　どけ、豚があ！」

			　将の一人が、リステージを蹴り飛ばす。

			　無様に地べたに蹴り飛ばされたリステージは、なんとしてでも勝たなければいけない、そんな一心で――剣を抜いた。

			「うぐぅ……！　くそがあ！　おまえたち、絶対に行かさない！　なにがなんでも勝ってみせろ！」

			　勝ってみせろ――それはもう、無理な注文であった。

			　戦力の大半は崩壊した。

			　負け戦で考えなければならないのは、どうやって上手く逃げ切るか。

			　将たちが考えることは、一緒だった。

			　もう、それまでの名声や地位はなんの役にも立たない。

			　大将とはいえ、邪魔しかしないならば――。

			　今まで表向きは良い顔をしてきた将たちが、鬼になった。

			「お、おまえたち……なぜ剣を抜く？　そ、そうか！　そうだ。戦うんだろ？　なら向けろ！　俺にではなく敵に！　ミルナの軍勢に！　……は、はははは！　はははははは！！！」

			　

			　大将のリステージは死亡。

			　その他の将も散り散りとなり、戦はミルナ陣営の勝利として終わった。

		

	
		
			　

			ミルナ陣営、戦の終わりに

			　

			　リステージ側の部隊が、撤退を始めている。

			　今も悲惨なことになっている、残りの軍勢を放っておいてだ。

			「終わりだな」

			　軍勢は王都の外へと移動したが、俺やミルナなどの上位貴族は、王城に残ったままだ。

			「は、はい……」

			　ミルナが、呆然としながら頷いた。

			　他の貴族たちも、似たような反応だ。

			　執(しつ)拗(よう)に対抗心を剥き出しにしていた将たちも、黙って戦場の様子を見守っている。さっきまで負け確定、みたいな顔をしていたのに、よく表情が変化するものだ。

			　それにしても、気持ちがいいものだ。

			　敵にも勝ち、味方にも勝ったみたいなもんか？

			　さてさて。

			「もういいだろ。魔導隊に、山岳地帯への攻撃を止めるように言っておけ。リアは救援の用意をしたほうがいいかもな」

			「……あっ、わ、わかりました。では、向かいますね」

			　リアも呆けていたようで、反応するまでに少し時間がかかっていた。

			「ああ、んで俺は……もう帰るとするかな」

			　これで、俺の仕事は終わった。

			　王国の危機に対して、十分に貢献しただろう。

			　これは、大きな恩を売ったことになる。今後、ある程度のことなら、王国内で融通が利くことになるだろう。

			「か、帰るのですか？　ボーン様」

			　リアが驚いて言ってきた。

			　他の側近たちも、なまじ俺が戦場で指揮をとっていただけあって、不安でも感じているのだろう。

			「いやいや。俺がいても意味ないだろう。あとは、おまえらの仕事になる」

			「……！　このたびのこと、なんとお礼を申し上げたらよろしいか……！」

			「礼はまたな。今はまだ必要ない」

			「今は、まだ？」

			　要領を得ていない顔のミルナが、小首を傾げる。

			　そして、帰ろうと背中を向けた俺に、両拳を握って言った。

			「このお礼は必ず、なにがあろうとも、返します。本当に、本当にありがとうございました……！」

			　さっきも言ったように、この部屋にはまだ上位貴族の面々が残っている。

			　だというのに――ミルナは堂々と俺に頭を下げた。

			　それどころか、他の貴族も、俺を訝(いぶか)し気に扱っていたやつらも、頭を下げてきた。

			　今回の争いに勝ったことで、確実に彼らが今後の王国の実権を握ることになるだろう。そんな連中が、いっせいに俺に頭を下げた。

			「おいおい、やめろよ。頭を下げるくらいなら、金をくれ」

			「この御恩、お金でいいのであれば！」

			　ミルナの側近の一人が、申し出てきた。

			　それに続いて、周囲からは「私も！」「むしろ、我が家の婿(むこ)に来てください！」なんて声が聞こえてきた。

			「金なんて冗談さ。そんじゃあな」

			　まぁ、退場は歓声が響いて惜しまれている間に、だな。

			　俺はそれ以上、なにを言うこともなく、さっさと部屋を後にした。

		

	
		
			 

			戻るとしよう。ローオットの屋敷に

			　

			　廊下に出てしばらく歩いていると、一人の男と出くわした。

			　立派な白(しろ)鬚(ひげ)を蓄えた、白髪の爺さんだ。

			　鋭い眼光やオーラが溢れる出で立ち。なによりも、頭上にある黄金色に光る大きな王冠が、彼の立場を示している。

			　そいつは俺のことを見るや否や『うっわぁ……』みたいな、イヤそうな顔をした。

			「お久しぶりですね、フェル・ディオ・ジュリゴン国王様」

			　俺は甲斐甲斐しく左胸に手を当てて、片膝を地面についた。

		

	
		
			[image: p235.jpg]
		

	
		
			　フェル王は、一転して忌(いま)々(いま)しそうに俺を見る。

			「いい加減、正体を現せ。今さら、そんな関係でもないだろうに」

			「はっはっは。アレは今でも持ってるのか？」

			　フェル王の言葉に甘え、俺は立ち上がって目線を合わせた。

			　王国の長に対して、平然としすぎているが、まぁ、これも周囲に人がいないからこそ、できることか。

			「うるさいわい。それよりも、このたびの戦は、ミルナが勝ったようだな」

			「ああ、そうっぽいな」

			　とりあえず頷いておく。

			　しかし、王は疑わしそうな目で俺を見る。

			「ぽい、とはなんだ。おまえがなぜここにいるのか、わしが知らないわけがないだろう。バカにしているのか？」

			　さすがは王だ。無責任に一国の内政を放置してはいたが、そこらへんの手腕は、まだ衰えていないようだ。

			「今度は、なにを企んでいる？」

			　フェル王が、獲物を狩るような眼光で俺を見る。

			　ここまで言われるとは、俺も随分と不審者扱いされているようだ。

			「企んではいるが、国家が関わるよな規模のものでもなんでもない。個人の企みだよ」

			「ほう」

			　正直な答えだったが、フェル王はまだ怪しんでいる。

			　様々な人間を見てきた人であるからこそ、フェル王は、俺が言っていることが嘘偽りないとは気づいているだろう。

			「まぁ、それなら好きにすればいい」

			「言われんでも、かなり好きにさせてもらってるよ」

			「ふんっ。たしかにそうだな」

			　ミルナとリステージの戦いの結果は知っていたようだし、それ以前の戦況も把握していただろう。

			　不利な状況の中でそれを打開したのが俺だと、この爺さんは十分にわかっている。

			「いいのか？　好きにしろとは言っても、俺がここまで深く関わっても」

			　さっきは、次期王国の政権を握るであろう連中に、頭を下げられた。

			　これ、もしも俺がヤバいやつだったら、王国はこれから相当ヤバイことになるという、なによりの証だ。

			「構わん。ミルナが選んだのだからな」

			「思ったんだが、かなり適当だな？　これからの王国を左右するだろう」

			「適当なのは元からだ。というのもあるが、別になにかあるわけでもない。もう王位からは退く以上、大して関わりたくないというのが本音だ」

			「おまえが選んだ次の王様が、負けてもか？」

			　今回の戦いは、数だけで言えばリステージ側の一方的な戦いになっていただろう。

			　王が選んだ人間が、いとも簡単に敗北しそうになるのは、相当マズいのではないだろうか。

			　フェル王は、表情を変えることなく言った。

			「ああ、間違いなく王国の戦力は減るだろうが、老後の心配となることはないだろう」

			「周辺諸国が見てるってのに、余裕なこって」

			　たしかに王国は巨大な土地を持っており、なにかやらかさない限りは、十年や二十年で没落することはないだろう。

			　それに、上位貴族だって、まだまだいる。王国の戦力がガックンと落ちたわけではない。

			「ふ、ローオットの者によろしくな」

			　フェル王はそう言うと去って行った。

			　ローオット家の者によろしく、ってか。

			　それはつまり、俺がティーネの主人をやっていて、屋敷に住んでいる、ということはすべてバレている、と伝えたかったのだろう。

			　相も変わらず一癖も二癖もある爺さんだ。

			　

			　さて、戻るとしよう。ローオットの屋敷に。

		

	
		
			　

			後日談的なもの

			　

			「わー！　なんですかこれ！」

			　すっかり全快したティーネが、屋敷の前に積み上げられている物に驚いていた。

			　フィロも、「おおー！　すごいのじゃ！」と言っている。

			　屋敷前には、まぁいろいろなものが積み上げられていた。

			　金ピカの鎧(よろい)や、名画っぽいもの、衣服や骨董品、あと、文字通りの金銀財宝だったりだ。

			　これはあれだな。

			　リステージとの戦いで、随分と恩義を感じた貴族やミルナが送ってきたものだろう。

			　金が欲しい、というのは冗談だと言ったのだが。

			「これまた、すごいですね……」

			　玄関から現れたリアが、財宝の山を見上げながらポツリと言った。

			　リアは、感心した様子で続ける。

			「これも当然の対価、ですね」

			「まだまだだよ。今回の件の対価は、こんなもんじゃ少ない」

			「そうでしょうか……？」

			　リアが俺に尋ねてきた。

			　そうだとも。俺はこれから、リア、おまえを出し抜いて、さっさと隠居生活を送るのだ。

			　この財宝も大いに使える。

			　まぁ、当然、そんなことをリアに言えるわけもないのだが。

			「ねーねー、リア！　ご主人様、なにしたの？」

			　ティーネはずっとベッドで休んでいたため、今回の騒動を知らない。

			「え、あ、えーっと……政治関連のことですよ」

			「政治関連!?　なになに！　聞きたい！」

			「えっ？　あ、あのお姉さまが面倒な政治の話を聞きたいと……？」

			　お化けでも見るかのように、ギョッとした顔でリアが言う。

			　ティーネはそんなこと気にしていないのか、元気ハツラツな様子で会話を続けた。

			「ご主人様のことなら、なんでも聞きたいに決まってるじゃんー！」

			「それなら、妾が『さいしゅーへーき』になった話をするのじゃっ！」

			「え、興味ない」

			「そもそも、フィロさんはなにもしてなかったじゃないですか!?　なにを言ってるんですか」

			「扱いがひどいのじゃ！　待遇あっぷを要求するのじゃ！」

			　これは、ちょっとした日常の一コマ。

			　うるさくはあるが、見ていて嫌な気はしない。

			　

			「ボーン様、お時間をいただいてもよろしいでしょうか」

			　リアが、ふと言った。

			「えー！　ご主人様のお話はー？」

			「それはまた、後で」

			　ティーネが不服そうに頬を膨らませる。

			　それを、リアが苦笑いで見ている。

			　どちらが姉か、わかったものではないな。いや、むしろ反面教師になってくれる姉がいたから、妹はしっかりするようになったのか……。

			　リステージの婚約の件といい、なにかと苦労が尽きそうにない妹さんに、俺は頷く。

			「いいぞ。なんだ？」

			「ここではあれなので、別の場所でお話ししましょう」

			「？　わかった」

			　俺は、リアの後について行く。

			「実はボーンさんには、ローオットの婿(むこ)に――」

			　リアが歩きながらも口を開いた。

			　しかし途中で、ガチャガチャと慌ただしい音が響いてきた。

			　後ろを見ると、一兵が慌てた様子でこちらに向かってきている。

			　肩で息をして、全身から汗を流している一兵から、衝撃的な情報が伝えられた。

			「お知らせします、ローオット家の皆様っ！」

			　その尋常じゃない様子から、リステージのクーデターとは比べものにならないことが起こったことがわかる。

			「列強の『帝国』が――！」

			　帝国。その単語に、俺の心臓が揺れる。

			「我ら『王国』へ宣戦布告をしました！」

			　

			　――騒がしい日常は、変わることがないようだ。

			　次から次へと、面倒が押し寄せてくる。

			　いつになったら、平穏で自堕落な日々を送れるのだろうか。

		

	
		
			　

			書き下ろし短編～ティーネ、フィロと出会う～

			　

			　ティーネはボーンからの命により、ギルドで楽そうな依頼を受けることにした。ちょうどＳランクあてに、達成金の額も高く楽そうな依頼が一つ、舞い込んできたのだ。

			『黒竜の退治』というもの。

			　いたってシンプルで、森の近くに突然、現れた黒竜が、獣などを乱獲したりして邪魔になっているから、なんとかしてほしいというものだ。

			　

			　ティーネが森に行くと、たしかに黒竜がいた。

			　昼寝をしている。ただ竜にしては小柄で、昼寝をしているからか、どこか間抜けそうな顔つきだった。

			「これだよね」

			　ポツリと呟いて、右手を横に伸ばす。

			　バリバリ……ッ、と雷が右手に吸い付くよう纏(まと)まる。

			　次第に、それは塊となって剣と模した。

			「んぇ？」

			　ぱちりと目を開けた黒竜。静電気のパチパチという音が耳に届き、少し煩く感じたのだろう。

			　あるいは、巨大な魔力が現れたことに対する本能的な恐怖もあるはずだ。

			　しかも、前に立つのは、第六感が『あ、逃げなくていいよ。だって死ぬの確定だもん、これ』と諦めさせるような強者感溢れる者だ。

			「……ほぇ？」

			　いまだ眠気が覚めぬ様子の黒竜が、むくりと起き上がる。

			「なんじゃ、お主？」

			　黒竜の口調は、冷静で、達(たつ)観(かん)したものだった。内心も、波紋一つない水面のように穏やかそのものだった。

			　なぜなら、どうせ死ぬことは確定しているのだから、無駄にあがくよりも静かにしていたほうが可能性があるんじゃないか、という考えがあったからだ。

			「――バイバイ」

			　声の主の美少女は、とくに会話を交わすこともなく、ニッコリと笑みを浮かべた。そして、感情を持たないような冷たい目をした人ならざる美少女は、姿を消した。

			　いや、姿を消したのではなく、高速で移動したのだった。

			　黒竜は生まれながらの素質により、ギリギリ目の端で少女を捉えていた。

			　しかしそれも本体ではなく、雷が残す残像のみだった。

			　黒竜は地面を踏み込み、そこには亀裂ができた。黒竜もまた、人外並の速度で逃げた。

			「遅い」

			　しかし、黒竜は自分がやられていることに気づく暇すら与えられずに、地面に蹴り飛ばされた。

			「ふんぎゃあっ！　ま、待て！　待つのじゃ！　わかったのじゃ！」

			「？」

			　ティーネが止まる。

			　それは――黒竜が人の姿となったからだ。それは、かなり幼い姿だった。

			　黒竜としては、最後に情に訴えようとしたのだろう。しかし、ティーネが止まったのは、情が湧いたからではない。

			　なぜそうしたのか――それは、最初から戦闘意欲のなさそうだった黒竜が、人の姿になってどうしたいのか、興味が湧いたのだ。

			「話し合いでなんとかなると思うのじゃが！　どうじゃろうか!?」

			「竜が話し合い？　珍しいことを言うのね」

			　元来、種としては最上位にいる竜にしては、稀な言葉だ。

			　そもそもがプライド高く、負けそうになっても話し合いをしよう、などということを口にすることはないのだが。

			「なぜお主は妾を攻撃するのじゃ？　話次第では、なんとかなるかもしれないのじゃ！」

			「んー、依頼があったから、かな。もっといえば、ご主人様が命令したからだけど」

			「依頼？　ご主人様の命令？　そ、それはあれかの、なにか得があるからかの！」

			「うん、ご主人様に喜んでもらえるから」

			　ティーネは、赤くなった頬を押さえてクネクネし始めた。

			「ち、違うのじゃ！　妾が言っておるのは、そのご主人様になにか得があるのか、と聞いておる！」

			「ご主人様の得？　普通にお金だと思うけど」

			「お金？　つまり財じゃな！　なら、妾をご主人様とやらのところに連れて行ってほしいのじゃ！」

			　最後の命乞い、とばかりに幼女の姿になった黒竜が土下座する。

			　ティーネは少し考えて、

			（よくわからないから、ご主人様に任せよう）

			　結局、黒竜をボーンのもとに連れて行くことにした。

			　

			「妾はフィロじゃ！　お主は？」

			「私はティーネよ。それじゃあ行きましょうか」

			　それから一人と一匹は、ローオットの屋敷に赴(おもむ)くのだった。

			　これが、とある物語の始まりとなるものだった。

		

	
		
			　

			書き下ろし短編２～ボーン、ちょっとした質問をする～

			　

			　ローオット家の食堂での夕食の時間。

			　フィロとティーネが、尋常じゃない速度で肉を頬張っている。

			　そんな中で、ボーンがふと聞いた。

			「そういや、なんかティーネは、最初に会ったときとは雰囲気が違うような……」

			「んむぐ、わらひがですか？（私がですか？）」

			「ああ、カジノで会ったときは、すごいバカそうだったが。いや、飯食ってる今もすごいバカそうなんだが……最近は、どこか真面目になったというか、忠実になったというか」

			　ボーンは最初にカジノで会ったときから今に至るまで、様々な顔を見せてきたティーネを思い返していた。

			　バカそうであったり、意外と真面目で、気も使える騎士風な様子を漂わせていたり……そんなティーネだ。

			「んー、ようわあらないれふ（よくわからないです）」

			　と、イマイチわかっていない感じでモゴモゴと美味しそうに食事をするティーネは、頬を大きく膨らませながら答えた。

			（本人もわかっていないのか）

			　ボーンもよくわからなかった。もしかすると、隠している本性があるのではないか、そんな考えも頭の片隅を過(よぎ)っていたのだ。

			　リアがスープのスプーンを口に運びながら言う。

			「もしかすると、ボーン様に相応しくなりたいと思って、変わってきているのかもしれないですね」

			「変わってきている？」

			「はい。ボーン様に仕える姿とかを想像しているのではないかと。ティーネお姉さまは、いろんな意味で天才ですから、無自覚で行っていても不思議ではないかと」

			「えへへ～、照れるなぁ」

			　ごっくんと骨を丸ごと飲み込んだティーネが、照れくさそうに後ろ髪に手を当ててニマニマと笑う。

			　そこに、同じく巨大な肉を食べ終えたフィロが聞いた。

			「妾は!?　妾はどうかの!?」

			「普通にバカそう」

			「フィロさんは、変わっている感じはないですね……」

			「へっへー、ドンマイ、フィロ。私のようになるには千年早かったわね！」

			「なんじゃ……妾、普通にすごいのに……なんでじゃー！」

			　屋敷に、フィロの悲しき鳴き声が木霊(こだま)した。

			（俺に仕える姿を想像して変わってきている、か。今のままだと、便利でありがたいことだな）

			　ボーンは、そんなことを考えていた。無心に肉を頬張るティーネを見ながら、訝しげに片目を細める。

			「（モグモグモグモグ）……んゅ、ろうかしまふた？（どうかしました？）」

			「いや……」

			　果たして、本当に変わってきているのか？

			　それは、食事をしている姿だけを見れば怪しいものだった。

			（まぁ、今はまだ知り合って間もない。これから時間もあることだし、じっくり観察できるだろうさ）

			　ボーンはそう考えて、食事に戻った。

		

	
		
			　

			書き下ろし短編３～フィロの心境～

			　

			　フィロがなぜ、ボーンたちに付いて行くのか？

			　それは、自分でもわかっているわけではなかった。

			　これだ、というものは決まっている。だが、それがすべてではない。

			　フィロは、気づいていないのだ。

			　彼女が、Ｍに覚醒し始めていることを。

			　

			　これまでのフィロは、竜として生まれ、しかも王族の血が受け継がれ、種としても個としても圧倒的な存在だった。

			　フィロに逆らえる存在がいるわけがなく、なに不自由ない生活だった。

			　しかし、ティーネに続きボーンにまで罵られ、バカにされる日々。それがギャップをもたらし、なんか大変なことになっていたのだった。

			「ボーン！　この赤い花はなんというのじゃー？」

			「アカレンゲだ。どこにでもある普通のもんだろ。あほか」

			「――――ッッッ！！！///」

			「ティーネ！　もう一度あのビリビリをやって欲しいのじゃ！」

			「ええ……？　私は別に構わないけど……。はい」

			「あううっうううっ！！！」

			　フィロはまだ、自分がＭに目覚めつつあることに気づいていない。

			　それはきっと、おそらく。

		

	
		
			　

			書き下ろし短編４～幼馴染とそのパートナーのその後～

			　

			　リーカネルとイシアは、順調にＢランクまで上がっていた。

			　そもそもが、ギルドに入ったばかりで、本来の実力は十分以上に保有していたリーカネル。そして才能に溢れているイシア。

			　ＣからＢに上がるまでの時間で言えば、トップクラスなのだが……。

			「んー、Ｓまで全然届かないですねー……」

			　ギルドに付属している食堂で、イシアが冒険者に渡される身分証のカードを見ながら、ポツリと呟いた。

			　それは悔しそうで、しょんぼりとしていて――。

			　慰めるようにリーカネルが微笑む。

			「そんなことないわよ。十分に進めているわ」

			「うぅー、そうですかねー……」

			　リーカネルの慰めに、しかしイシアは納得がいっていないようで暗いままだ。

			「ふふ。無理してはＳランクになれないし、実力にそぐわないでＳランクになっても、ボーンの下にはいけないわよ」

			「むむむっ……たしかに、そうですけどー……」

			　イシアが両手を伸ばして、机に上半身を伏せる。

			　彼女には、焦る気持ちがあった。

			「ティーネさん越えかぁ……」

			　Ｓランクとして名をはせている、伝説にもなっている端麗な女性。それがイシアやリーカネルの目標としている人物だ。

			「諦める？」

			　意地悪く微笑んだリーカネルに、イシアがムっと口を曲げる。

			「諦めるわけないです！　いずれ、私もボーンさんのところへ……」

			「私もよ。今さらどんな顔をして会いに行けばいいかわからないけれど……またボーンのところに……」

			　高いとも、またいろんな意味で低いとも取れる目標に向かって、まだまだ成長途中の二人は進んでいるのだった。

			「でも、本当にバカなことしましたよね、リーカネルさん」

			「うっ」

			「だって、パーティーが解散する前から、ほとんど養っていた状態だったんですよね。なんでそこまで、独占欲に固執したんですか？」

			「私自体は独占欲なんて、そんなにないのだけど……とある師匠の教えで、つい……」

			　リーカネルが、居心地悪そうに目を強く瞑(つむ)る。

			　彼女の瞼の裏には、ニッコリとしているが、感情が読めない女性の影が映っていた。その女性もまた、異様なくらいに顔が整っている美女である。

			「師匠ですかー？　もうちょっと考えたらよかったのに」

			「なんか当たりきつくないっ？」

			「さっきの意地悪のお返しです」

			　へっへっへー、と笑うイシアに、リーカネルが「うぅー」と言葉にならない文句を垂らした。
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